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襲ってきた、別れと出会い




「……あ」

　九月の第二週の土曜日。

　付き合って二年目になる三み坂さか慎しん司じと、新しくできた大型ショッピングモールをぶらぶらしていた時、いとこで同い年の朋とも絵えを偶然見つけた。先に見つけて小さな声をあげたのは慎司で……その横顔を見上げて、違和感を覚えた。

　朋絵も慎司も、そして私も同じ会社に勤めている。私が入社三年目、慎司が五年目、そして朋絵は中途採用されて二年半となる。

　朋絵が入社してきた時、慎司にはいとこだって話もしたし、慎司も朋絵の顔を知っている。だから、私より先に朋絵に気づいたって不思議ではないのだけど……。

　朋絵を見つけた慎司と、それに気づいた朋絵の表情がなんだかいつもと違って見えて……なぜか胸をざわざわさせるような感覚が私の中に生まれていた。

「ちーちゃんたちも買い物？」

　近づいてきた朋絵が浮かべる笑顔も取り繕つくろったように思えてしまって、返事が少し遅れる。

　なんだろう、この違和感……と思いながらも口を開く。なんだか空気が重たい。

「うん。特に目当ての物もなく、ぶらぶらしてるだけだけど。朋絵は？」

「私たちもなんとなく」

　そう微ほほ笑えむ朋絵の隣に視線を移すと、見たことのある顔があった。

　同じ会社の製造管理グループの眞ま木き隼はや人とだ。眞木隼人といえば、うちの支部ではかなりの有名人。二百人近くいる支部員の中でも、知らない人を探すのが大変なくらいに。

　確か、いくつか先輩だった気がする……と思いながら、美形だと噂うわさされる眞木隼人を眺める。

　グレーのＴシャツの上に黒いシャツを羽織り、ベージュのチノパンという、シンプルな服をモデルのように着こなしている姿を見て、これはモテそうだなぁと思う。

　噂では、整った外見と高身長で人気があるのに、あまりの草食ぶりと冷たさに、近づいた女性社員は全員戦意喪失したらしいけど……確かに、無ぶ愛あい想そうな表情の中に愛あい嬌きょうは見つけられなかった。

　いつも不機嫌そうって話は、どうやら本当らしい。眞木隼人に好意を抱く女性のほとんどが、遠くから羨せん望ぼうの眼差しを送ることしかできず、彼に近づく女性社員が勇者扱いされるのも、なるほど……と納得してしまう。

　そんな眞木隼人と朋絵が、なんで休日にふたりでぶらぶらしているんだろう。

　疑問を感じながら見ていると、私の視線に気づいた朋絵が苦笑いを浮かべた。

「今ね、付き合ってるの」

『えっ……』と思わず漏もらしそうになった声を、すんでのところで呑のみ込んで、「ああ、そうなんだ」と、なんでもないような顔で答える。

　あの眞木隼人とどうやって？　どっちから？

　いくつか疑問は浮かんだけれど、そんなプライベートなことをこんな場所でガンガン聞いても、申し訳ないと思ってやめる。

　眞木隼人は草食だと噂になってはいるけれど、私はその実態を知らないし、草食だとしても好みのタイプくらいはあるだろうし。

　それが朋絵だったってことなんだろう、と納得しながら改めて眺めてみると、確かにお似合いのような気がした。

　朋絵は目立つタイプじゃないけれど、いつも柔らかく微笑んでいるような感じで雰囲気も温かいから。

　くりっとした二ふた重えの目に、小さな鼻と薄い唇くちびる。いとこだけあってパーツは私とほぼ同じなのに、朋絵は大人しいお嬢様みたいに見られて、一方の私は生意気そうって言われるんだから不思議だ。

　性格が見た目に出るのか……それとも、髪型とかも関係があるのか。胸の辺りで揺れる毛先に触れながら、朋絵の長く伸びた黒髪を眺める。私の茶色がかった髪色は生まれつきで、髪色は似なかったなぁと思う。

「知らなかったから、びっくりした」

　私の言葉に、朋絵がふふっと笑う。柔らかい微笑みで。

　愛嬌のある朋絵は、愛想が悪く尖とがって見える眞木隼人とは正反対だから、そういう部分に惹ひかれたのかもしれないなぁ、なんて推測していると、眞木隼人と目が合う。

　黒髪の短髪に鋭い眼差しは、草食というより、獲物を見つけたらすぐさま襲いかかりそうな肉食に見えてしまう。無愛想すぎて、女性社員が二の足を踏んでいるって話に相あい槌づちを打ちたくなるくらい無表情だけど、顔立ちが整っているのは確かだ。

　奥二重のアーモンド型をした瞳に、スッと通った鼻筋。薄い唇。無表情だからか甘さはないけど、キレイな顔立ちだなぁと素直に思った。

　アイドルみたいな愛嬌はないとしても、モデルでならやっていけるんじゃないかって思えるほどの美形だ。

「朋絵のいとこの佐さ野のちとせです。ご存じないと思いますけど、同じ会社に勤めていて――」

　一応挨あい拶さつくらいは、と自己紹介をしていた時。

　隣に立っていた慎司が急に「ちとせ……」と呟つぶやくように言った。

　こんな風に話を遮さえぎるなんて、温厚な慎司らしくない。どうしたのかと思って隣を見れば、顔をしかめた慎司が、朋絵から私にゆっくりと視線を移すところだった。

　目尻の少し下がった優しい瞳が、今はあまりにつらそうに細められていて……声が出なくなる。微笑みを常備しているような口元も、ギリッと歯の音が聞こえてきそうなほど歪ゆがんでいた。

　穏やかな顔立ちをした慎司が、こんな表情をしたのは初めて見た。ケンカした時だって、眉間にわずかにシワを寄せるくらいの彼が、つらそうに表情を崩して、ゆっくりと告げる。

「俺……もう、ちとせとは付き合えない」

「……え？」

「ずっと考えてたんだ。どうすればいいのか……。ちとせと付き合い続けたほうがいいのはわかってる。だけど、もう無理なんだ」

　こんな場所で、しかもこのタイミングでなにを言いだすんだっていう思いが一番に浮かんだけれど、慎司の真剣な顔にそんな考えは飛んでいく。

　慎司が、冗談でこんな話をする人じゃないのは、知っているから。

「なんで……？」

　ショックのせいか、震ふるえだした声がかすれていた。

　素直な疑問だった。

　だって、付き合い自体はうまくいっていると思っていたから、別れ話になる理由がわからない。

　私が素直じゃなかったり勝気だったりするせいで、ケンカみたいになることもたまにあったけれど、それでも別れを意識するようなものではなかったはずだ。

　少なくとも私はそう思ってきた。来月には一緒に旅行に行く予定だって立てていたし、うまくいっているはずだったのに……それがなんで。

　見つめる先で、顔をしかめたままの慎司が理由を告げる。

　先月できたばかりのショッピングモールは賑わっていて、そこら中からいろんな会話が聞こえてくるのに、慎司の声がハッキリと聞こえた。

「ちとせが悪いわけじゃないんだ。もちろん、朋絵ちゃんが悪いわけでもない。全部俺が悪い」

『朋絵ちゃんが悪いわけでもない』

　その言葉を聞いて、さっき漠然と感じた胸騒ぎを思い出した。

『嘘うそでしょ……？』という思いが、頭の中をグルグルと回る。

　だって……まさか……。

「彼女のいとことなんて、男として最低だと思って、ずっと黙ってたけど……。もう限界だ。もう、ちとせとは付き合えない。ごめん」

「……朋絵を好きだってこと？」

　無意識にこぼれた言葉に、自分でも驚いた。そんな、まさかって。

　でも、私の言葉を肯定するみたいに瞳を揺らし、眉まゆをひそめた慎司にもっと驚く。

「ごめん、ちとせ……」

「朋絵を、好きだってこと？」

　確認するように強い口調で聞いた私に、慎司がためらったあと、黙って頷うなずく。

　その姿に、脳みそが海岸の砂みたいに、サラサラと波に飲まれるような感覚がした。冷たい水でもかぶったような衝撃があった。頭の中が真っ白になっていく。

　ぼんやりとした視界の中、慎司が苦しそうに顔を歪めているのが見えて……力ない笑みが落ちた。

「私より先に、傷ついた顔するのやめて」

　慎司がバッと顔を上げ、「ごめん」と謝るのを聞き終わる前に言う。

「彼女のいとこに乗り換えるなんて男として最低だから、私と我が慢まんして付き合ってたってことだよね……。本当は、さっさと私から朋絵に乗り換えたかったのに」

　言葉をひとつ言うごとに、胸が切り裂さかれていくみたいだった。

　でもここで黙ってしまったら、もうなにも言えなくなってしまう気がして、必死に口を開いた。

「でも、朋絵がほかの男の隣にいるのを目まの当たりにして、ついに我慢できなくなったから、このタイミングで別れを切り出したってこと？」

　静かに尋ねた私に、慎司はなにかを言おうとしたけれど、結局なにも言わずに口を閉じた。

　――肯定だ。

　真っ白になった頭の中に、悲しさだとか悔しさ、情けなさ、いろんな感情が渦巻いていって……制御不能になる直前の警告音が響いていた。

　さっきまであんなに賑やかだったはずなのに、周りの音が聞こえなくなり……気が遠くなる。

「ちーちゃん、ごめん、私……っ」

「……もういい」

　謝りながら腕に触れてきた朋絵の手を静かに払い、慎司と朋絵、ふたりに背中を向ける。

　……見ていられなかった。

「もう、いいから。付き合うなり、なんなりして」

「ちとせ……」

「早くどっか行って。もう見ていたくない」

　一刻も早く視界から消えてほしかった。不快だとかそういう理由だけじゃなくて、このままだと、すぐにでもしゃがみ込んじゃいそうだったから。

　私が強がって立っていられるうちに、早く。

　そんな思いが伝わったのか、それとも言葉通りに受け取ったのか。

　しばらくすると、この場から去っていく足音が聞こえてきた。一歩、また一歩遠ざかっていく足音に、できたばかりの傷がえぐられるみたいだった。

『どっか行って』『もう見ていたくない』なんて、勝手なことを言ったのは私のほうなのに、離れていってしまう慎司の姿を思うと、引き止めたい衝動に駆られる。

『なんで？』とか、『いつからなのか』とか……『私にもう気持ちは残っていないのか』だとか。『本当にたった少しも残っていないのか』……とか。

　聞きたいことはたくさんあったけれど、慎司の顔を思い出すとなにも聞けなかった。

　二年も付き合ったんだから、慎司はきっと、私の言葉がただの強がりだってこともわかっている。

　そのうえで、私を放って朋絵と立ち去ろうとしているのだから……つまりはそういうことだ。

　慎司は軽率に別れ話をするような人でも、本来だったら傷ついた私を放っておける人でもない。電車やバスに乗れば、必ずといっていいほど席を譲ろうとするし、横断歩道を渡り切れなそうなお年寄りがいれば、走り寄って手助けする。

　私も目につけば手を貸すことはあるけれど、慎司の気づく頻度は、常に困っている人を探しているのかなって思うほどだった。

　いつだったか、『お人よし』と呆あきれたら『自分でもそう思う』と柔らかく笑っていて……その顔を思い出すと、胸の底がズクンと重たくなった。

　そんな、他人にどこまでも優しい慎司が、慰なぐさめることもなくただ謝って離れていったのだから、もう終わりなんだ、と感情的になった私にもわかった。

　言葉通り、痛感した。

　溢あふれ出る感情や涙をこらえるために食くいしばっていた奥歯を、やっと解放する。はぁと息を吐き出し、呼吸が震えていることに気づいた。

　正確な時間はわからないけど、ずいぶん長い間立ち尽くしていた気がする。きっと、慎司と朋絵も、もう私が見えない場所まで離れたはずだ。

　ぼんやりとそんなことを考えた次の瞬間には、その場にしゃがみ込んでいた。

　休日のショッピングモールには人が溢れていて、うずくまっている私を邪魔そうに何人もの人が避さけていく。

　こんな人ひと気けのある場所でしゃがみ込んでしまうなんて、大人としてどうかと思う。せめてトイレに行くとか、どこかに避よけるとかして、場所を移そうと思った。

　……だけど、動けなくて。

　ふいに、慎司の『泣いてもいいよ』という声が思い出され、ギュッと唇を引き結ぶ。私が意地っ張りだって知っている慎司は、いつも私の表情から疲れやつらさを見つけ、そう言ってくれた。

　泣きたくたって、そんなことを言われちゃえば素直になれなくて『別に平気』と嘘をつく私に、慎司はいつも〝仕方ないな〟って顔をして……。でも、情をたっぷり浮かべた笑みを向けてくれた。

　私や周りの人には、そうやって気づいて優しくできるのに、自分のことに関してはどこまでもダメで、体調だってよく崩すし、すぐ無理をする。

　青白い顔をしているくせに『大丈夫だよ』って、私に気を遣う彼の笑顔を思い出す。

　いつでも、まず微笑む人だった。

　その優しい笑みに、私はずっと救われてきたのに……好きだったのに。

　――もう、隣にはいられないんだ。

　一度溢れだした涙が堰せきを切ったようにこぼれ続けるし、受け止め切れない事実が上から重くのしかかるから、立ち上がることさえできない。ただ、人目もはばからず泣くこと以外、なにもできなかった。

　胸まで伸ばした髪が、涙を隠すみたいに顔の横で揺れていた。




　結構長い時間、そうしていたはずだ。

　これだけ目立って泣いていれば、誰かひとりくらい通行人が気にして声をかけてきてもいいものなのに。もの珍しそうにジロジロ遠目には見るのに、誰ひとりとして近寄ってくる人はいなかった。

　別に『どうしたの？』なんて聞かれても答えに困るし、私だって第三者としてこの場に遭遇したら、声をかけたりはしない。第一、同情されたいわけでもないから、むしろ放っておいてくれるのは助かるけれど。

　それにしたって冷たい世の中だな、なんてどこかで冷静に思いながら、まだ熱を持つ目元や鼻を、ハンカチでグジグジと拭ふいていた時。

　後ろから声をかけられた。

「やっと落ち着いた？」

　……やっと落ち着いた？

　まるで私が泣いていたのをずっと見ていたように言うその人を、ゆっくりと振り返る。そして、涙で滲にじむ視界に映った人物に、自然と顔が歪んでいた。

「眞木、隼人……」

　私の後ろで、まるでヤンキーみたいな座り方をしている眞木隼人が「腹減らない？」と普通の顔で聞く。

「えっ、いつからいたの？　まさかずっと……？」

「まぁ、ずっと」

「ずっと……!?　なんで!?」

　パニックになりながら、そう聞き返してハッとする。

　――そうだ。

　慎司と朋絵がああなったってことは、眞木隼人もあぶれたことになる。つまり、この人もフラれたんだ……。

　恋愛に全く興味がないって噂されている眞木隼人が、せっかく付き合う気になったのに、目の前でほかの男に連れ去られてしまうなんて……不ふ憫びんで同情してしまう。こんなモデル並みに整った容姿を持っていながら、フラれてしまうなんて。

　自分だって同じ立場だけど、眞木隼人のほうが恋愛に苦労してなさそうなイメージがある分、より気の毒に思えた。

　じっと見つめていると、眞木隼人は無表情のまま「なんだよ」と尋ねる。

　フラれたのに毅き然ぜんとしているのが余計に胸に痛く感じて、また涙がじわっと浮かんだ。今は他人のために泣いている場合じゃないけれど、あんまりに思えてしまって。

「いいよ、無理しなくて。私なんて、こんな人目のたくさんある場所で泣いてたんだから。今、眞木隼人が泣きだしたところで、変な人がひとり増えたなって思われるくらいだし」

　善意からだったのに、眞木隼人は迷惑そうに顔をしかめた。

「なんで俺が泣くんだよ」

　わけがわからなそうに言われ、「傷ついたからでしょ」と答えると、彼の眉間にますますシワが寄る。

「俺が？　なんで？」

「『なんで？』って……だって朋絵と付き合ってたんでしょ？　それなのに目の前で裏切られたんだから、傷つくに決まってるじゃない」

　キョトンとしながら言うと、眞木隼人は少し黙ったあと、「別に」と答えた。

「俺、なんとなく付き合ってただけで、木き原はらのことが好きだったわけじゃないし」

「なんとなく……？」

「そんな驚くことでもないだろ。それくらいの気持ちで付き合ってるヤツなんか、その辺にゴロゴロいるだろうし。そんなことより、飯行きたいんだけど」

　どうでもよさそうに言われて、絶句したあと「そんなことよりって……」と呆れる。

　私にしてみたら、お昼ご飯のほうが〝そんなこと〟だ。

「今の状況、わかって言ってる？」

「お互い恋人に捨てられたんだろ？」

　不思議そうな顔で言われる。なにを当たり前のこと聞いてんだ、って感じで。

　お互いフラれたってわかってて、なんですぐにご飯なんて言いだせるんだろう……。

　声には出さなかったはずなのに、表情から呆れ果てているのが伝わったのか、眞木隼人は少し面倒臭そうに続ける。

「告白されてなんとなく付き合ってただけだし、気持ちも情もなんにもないから。俺は痛くもかゆくもないし、裏切られたところで飯も余裕で食える」

「……最低」

　今度は声に出してしまった。

「は？　最低なのはあいつらだろ。決まった相手がいながら、陰でコソコソ付き合ってたんだから」

　気に入らなそうに片眉を上げられ、すぐに言い返す。

「それは真剣に付き合っていて、今これ以上ないくらい傷ついてる私が言えることで、なんとなく付き合ってた眞木隼人が言えることじゃないと思う」

「立場的には一緒だろ。俺もお前も」

「一緒じゃないっ」

　思わず声を荒らげた私を、眞木隼人は顔を歪めて見ていた。

　でも、怖さはなにも感じなかった。溢れる思いがたくさんありすぎて。

「朋絵の口グセを知ってる？　焦あせった時についするクセとか、寝る時どういう体勢で寝るかとか、寒がりなのか暑がりなのか、とか知ってる？」

　黙った眞木隼人の答えを待たずに続けた。感情的になってしまっていて、止められない。

「私は知ってるっ。慎司が左向きじゃないと眠れないことも、女の私よりも寒がりなことも、ケンカして私が悪くても、すぐ『ごめん』って謝っちゃうことも……全部知ってるんだから！　社会人になってから、必死にパソコンのブラインドタッチを覚えたことだって、人に気を遣いすぎることだって！」

　最後に放った「慎司のことならなんでも知ってるんだから、一緒にしないで」という言葉が震えたのは、収まったはずの涙がまた溢れたからだ。

　強引に止めようと目元をごしごしこすっていたけれど、頬ほおを伝う涙が止まる様子はなくて……うつむいたまま、私と同じようにしゃがみ込んでいる眞木隼人に、八つ当たりみたいに繰り返した。

「最低。慎司も朋絵も、眞木隼人も……最低」

　そんなことをだらだらと言っているだけの私に、眞木隼人はため息をつきながら「はいはい」と適当に相槌を打っていた。

　悪態つかれているのに、全く気にもとめていないような顔が、軽くあしらわれているようでまた頭にくる。

　眞木隼人が私の八つ当たりを軽く受け流す、っていうのを数度繰り返したところで、昂たかぶっていた感情も徐々に熱が冷め始める。

　と、同時に……なんだか申し訳ない気持ちになってきた。

　朋絵と適当に付き合っていた眞木隼人の行動は、私基準では最低だけど、私がなにか迷惑をかけられたわけじゃない。どう付き合おうが自由だ。

　それなのに、関係ない私に文句ばかり言われて、挙句こんな風に泣かれて……。彼にとっては迷惑極まりない話だ。

　本当に感情なしに付き合っていたなら、朋絵に裏切られたことよりも、付き合ってもいない私なんかに泣かれて文句を並べられている今のほうが、よっぽど苦痛かもしれない。

「……どっか行っていいよ。一緒にいたら、周りの人に眞木隼人に泣かされたと思われるでしょ」

　散々泣いておいて、今さらかもしれないけれど。

　これ以上迷惑をかけるのもどうかと思い、申し訳なくなりながら視線だけ少し上げて、目を合わせる。

　眞木隼人は、無表情のまま私を見ていた。

「周りに俺がお前を泣かしてるって思われたところで、なにか問題あるか？」

「問題あるっていうか……嫌でしょ、なんか」

「俺、そういうの気にならないし。だから、俺のことは気にしないで泣いてても……ああ、でもあと二、三分が限度だけど。お前の泣き顔嫌いじゃないけど、いい加減、見てるだけじゃ暇だから」

　表情を全く変えずに言った眞木隼人を、ポカンとして眺める。

　冷たいだとかドライだとか、そういう系の噂はよく耳にしていたけれど……。

「あと二分五十秒」

　なんだか不思議な人だなという印象が、この日、私のデータに加わった。










失恋と迷子




　無事三分以内に、涙を拭いて立ち上がった私を確認してから、眞木隼人も「じゃあ飯行くか」と立ち上がる。

　一五五センチの私をすんなりと追い抜いた身長は、男にしても結構高めだと思う。一七〇台後半から一八〇センチはありそうだ。

　無意識に、慎司よりも少し高いだろうか、と比べようとしてやめる。

　せっかく立ち上がったのに、歩きだせなくなるのはごめんだ。

「この中に人気のラーメン屋があるから。昼時過ぎたし、少しは空すいてるかもな」

　スタスタと歩き始める眞木隼人に、慌ててその後ろについて歩く。エレベーターで一階まで下りたところで、突つき当たりのショップの時計を確認すると、十三時四〇分を指していた。

「ねぇ、さっきから『飯』『飯』言ってるけど、私行かないから」

　背中に向かって言うと、しかめっ面の眞木隼人が顔半分振り向く。

「は？　俺にあれだけ泣きやむの待たせておいて？」

「そんなの勝手に待ってたんじゃない」

「たとえ勝手に待ってたとしても、それに対してお礼か謝罪くらいするべきだろ。お前は結果的に言えば、優しくしてもらったんだから」

　……なんだろう。

　言ってることは、それほど間違っているとは思わないけど、なんとなく素直に受け入れられない。

「優しさが押しつけがましい……」

「優しさに押すも引くもないだろ」

　ボソッと呟いたような言葉にすぐ返されて、顔を引きつらせながら「お礼か謝罪ってなに？」と聞くと、「だから飯」と即答された。

　そういえば、ラーメンがどうのって言っていたかもしれない。

「ラーメンを奢おごれってことね」

　優しさの押し売りは、八百円もするのか。

　強面の人がする訪問販売みたいだな。さっきモデルでやっていけそうとか思ったけれど、訪問販売のほうが向いているかもしれない。

　主婦層を相手に布ふ団とんとか売れば、顔だけでノルマ達成できそうだし、無愛想で少し怖そうなオーラを利用すれば、顔で落ちなかった客も脅せるし。

　製造管理グループで現場をまとめるよりも、合っているんじゃないかと呆れながら考えていると、また歩きだした眞木隼人が口を開く。

「別に奢れとは言ってない。ただお前と食べてみたかっただけで」

「……さっきから思ってたんだけど、お前とか呼ばないで。上から言われてる気分になる」

　追いついて隣を歩きながら見上げると、眞木隼人の視線が私に落ちた。

「じゃあ、佐野ちとせ」

　真顔で言われ、「フルネームやめてよ」と口を尖らせると「お前もだろ」とツッコまれる。

「その前に、多分俺のほうが先輩なのに敬語も使わないし、どうなってんだよ」

「え、ああ……そうだっけ？　何年目の何歳？」

「四年目の二十六」と言われ、あ、先輩だ、と気づく。

「お前は？」

「三年目の二十四……。そっか、先輩なのか。普段、仕事で関わったことないからあんまりそういう感じがしなかったけど、確かにそうだ……すね」

　強引に敬語にした結果、変な語尾になった私に、眞木隼人は我慢できなかったのか、顔を逸そらせてから笑いを吐き出す。

　眞木隼人も笑うのか……と当たり前のことに思わず感心していると、まだ笑っている瞳が私を見た。

　その表情は本当に楽しそうで、いつもの仏頂面よりも幼く見えて……その意外性に、不覚にもほんの少しドキッとしてしまった。

　〝ギャップ〟ってやつだろうか。

「『だすね』ってなんだよ」

「そっちが急に敬語使えなんて言うから、変になっちゃったんですよ」

「いいよもう。散々タメ口利いてて、今さらだし」

「あ、そう？　じゃあ」

　仕事で関わらないならタメ口でも問題ないか、と判断して甘えることにする。どうせラーメン食べる間だけだし。

「ただフルネームはやめろ。連呼されると、うっとうしい」

「じゃあ、眞木」

「〝さん〟もなしか」とまた少し呆れて笑ってから、眞木も私を「佐野」と呼び捨てにした。

　いい大人の男女が、知り合ったばかりだっていうのに、名字呼び捨てし合うってなんだかおかしいけれど、まぁいいか。

　そう思いながら歩き続けて……十分経ったところで疑問が浮かんだ。

「ねぇ、どこに向かってるの？　ここさっきも通ったよね。……まさかだけど、迷ってる？」

　もともといた三階から一階に下りてきたところまではスムーズだったのに、そこからはたださまよっているだけに思える。ここはどう見てもさっき時計を確認したショップだし……どこのラーメン屋に向かっているのかわからないけど、二度も同じ場所を通るのはおかしい。

　いくら〝県内一の広さが自慢〟っていっても、たかが三階建てのショッピングモールだ。初めて行く店で場所がわからないっていうならまだしも、さっきの眞木の口ぶりからすると何度か行ってるみたいだから、まさか迷うとは思えないけど……。

　失礼だとは思いながらも聞くと、眞木は私を見ることはしないで眉間にわずかにシワを寄せた。

　まさかの肯定だ。

「え……そうなの？　今、迷子なの？　この建物内にあるラーメン屋さんに行きたいだけなのに？」

「うるせーな。苦手なんだよ、こういう同じような店ばっかが並ぶ場所が」

「でも位置関係くらいわかるでしょ。飲食店ってどこもまとまってるし。それに、何回か来たんでしょ？」

　首を傾げた私に、歩き続ける眞木は「……二回」とボソッと答える。

　もう完全に迷子なのがわかっているだけに、バツが悪そうにする眞木が拗すねている子供みたいに思えて、笑ってしまった。

　それから、「確か一階だった」っていう眞木の証言を信じて、一階の飲食店の集まる場所まで案内すると、眞木が店の看板を見つけてようやく入店に成功する。

　時計を確認したショップから、本来なら二分程度で辿り着ける場所なのに、その十倍は歩き回っていた。おかげで、混み合う時間帯を完全に過ぎていて、すんなりとカウンター席に案内してもらうことができた。

　店のおすすめだっていう、野菜がたっぷりと乗った、太ふと麺めんの味み噌そラーメンをふたつ頼んだところで、隣に座る眞木を見て笑う。

　人気のラーメン店らしいけど、今の店内にはパラパラとお客さんがいるだけだった。

　食べるのに邪魔にならないようにと、バッグの中からシュシュを取り出し、耳の下で軽くひとつにまとめる。

「まさか方向音痴だとは思わなかった」

「方向音痴じゃない。ただ、こういう建物の中にいるとわからなくなるだけだし。入口が何ヵ所もある場所って方向感覚狂うだろ」

「そう？　私はわかるけど……。あ、もしかして、どの入口から入ってきたか忘れちゃうタイプ？」

　黙秘する眞木に、ああ図星かと思いながら、顔がニヤつかないように耐えていると、眞木がこちらを向く。

　こっそり笑ったことがバレたのかと内心ギクッとしていると、まるで観察でもするようにじっと見つめてくる眞木と目が合う。

「……無言で睨にらまれると、気になるんだけど」

「さっきあれだけ泣いてたのに、化粧って落ちないもんなんだな」

　意外な指摘を受けて、苦笑いを浮かべる。

　カウンターの向こうにある調理場では、ジュウジュウと野菜を炒いためている音がしていた。

　お水を運んできてくれた店員さんに軽く会え釈しゃくしてから、眞木を見る。

「そんなところ見てたの？　一応マスカラはウォータープルーフのだし、そんな簡単には落ちないでしょ。第一、号泣したわけでもな――」

「号泣だったろ。あれはどう見ても」と、私の言葉を遮った眞木が続ける。

「つーか佐野、その前に化粧薄いよな」

「薄い……まぁ厚いほうじゃないけど……なに？　さっきから。メイクに興味あるの？」

　こちらをジロジロ見たまま、会話を進める眞木に耐え切れなくなり、顔をしかめる。

「興味はないけど、俺の周りにいたのは化粧濃い女ばっかだったから、佐野の手を抜いた化粧が新鮮だっただけ」

　……目、逸らしてよ。

　人と目を合わせないで話すっていうのが失礼なのは知ってるけど……こんな穴が開くほど相手を見ながらの会話も、結構失礼なんじゃないのと、苦笑いが漏れた。

　だけど、失礼なのが視線だけじゃなくセリフもだってことに、遅れて気づいてハッとする。

『手を抜いた化粧』ってなんだ。

「眞木に言い寄る人が、特別厚化粧なだけでしょ。私は標準レベルで、手を抜いてるわけじゃないし、大体そういうの口にすること自体、かなり失礼だし」

　ひと呼吸で言い、水を飲む。

　メイクに手を抜いていると言われただけで、口調を強めるのもどうかと思うけれど。

　フラれたばかりなだけに、女の子らしく着飾ったりしないところも慎司に捨てられた要因のひとつだったのかもしれないと思ってしまって、うっかり語尾が強まってしまった。

　眞木は、『女心なんてわからないし、知りたくもない』って感じに見受けられるし、ほかのことに関してもおそらくそうなんだろう。

　勝手な憶測ではあるけど、鈍感で無神経そうだなと、今日ここに至るまでの経緯からも感じていた。

　だから、今のだって、嫌味じゃなく思ったことをそのまま口に出しちゃっただけだろうっていうのはわかるし、だったらそこまで気にする必要なかったのに……と少しのバツの悪さを感じていると、眞木が言う。

「そんな怒ることでもないだろ。別にさっきの男は、化粧がどうのって理由で木原を選んだわけじゃないだろうし」

　水を飲みながら言われ、驚く。だって……鈍感だと思っていた眞木から、私の思考を読んだような発言が出たから。

　周りのこと全般に鈍そうだし、恋愛関係なんか殊更そうだろうと思っていたのに。

「三坂だっけ。あいつもどっかの部署にいたよな」

　出てきた慎司の名前にうつむき、水の入ったコップを両手でいじりながら答える。

「……営業グループ。よく知ってるね。仕事では関わらないのに」

「顔見たことあるくらいだけど」

「ふぅん」と呟いた私に、眞木が聞く。

「今そんな顔したり、さっきあれだけ泣いたりするくらいなら、〝別れたくない〟ってすがればよかっただろ。なんですんなり別れを受け入れたんだよ」

　少しこの人のことを誤解していたかもしれない、とここにきて思う。

　噂も噂だったし、眞木自身を見ても他人に全く興味なさそうだから、慎司と私のことをいくら目の当たりにしたからってこんな風に聞いてくるとは意外だった。第一、私の表情とか感情とかを見透かすような、洞察力に長たけているとは思わなかった。

　もしかしたら鈍感ではないのかもしれない。

「それだけいろいろ鋭いなら、近づいてくる女の子が、眞木に好意があるって気づいてるでしょ？　中には本気の子だっているのに、気のひとつも遣わないのはなんで？」

「話が別だろ。俺は軽くても本気でも、こっちの都合も考えずにガンガン気持ち押しつけてくる女が嫌だから、冷たくしてるだけだし」

「でも、朋絵の告白は受けてたじゃない。ただ単に、外見がタイプだっただけ？　朋絵、可愛いし」

　それなら話もわかるけど、と思いながら聞くと、眞木が訝いぶかしげに言う。

「別に木原が可愛いとか思ったことないけど。木原って可愛い部類？」

　本当にわからなそうに聞かれてしまい、「だと思うけど……」と答える。

「昔からモテてたし。ああ、でも、身内びいきっていうか、私の欲目もあるかもしれないけど」

「ああ、いとこか」

「そう」

　眞木はたっぷり五秒ほど黙ったあと、表情に嫌悪感を滲ませた。

「いとこに男取られたわけか……。しかし三坂も三坂だな。わざわざ佐野のいとこに乗り換えるとか――」

「もうその話やめて。……気分悪い」

　すごく気持ち悪いし……それに、つらい。

　目を伏せながら言った私を、眞木がじっと見ているのが視界の端でわかった。だけどこれ以上、この話をしたくないのは本心だったから、なにも言わずに無視していると、隣から「やめてもいいけど、その前に俺の質問に答えてないだろ」と指摘される。

　すぐにはわからずにキョトンとしてしまい……考えて、ようやく眞木の言うそれを思い出した。

『今そんな顔したり、さっきあれだけ泣いたりするくらいなら、〝別れたくない〟ってすがればよかっただろ。なんですんなり別れを受け入れたんだよ』

　答えたくなくてわざとはぐらかしたのに……そっくりそのまま戻ってきてしまって、苦笑いがこぼれた。

　そして、眞木が鈍感でも、周りに興味がないわけでもないことを確信する。

　朋絵を可愛いと思わないところとか、どんな美人に言い寄られてもうるさがっちゃうところとか、多少ずれているところはあるかもしれないけれど。

　洞察力はすごいと思う。いろいろ冷静に見ている気がする。

『なんですんなり別れを受け入れたんだよ』

　眞木の言葉に、ひとつ息をつく。

　なんで別れることを受け入れたかなんて答える義務もないし、普段の私だったら、きっとはぐらかして強がって終わりにしてた。『別にあんな男いらないし』とか、そんな言葉で意地を張って本心なんて見せないで、ひとりで泣いているところだったと思う。誰かに弱い部分を見せるのは、好きじゃないし苦手だから。

　だけど。

　眞木には、さっきあんな人混みの中でしゃがみ込んで泣いているところを、散々見られてしまっていたわけだし、もう意地を張ったところで白々しいだけだ。

　あれだけ恥ずかしく泣いていたことを、どうでもいいことみたいにスルーした眞木には、弱い部分を見せたくないだとかそんな考えももう働かず、本音がスルッと声になっていた。

「眞木も見てたでしょ。慎司が私と我慢して付き合ってたってことを、暗に認めたのを」

『彼女のいとこに乗り換えるなんて男として最低だから、私と我慢して付き合ってたってことだよね……。本当は、さっさと私から朋絵に乗り換えたかったのに』

　私が言ったことを、慎司は否定しなかった。黙って肯定した。

　あの時のことを考えると、胸が引きつったみたいに痛むから、はぁ……と静かに深呼吸する。

「ああ、覚えてるけど」

　そう言い、水の入ったコップを持った眞木に、ゆっくりと口を開いた。

「男として最低だから私と付き合ってただけで、そこに私への感情はなかったんだよ。私に悪いからとか、情が残ってるとか……慎司、そういうことは一切言わなかった。その時点で、私への気持ちはもうない、ってわかったから」

　ひとつ息を吐いてから「慎司がそんな状態なのに私がすがったって、そこからなにも始まらないから」と呟くように続けると、眞木は「それはそうかもしれないけど」と言い、水を飲む。

「でしょ。だったらすがったところで、自分がますます惨みじめになるだけだし……そんなのカッコ悪い」

　独り言みたいなトーンで言うと、眞木は少し黙ってから聞く。

「でも、佐野は三坂がまだ好きなんだろ？」

　頷かなかったのは、私のせめてもの意地だったのかもしれない。眞木にじゃなく、慎司への意地だ。

　好きだなんて、もう持っていても仕方ない感情だし、簡単に認めるのもどうかと思ったし……なにより、あんな裏切り方されたのにまだ好きだなんて、口にはできなかった。頷いてしまったら、余計に惨めになる気がしたから。

　黙って目を伏せた私を眞木はしばらく見ていたけれど、途中で諦あきらめたようで、私から視線を外したのが視界の隅でわかった。

「まぁ、好きじゃなきゃ、あんなに泣かないか」

「……そういうのは、口に出さないで」

「でも察したから」

「察しても言わないでよ。……もう、眞木って鈍感だと思ったからご飯付き合ったのに……。こんな傷えぐるみたいに詰問されるって知ってたら、ついてこなかった」

　そうぶつぶつ文句を言いながらため息をつくと、眞木が心外そうに目元を歪める。

「詰問？　俺がいつ、つらくなるほど問いつめたんだよ」

「今の心境で慎司とのこと聞かれるとか、それだけで精神的に詰問なの。言い方がどうって問題じゃなくて」

　私はもう一度ため息をついたあと、眞木に視線を移した。

「私とラーメン食べたいとか、どういうつもりで言ったの？」

　眞木は表情ひとつ変えずに、淡々と答える。

「別に、ただそう思ったから。佐野、聞き流してたから、まさか覚えてるとは思わなかったけど」

「別に、眞木が深い意味で誘ったとは思ってないよ。どうせ、ひとりで食べたい気分じゃなかったとか、ひとりじゃお店に辿り着けないからとか、そういう理由だろうってわかってるし」

「店に辿り着けないわけないだろ」

　巨大迷路並みに迷っておいて、どの口が言うんだ……。

「まぁ、そういうことにしておいてもいいけど。ただ私が言いたかったのは、『お前と食べたいと思った』とか、そういう言い方は変な期待をさせるからよくない、ってことだけ。モテるんだから、もっと自覚しなよ」

「でも佐野は期待しなかっただろ」

　すぐさま返されて、口を尖らせる。そんなの結果論だ。

「私は眞木って恋愛感情とかなさそうだなって思ってたし、タイミングもあんなだったからたまたま期待しなかっただけで、眞木に興味持ってる人ならあり得るよ」

「でも佐野は期待しなかったんだから、それでいいだろ」

「だからっ」

「それと、俺はひとりじゃこの店に辿り着けないわけじゃない」

　会話の中で、こんなにも力のこもった〝だから〟を登場させたのは、これが初めてかもしれない。

　なんていうか、眞木は聞き分けのない子供みたいで、私の言い分をちっともわかってくれようとしない。

　そんなに鈍感じゃなさそうだから、もしかしたらわかったうえで反論しているだけかもしれないけれど……それにしたって、大人の男の取る態度とは思えない。

　いい歳した大人が、こんな風に聞き分けなく駄々をこねているところなんて、初めて見た。若干……自分に似ているように思えて、私も傍はたから見たらこんななんだろうか……と不安になった時。

「お待たせしましたー！」と威勢のいい声と一緒に、ラーメンがゴトンと目の前に置かれた。

　香ばしい香りが白い湯気とともに立ち上がってきて、さっきまで微み塵じんもなかった食欲が身体の奥から湧いてくるのがわかった。

　おいしいと評判のラーメンを前に、お腹がぐぅと反応する。失恋したばかりでラーメンとか、本当だったらあり得ないはずなのに。

「食えば」

　湯気を立てるラーメンをじっと見つめていると、隣から言われる。

　見れば、眞木が割り箸ばしを差し出していた。

「言われなくても食べる。あーあ。せっかく精神的ダメージから、三日くらい絶食になって、体重減るはずだったのに」

　ぶつぶつ言って割り箸を受け取ってから、ぱちんとふたつに割る。

「佐野、太ってないのに？　太ってない女ほど、体重気にするよな。女の七不思議」

「でも、痩やせてもいないし」

　標準体型ではあっても、痩せたら嬉しいし、太らないように食事に少し気をつけるのは、女子なら誰でもしていることだと思う。

「まぁ、でも確かに痩せたら嬉しいとか、キレイになれる気がするっていう気持ちは、男にはわからないかもね」

　最後に「特に眞木みたいな、もてはやされる外見を持ってる人には」とつけ足してから、「いただきます」と手を合わせる。

　店のおすすめだけあって、そのおいしさはいつもインスタントラーメンの私には衝撃的だった。

　思わず「おいしい……」と漏らすと、隣で眞木が自慢げに笑った。

「そうだろ」

『別に眞木が作ったわけじゃないのに』と思いながらも、その顔はまるで子供みたいで思わず笑ってしまう。

　本当にこの人、いろいろ子供みたいだ。図ずう体たいは大きいくせに。

「女の七不思議って、ほかになにかあるの？」

『さっきそんなこと言っていたなぁ』と思い、食べながら聞くと、眞木も箸を進めながら答える。

「群れる。庇かばい合う。話の終着点が見えない」

　眞木が言いたいことはなんとなく理解できて、ふっと笑ってしまう。

「群れるのは、男よりはそういう人が多いだけだよ。ひとりでいられる人も結構いるし。ああでも、私はひとりで外食できないけど。それも人によるし、ひとり焼肉とか行けちゃう人だっているよ」

「やたら庇い合うのは？　あと、褒ほめ合う気持ち悪い感じの会話とかよく聞く。『今日のリップ可愛い』だとか、『そっちこそ可愛いシュシュ』だとか、そういう感じのやつ。そもそも、シュシュってなに？」

「髪結ぶふわふわした感じのゴムのこと。あ、ほら、私が今――」

　つけてる感じのやつ。

　今は左耳の辺りで髪をひとつに束ねているから、それを見せようと指で指し示そうとしたら……。

　それより先に左に座っている眞木の手が伸びてきて、シュシュに触れた。

　光沢のあるシャンパンゴールドのそれは、大きめで端がレース状になっていて、少し前に買った物だ。お気に入りでよく使っている。

　あまり凝こった髪型をしない私には、これをつけるだけでなんとなく華やかになるから、気に入っているのだけど……。

「へぇ、これのことか。そういえば会社の女もやたらつけてる気がする」

　そう言いながらシュシュを触る眞木の指が、耳に当たってくすぐったい。耳の周りっていろいろ過敏だし……そのうえ、眞木がそんな難しい顔をしながら優しい手つきで触れたりするから、だんだん恥ずかしくなってくる。

　興味深そうにシュシュに注がれる視線を受けて、いたたまれない。

「もういいでしょ」と手を払うと、不思議そうにされたから、口を尖らせる。

「耳の辺りってくすぐったいし。その前に、女の髪を平気で触るとかダメだからね」

「ああ、さっき言ってたみたいに、期待がどうのって理由で？　でも佐野は期待しないんだから、いいってなっただろ」

「だからって、なんでもしていいわけじゃないでしょ。髪触るとか、私だったら好きな人にしかしてほしくないし、眞木だってそういうタイプなんじゃないの？」

　わからないけど。

　眞木は人付き合いとか苦手そうだし、他人と群れたりするのだって、さっきの話からすると嫌いそうだし。そう考えると、髪に限らず、自分から触るなんてあまりしなそうだ。

　なのに、今は自然に触ってきてたけど……好奇心が湧くと、我慢できずに従ってしまうとか、そういうことなのかな。子供みたいに。

　そんな風に考えていると、眞木は「確かにそうだな」と答えた。

「俺、潔癖症だから、性別問わずほかのヤツの髪とか触りたくないし、触る意味がわからない」

「え、潔癖症なの？　そのわりには、今私が嫌がるまで触ってたじゃない。しかも食事中に」

　指摘すると、眞木は少し考えたあと、少しだけ驚いたような顔をした。今気づいた、とでも言いたそうな顔だ。

「言われてみれば、そうだな」

「『言われてみれば』って……それ、潔癖症じゃないんじゃない？」

　呆れて笑ってから、ラーメンと向き合う。ラーメン屋に入っておきながら、悠長に話なんかしている場合じゃなかった。伸びちゃったらもったいないし、その前に食べ切らないと、せっかくのおいしいラーメンが台無しだ。

　そう思いながら箸で麺を持ち上げていると、眞木が言う。

「いや、正しょう真しん正しょう銘めいの潔癖症。電車の吊つり革とかも、できれば持ちたくないし。他人が汚いとまで思ってるわけでもないけど、すすんで触ろうとは思わない。でも、佐野の髪は触ってもなんとも思わなかった」

　麺を箸先で持ち上げたまま隣を見た私に、眞木がふわっと微笑む。

「俺、佐野は大丈夫みたいだ。涙でぐしゃぐしゃになった顔見ても、汚いとか思わなかったし」

「……汚いとか、他人の顔見て浮かべる感想じゃないからね」

「ああ、言い方が悪かった」

「悪すぎでしょ……。引っぱたかれてもいいレベルの侮辱だったよ」

　引きつった笑みを浮かべると、眞木は代わりの言葉を探しているのか、また少し黙って。それから、私に視線を向ける。

「佐野の泣き顔は可愛いと思った」




　佐野ちとせ、二十四歳。大卒で入社して三年目。

　今日、二年付き合った彼氏に、目の前で裏切られました。










狭い世界




　どんなに真剣に恋愛していたってダメになる時はある。

　それは仕方のないことで、誰かが責められるものではないのかもしれない。付き合っていたどちらか一方が悪い、なんてことは言えないんだろう。

　私たちの場合、慎司が心変わりしてしまったわけだけど、それは、私にだってなかったとは言い切れない。あのまま慎司と付き合い続けていたら、もしかしたら私がそっちの立場になって、裏切る可能性だってあったかもしれないし。

　朋絵にしたって、好きになった人がたまたま私の彼氏だったってだけだ。だから、仕方ないんだ。

　……なんて、気持ちを落ち着かせるために考えてもみたけれど。

　まぁ、私だったらほかの人が気になった時点で、慎司との付き合いは解消するけど。間違ってもあんな風に裏切らないけど。と、すぐに怒りが湧き上がってしまって、ため息をついた。

　怒りっていっても、〝誰に〟とか特定の人にはらわたが煮え繰り返っているわけじゃない。ただなんとなく、〝ショック〟っていうカテゴリーだけには納まり切らない感情が、窮屈な心の中で暴れ回って、イライラしちゃっているだけで。

　これも慎司の心変わり同様、本人にだって止められないのだから、仕方ない。

　一連のことを頭で整理しようとしても、なんでよりによって朋絵と……と、根本的なところに考えが巻き戻ってしまい、深いため息を落とした。

　いとこだからどうのって言うつもりはない。傷心真っ只中だからか、身近な分、慎司と朋絵がって考えると、少し気持ち悪いなという思いは失礼ながらあるけれど。

　ただ、親族同士の集まりの時、どういう顔をすればいいのか全くわからない。

　――そう、例えば今みたいに。




　ショッピングモールでのことがあってから、一週間が経った日曜日。

「しかしちとせちゃん、キレイになったねー。子供の頃は男の子に交ざって遊んでばかりだったから、どうなることかと思ってたけど。ほら、親戚で集まっても、ちとせちゃんはいつも男の子のグループで盛り上がってたから」

　隣に座る叔お父じさんに明るい笑顔を向けられて、はは、と愛想笑いを返す。さっきみんなとの会話の中で、『五十代に片足突っ込んじゃったよー』と自じ嘲ちょう笑いを浮かべていた叔父さんの目尻には、笑いジワが二本寄っていた。

　今日はおばあちゃんの八十歳のお祝いだ。

　おばあちゃんの家に集まった親戚は二十人弱。二十畳はあるんじゃないかってくらい広い座敷で、三台のローテーブルを並べたいびつな食卓を囲んでいる。

　今は、料理が出てくるのを待っている状態で、キッチンでは母親たち女性陣がバタバタと忙しそうに動いている。

　父方のおばあちゃんには、父のほかに娘がひとりいる。それが朋絵のお母さんだから、この会には当然ながらおばあちゃんの孫である朋絵も出席している。

　二十人もいるから、彼女とさすがに席は離れている。

　少し感じが悪いかな……とは思うものの、目を合わせる気にはなれなかった。

　私の隣に座っている叔父さんは、朋絵のお父さんだ。

　ひとり娘の朋絵に、赤ちゃんの頃からずっと目尻を下げっぱなしの正真正銘の……なんていうんだろう。〝シスコン〟なんかにちなんで、ドーター・コンプレックス、略して〝ドタコン〟とでも言うんだろうか。

　叔父さんの名誉のために言っておくと、あくまで娘への愛情であって、おかしな度を超えてしまっているわけではないけれど。

「朋絵は小さい頃から女の子らしかったから、そのまま育った感じだけど、ちとせちゃんは昔の男の子っぽさがある分、ギャップで驚くなぁ」

「朋絵は昔から変わらないもんね。ずっと〝女の子〟って感じで」

　タイミング的にあまり広げたくない話題だけど、叔父さん相手には、朋絵の話を出しておくのが一番だってことも知ってるから、適当に話を合わせる。

「そうだなぁ。この頃はグッと女らしさが増してきた感じがするから、心配が絶えないよ。彼氏でもできたんじゃないかって」

　ギクッと胸が音をたて、一時停止した私に叔父さんが続ける。

「まぁ、朋絵もそういう年齢だし、誰もいないのもおかしいとは思うんだが……ちとせちゃん、なにか知ってる？　同じ会社だし、話が出たりするだろ？」

「んー、社内ではあまり話さないし。もともと、朋絵と恋愛話とかしないから。……あ、私ちょっとキッチン行って、なにか手伝えることないか聞いてくるから」

　話が嫌な方向に行き始めたので、適当に笑みを浮かべながら足早にその場を去る。

　朋絵と恋愛話をしないのは本当だけど、今はよーく知っているだけに、うまく嘘をつける自信がなかった。

　叔父さんの過保護ぶりから、朋絵が恋愛関係のことを親に話しているとは思えないから、私がでしゃばって話しても、あとあと問題になりそうだし。〝知らぬ存ぜぬ〟で通したほうが、よさそうだと判断する。

　しかし、叔父さんも叔父さんだ。こんなタイミングで、よりによって私に朋絵の恋愛事情を聞いてくるなんて。

　なにも知らない叔父さんに、心の中で勝手な八つ当たりをしながら、キッチンには向かわずに、居間から離れた縁側に腰を下ろした。

　料理要員は、うちのお母さんと朋絵のお母さんがいる。私がいたらかえって邪魔なだけだろうし、ご飯が来るまで少し時間を潰してから戻ったほうが賢明だ。居間にいても、暇を持て余した叔父さんやほかの親戚に、話のネタとしていろいろ聞かれることになりそうだし……朋絵もいるし。

　私もだけど、朋絵もきっと気まずいに違いないから、離れられる時は離れていたほうがお互いのためだ。

　しかし、いとこ同士でもいろいろ面倒なんだから、これが姉妹で彼氏の取り合いとかになったら、もう壮絶なんだろうなぁ。

　そんなことを考えていると、ふと眞木の顔が頭に浮かんだ。

　先週ラーメンを食べたあと、なんとなくほかの店をぶらぶらしていて、その時眞木が言っていたことを思い出したからだ。

『女の子に結構言い寄られてるって話、本当なんでしょ？　実際すごいの？』っていう私の質問に、眞木は苦笑いを浮かべて頷いた。

『正直えげつなかった。あれは女が苦手になっても、仕方ないレベルだった』って。

　話を聞くと、とにかくところかまわずな感じが図々しくて、かなり頭にきていたらしい。中には姉妹で争うように話しかけてくる人もいて、目の前で姉妹ゲンカが勃発したこともあったとかで。

　私が朋絵と顔を合わせるのは、会社とこういった親戚の集まりくらいだけど、姉妹だったら家でもだし、大変だろうなぁと考えただけで嫌になる。

　そこまでして自分のものにしたいって魅力が、眞木にはあるってことなのかもしれないけど……姉妹でなんて、現実世界であり得るんだなぁと感心してしまった。

　でも、えげつないとまで表現されちゃうような女の戦いを、目の当たりにしていたってなると、冷たく接する眞木の気持ちもわかるかもしれない。

　そんな事情を知るまでは、『女が嫌いなのかな』とか、『よっぽど俺様なんだろうか』とか、『鼻にかけてるんじゃないか』とかいろいろ思ったりもしたけれど。

　眞木がそんな態度になるのは、むしろ周りの女性たちが問題だったってことなのか。

　先週話した感じだと、確かに俺様気質だったし、自分勝手さを感じたけど、社内で噂されてるほど無愛想ってわけでもなかったし、嫌なヤツでもなかった気がする。

　人付き合いが下へ手たで、感情がすぐに顔に出ちゃうから、態度が悪いなんて噂が立つのかもしれない。

　それも半分以上は、アピールしたのに全く相手にされなかった、女性社員の恨みだと思うけど。きっと眞木は告白に対してもあの調子で、感情を包み隠さずに迷惑だとか言っちゃうんだろうから、それを根に持っている人も多そうだ。

　初めて会話して一週間で、眞木のなにがわかるのかって言われればそれまでだけど、裏表のない人に思えるから。

　多分、少しワガママな、子供がそのまま大人になったような人だ。だからこそ、いろいろストレートに口に出してしまうんだろう。『いとこに男取られたわけか』とかの、爆弾発言を。

　はぁ、とため息を落としてから、なかなか食事が運ばれてこないから本当に手伝うか、と立ち上がる。でも、縁側を離れてキッチンの前まで来たところで、中から聞こえてきた会話に足を止めた。

「本当に朋絵ちゃんは気が利くわねー。うちのちとせとは大違い」

　どうやら朋絵が手伝っているらしいと判断して、キッチンに入るのはやめる。

　縁側からじゃなくても、部屋同士が繋つながっているから、そっちからキッチンに入ったんだろう。

　うちの母親の声に続いて聞こえてきたのは、朋絵のお母さんの声だった。

「でも、ちとせちゃんは要領がいいし、手際もいいじゃない。朋絵はおっとりしてるから、てきぱきなんでもこなせるちとせちゃんが羨うらやましいわ」

「そんなことないわよ。あの子は確かに口先はてきぱきしてるけど、家事だとかは全くだし。もういい歳なんだから、料理くらいはできないと結婚も難しいと思うのに、言っても手伝いもしないのよー。その点、朋絵ちゃんと結婚する人は幸せよね。家事全般できるもの」

　キッチンの中から聞こえてくる会話は、母親同士がお互いの子供を褒め合うっていう、至って普通の会話だ。

　ほかの家庭でこういう話が繰り広げられているのかは知らないけれど、親戚同士の集まりがあるたびに、こういう会話を聞かされてきたから、私を全然ダメだと言う母親の言葉を聞いても、今さらなにかを感じて卑屈になったりはしない。

　小さい頃は、『私よりも朋絵が好きなのか』とか、そんなことを考えて落ち込んだりもしたけれど、社会人になった今は、愛情のある悪口かそうじゃないかをそれなりにわかっているつもりだ。

　でも……なんていうか。タイミングが悪いって言葉に尽きる。

　なんで、慎司が私をフッて朋絵を選んだタイミングで、私に結婚は難しいだとか、朋絵と結婚する人が幸せだとかを聞かされなくちゃならないんだろう。勝手に聞いたのは私だし、悪気がないのをわかっていても傷心の身にはかなりこたえる。

　はぁ、と今日何度目かわからない大きなため息で、鬱うつ々うつとした気持ちを吐き出してから、気を取り直してみんなの集まる部屋に足を向ける。

　ご飯を食べ終えれば、この回もお開きだ。だから乗り切ろう。

　そんなことを思いながら、重い足を引きずるようにして部屋に戻った。










叶わない願い




　慎司と別れてから、よかったことがひとつだけある。それは、ほかの社員に私たちの交際を秘密にしていたこと。

　社内恋愛が禁止されているわけではないし、細心の注意を払って秘密にしていたわけではないけれど、聞かれてもはぐらかしていた。付き合っている人はいると明かしても、相手はぼやかす感じで、もちろん社内恋愛だとも言っていない。

　それは慎司も同じだったみたいだし、今までに慎司と私の関係が噂になったこともないから、社内の人は誰も私たちのことを知らないはずだ。

　私は事務で慎司は営業だから、仕事上での関わりはあまりないにしても、それでも別れたうんぬんを周りが知っているのはやりにくい。秘密にしておいて正解だった。

　フラれたうえ、それを周りでヒソヒソされたら、とてもじゃないけどやっていられない。




　私たちが勤める会社は飲料メーカーで、日本中に工場があり、大手と言っていいと思う。工場によって扱う飲料は違うけれど、うちの支部が扱っている物は、お茶とコーヒーだ。

　新幹線も乗り入れる大きな駅から十五分ほど歩いた場所に、相当な広さの工場をかまえていて、そこが私の勤務先だ。ちなみに、実家暮らしの私の家からは、四駅ほどの距離になる。

　工場では容器を製造し、中に調合した飲料を入れ、出荷するまでを行っている。そして、工場と隣接して建っているのが事務系や営業がデスクを並べるオフィスで、ふたつの建物は一階の渡り廊下で繋がっている構造だ。

　工場が一階建てなのに対し、オフィスは六階建てで、最上階は工場長や役員の部屋が並んでいる。

　合わせて二百人弱の社員が働く中で、私は総務、眞木は製造管理、慎司は営業、そして朋絵は秘書と、グループは散らばっている。

　営業グループとかの、仕事も通勤もスーツの人を除いては、会社では制服が義務づけられており、それぞれ一階にある更衣室で制服に着替えてから、オフィスに向かう。

　男性社員はラフな格好で通勤する人も多いけれど、女性社員はわりときちんとした格好の人がほとんどで、私もそれにならっている。

　とはいっても、そこまで気を遣えないから、キレイめのコーディネートをいくつか決めて、そのローテーションで済すませてしまっているけれど。

　与えられている仕事内容は、慎司や朋絵はグループ名そのもので、眞木は現場に入る社員のシフトを組んだり、製造ラインの工事の発注をしたり、なにかトラブルが起きれば、現場に入って飲料を製造する機械の調整をしたりと、マルチに動いているらしい。

　この間会った時に少し話したら、『製造ラインの部品交換で、九百万の予算しかないのに、工事の見積もり取ったら二千万になってさ。もっと低コストな方法に変えたいんだけど、上司が頷かないんだよな。金が足りないんだから、別のやり方にしなきゃ、どう考えたって無理なのに』とか話していて、任されている仕事のレベルが違いすぎて、すごいなぁと思う。

　毎日、同じような仕事をこなせばいい私からしたら、眞木の請け負っている仕事は、頭も気も相当遣いそうで感心してしまった。

　私の仕事は、早い話が雑用みたいなもので、業者に出す注文書を作成したり、今現在の製造ラインの状況を、電光掲示板で全員が確認できるよう常に更新したり。

　もっと雑用っぽいもので言えば、訪問してきた取引先の方を担当部署まで案内したりもする。

　オフィスの業務時間は、八時二十分から十七時半で、総務グループは六階建ての建物の三階にある。

　すりガラスのようなパーティションでほかのグループと仕切られていて、並んでいるデスクは十三台。課長のデスク以外はまとまっていて、ふたつの島になっている。

　今日は十六時からＤラインが調整のため停止か……と、確認しながらそれをパソコンに打ち込んでいく。

　その内容を見直していると、ふいに隣からの視線に気づいた。

「なんですか？　小こ谷たに先輩」

　視線をパソコンから移しながら聞くと、小谷先輩は「え……っ」と上ずった声をあげたあと、そわそわした様子で話しだす。

「あのね、気を悪くさせちゃったらごめんね？　実は、佐野さんの噂話を聞いちゃって……本当かなって思って見てたの」

　小谷先輩は四つ上の先輩で、私に仕事の一から十までを教えてくれた人だ。仕事は丁寧だし、親切ではあるんだけど……性格はどこか頼りなくて、優柔不断な印象がある。

　仕事関係の受け答えはしっかりしているのに、それ以外のことになると急に言動が曖あい昧まいになる感じで、ボブカットの明るい茶色の髪は、人柄を表すようにふわふわとウエーブしている。

　そんな小谷先輩の趣味は社内の噂話を収集し、ああだこうだと妄想することだ。噂話を聞くたびに、『聞いた？　あれって本当かなぁ』といちいち話しかけてくるおかげで、私も社内の噂にはかなり詳しくなってしまった。

『噂話が大好き』なんて言うと、いい人には思えないけれど、目新しいものが好きな天然って感じで憎めない。人懐っこい笑顔を見ると気が抜けてしまうのは、私だけじゃないと思う。

　総務グループには、課長を含めて十三人配属されているけれど、女性社員は小谷先輩と私だけだ。

「噂ですか……？」

　適当に返事をしておこうとしたのに、キーボードを打っていた手が止まる。さすがに『佐野さんの噂話』と言われてしまえば、聞き流せない。

　慎司と別れて一週間と少し経つけど、まさか今さらそのことだろうか、と不安がよぎって思わず顔をしかめた。

　特に噂にもなっていないと安心していたところなのに、まさかのまさかだったらどうしよう。ショッピングモールで号泣しちゃっただけに、それを誰かに見られていた可能性もあるし……。

　慎司との別れを思い出し、ピシリと心に入ったヒビに気持ちが重くなりそうになりながらも、今は気を落としている場合じゃないと切り替える。

「どんな噂ですか？」と意を決して聞くと、小谷先輩は「あ。そんなたいした噂じゃないんだけどね？」と安心させるように、前置きしてから話しだす。

「なんかね、佐野さんと製造管理グループの眞木さんが、付き合ってるかもしれないとかなんとか……」

「え、眞木……さんと？」

　なんだそっちか。でもそっちはそっちでマズい。

　呼び捨てにしそうになった眞木に、慌てて〝さん〟をつけたことに、小谷先輩は気づいていないようでホッとする。

　慎司とのことも噂になったら気まずくて嫌だけど、眞木とのことが噂になっても違う意味でマズい。眞木に言い寄って玉砕した女性社員たちから集中攻撃されそうだ。

　その前に、事実じゃないのに、なんでそんな話が広まってるんだろう……。

　そう考えて、先々週のショッピングモールでの一件が頭に浮かんだ。

　号泣してたところじゃなくて、眞木とふたりで歩いていたところを見られたのかもしれない。

「ああ、そういえば、少し前にたまたま出先で会って、挨拶したことがあったんですけど、もしかしてそれがもとになって、そんな話になってるんですかね」

「あ、やっぱりね。おかしいと思ったのよー」

　小谷先輩は、そう言いながらも、残念そうな顔を隠さずに続ける。

「ほかの女子グループが眞木さんのことで騒いでるの見て、佐野さんがうるさそうにしてたの知ってるし。でも噂聞いて、もしそれが本当だったとしたら、うるさかったんじゃなくて、やきもちで嫌な顔してただけなのかなとも思って、そうしたら辻つじ褄つまが合っちゃったから……もしかしたらって」

　チラリと、まだ噂を嘘だと信じ切れていない目で見られて、苦笑いを浮かべた。

　小谷先輩的には、噂が本当だったほうが面白いんだろう。

「嫌な顔してたのは、実際うるさかったからです、多分。眞木さんに対しては、特にどういう感情もないですし。……言い寄られてばっかで大変そうだなってくらいで」

　視線をパソコンの画面に戻しながら話すと、小谷先輩が「そうだったのー。じゃあデマなのね。誰かが話してるところ見かけたら、嘘だって言っておくね」なんて明るい声で返す。

　その言葉が少し引っかかって、一拍空あけてから小谷先輩を見た。

「噂、結構広まってるんですか？」

　小谷先輩は、噂をかなり早い段階で入手していると思うから、本格的に広まるとしたらこれからだとは思うけれど。

　相手が相手だし、少し嫌な予感がした。

　小谷先輩は、「んー？」と少し考えたあと、言いにくそうな笑みを浮かべて、私の不安を後押しした。

「だって相手があの眞木さんだもの。いくら嘘だっていっても、誰かと噂になること自体、珍しいから……ちょっと結構広まっちゃってるかも」

『ちょっと結構』って、結局どっちだ、とも思うけれど。

　本当は結構広まっちゃっているけど、私に気を遣って〝ちょっと〟なんて言ったんだと判断する。

　小谷先輩の言っていることはよくわかる。眞木が誰々をフッたって噂は、嫌ってほど知っているけど、その逆はデマといえど一度もないのだから、今回の私との噂が一気に広まってもおかしくはない。それは納得できるけど……。

　しかし、その相手がなんで私なんだと肩を落として、ため息をつく。

　本当に付き合っていたのは朋絵なのに、なんでそれが噂にならずに、一時行動をともにしただけの私が、こんな目に遭わないといけないんだろう……。

　噂のスペシャリスト小谷先輩に、嘘だって言い回ってもらえば数日で落ち着くだろうか。……頼りないのは否めないけど。

「佐野さん、お昼どうする？　もし食堂なら一緒に行かない？」

「あ、すみません。私買ってきちゃったので、今日も休憩室なんです」

　謝ると、小谷先輩は「ううん。気にしないで」と微笑んだあと、「もしかしたら少しの間はそのほうが賢明かも」と言った。

　その意味がわかり、「あー……そうですね」と力なく笑う。

　うちの会社は社食を食べない場合は、食堂を利用しないのが暗黙のルールになっていて、持参のお弁当なんかがある人は、食堂と同じ二階にある、休憩室で食事をとる。

　食堂よりは休憩室のほうが小さいけれど、うちの会社の社食率は多分八十パーセント以上。外食する人もいるから、休憩室を使う人は極端に少なく、今の広さで全くもって問題はない。ギュウギュウ詰めの食堂と比べてすごく快適だ。

「じゃあねー」と手をひらひらと振り、食堂に向かった小谷先輩と別れて、休憩室に向かう。

　営業の人は難しそうだけど、総務をはじめとしたほかの部署は大体、正午から十三時の決まった時間にお昼休みを取れるから、この時間帯は食堂はごった返す。

　今までは私も社食派だったけれど、あまりに混み合うっていうのと、慎司や朋絵と顔を合わせるのもな……っていう理由で、先週から持参派になった。といっても、持ってくるのはコンビニで買った物ばかりだけど。

　入社してからずっと気づかなかったけど、休憩室って結構な穴場だと思う。五十人くらい座れるスペースがあるのに、毎回、そこで昼休みを取るのは十人やそこらだし。

　最初は、少人数だと沈黙が気になるかもとか思ったりもしたけど、慣れてしまえばなんてことない。各々食事を済ませたあとは、すぐ出ていったり、テレビを見たり、雑誌を読んだりと、好きに過ごしている。

　食堂だと人が多すぎてあまりゆっくりできないけれど、休憩室だと自由に過ごせるし、実際時間がゆっくり進んでいるような気がして、ここ数日のお昼休みは結構充実している……のだけど。

　快適なスペースなんていらないから、時間を戻せたら……と考えてしまった自分にハッとして、『少女漫画じゃないんだから』と自分でツッコむ。茶化して、バカバカしいと笑ってしまおうとしたのに、笑えなくて……唇をキュッと引き結んだ。

　まだまだ、慎司のことが吹っ切れていなくて嫌になる。

　どんなに強く願ったところで、もとになんて戻れないのに。気づけば、それを願ってしまっているなんて……本当に呆れてしまう。










いつもとは違うランチタイム




　休憩室には、食堂と同じように長いテーブルが二列あり、そこに椅子が五十脚ほど並んでいる。それ以外にある物といえば、壁掛けテレビと冷蔵庫だけで、殺風景だ。

　開放されている扉から休憩室に入ると、広い部屋には今日もまばらに人が座っていた。五人しかいないとか、本当に少ない。

　もっとお弁当を持参する人がいてもよさそうなものなのに、こんな状態なのは、社食が安いのが大きな理由だと思う。

　そばとかうどん、カレーライスなら三百円で食べられちゃうし、一汁三菜がきちんとある日替わりランチだって四百八十円だ。

　コンビニで買うお弁当どころか、もしかしたら家で作るお弁当よりも安上がりかもしれない。しかもでき立てを食べられるんだから、理由がない限り社食を食べたほうが絶対に得だ。

　そう考えると、ここにいる人たちってなんなんだろうとも思うけれど、各々事情があるのだろうと片づけておく。それに私だって、そのおかしなうちのひとりになるわけだし。

　テレビではお昼の情報番組が流れていて、それを眺めながらほかの人とは離れている適当な席に座る。そしてビニール袋の中から菓子パンと野菜ジュース、デザートに買ったプリンを取り出した。

　コンビニよりはお弁当を作ったほうが安上がりだから、母親にお願いしてみたけれど、『子供が社会人になってまで作りたくない』と思い切り断られてしまった。

　私は実家暮らしだし、朝と夜ご飯を作ってもらっていることを考えれば、母親の言うことももっともだなぁと思うけれど。だからといって、自分で作るのは到底無理だ。

　もともと料理が得意じゃないし、そのためにわざわざ早起きしようとも思えないから、多分、絶対的に向いていないんだと思う。

　だから、先週末のおばあちゃんちでの集まりで母親が言っていた、〝ちとせに結婚は向いてない〟みたいな発言は至極当たっている。

「あーあ。嫁が欲しい……」

　ポツリと女失格発言を口の中で呟きながら、メロンパンを頬張った時、目の前にドンと荷物が置かれて肩がすくんだ。

　置かれたのはお弁当箱だけど、なんでこんな空席だらけの部屋で目の前に……と、顔をしかめてお弁当の持ち主を見上げて……驚いた。

「嫁？　佐野、女だろ」

　そう聞きながら、眞木が向かいの席にドカッと座る。

　現場仕事もする眞木が作業着なのは当たり前だけど、初めて見るから新鮮だった。

『白いツナギが似合っていてカッコいい』って噂は聞いたことあるけれど……確かに背が高くがっしりした体型の眞木にはよく似合っている。

「なに呆ほうけてるんだよ」

「え、ああ……。眞木、ツナギ似合うなって思って。初めて見たから」

「そういえば、社内で会うの初めてかもな。佐野はいつも休憩室？」

「ここ一週間ちょっとはね。それまでは食堂だったけど」

　眞木は少し不思議そうにして、なんでか理由を聞こうとしたみたいだったけれど、その理由がわかったのか、「ああ、そういうことか」と呟く。

　その辺の勘かんがいいから、説明いらずで助かった。さすがに社内で慎司や朋絵のことを口にはできないから。

「で、嫁が欲しいって、なに？」

「ああ、嫁っていうか、お弁当を作ってくれる人が……眞木、それお母さん作？」

　眞木が広げたお弁当箱は大きくて、いかにも男性用ってサイズだなぁと思いながら眺めていたんだけど。その中身があまりにおいしそうだったから、会話の途中だっていうのに思わず見入ってしまった。

　そんな私に、眞木は普通に「いや、俺作」と答える。

「俺って……眞木作？」

「そう」

「えっ、朝早く起きて作ったってこと!?」

　びっくりして声が大きくなった私を見て、眞木はなににそんなに驚いているのかわからない様子で答える。

「別にそんな早くもないけど。昨日の夕飯の残りもあるし、冷凍とかもあるし」

「夕飯の残り……？　え、眞木、料理とかするの？」

　絶対にしないタイプだと思っていた……というか、男の人って基本的に料理とかしないものだと思っていただけに、衝撃が隠せない。だって、こんな節くれだった無骨な手で料理とか……想像がつかない。

　まだ驚きが収まらない私に、眞木は「普通だろ」とまるで私が大げさだと言わんばかりに笑う。

「普通なの……？　だって私にはその肉団子と……えっと、カラフルなピーマンの煮込んだようなやつとか」

「パプリカな。……お前、パプリカ知らないとか、さすがにマズいだろ」

　呆れた顔をする眞木に「違う。ちょっと瞬時に出てこなかっただけ」と否定してから続ける。

「伊だ達て巻みたいなやつとか」

「出し巻き卵。伊達巻って、正月だろ」

　いちいち訂正を入れてくる眞木に、「とにかく」と話を戻す。

「私にはそんなの作れないもん。女の私でも作れない物をさらっと作っておいて、それを普通だとか言われても、全然普通じゃないし」

「でも俺にとっては普通だし。お前、料理できないのか？　ああ、それで嫁探してたわけか」

　呆れたように笑う眞木に、ムッと口を尖らせつつも、事実なだけに言い返せない。

　そんな私を見た眞木が、また笑う。

「そんなのがコンプレックス？」

「別にそうじゃないよ。だってまだ努力もしてないし、そんな段階じゃないもの」

「でも、今不満そうな顔したから」

　表情を見られていたことに、少しのバツの悪さを感じながら、眞木をじっと見る。眞木は目を逸らさずに私を見ていて、その様子に、ラーメン屋さんでもこうだったなぁと思い出す。

　多分、きちんと話を聞く人なんだろう。

「今のはハッキリ言い当てられて、ちょっと面白くなかっただけ。よくわからないけど、コンプレックスって自分じゃどうにもできないことを言う気がするから、やればできるかもしれないのに、なにも努力してない私の料理問題は、コンプレックスとは違うでしょ」

　もう一度「よくわからないけど」とつけ足した私を眞木が、よりじっと見つめるから「なに？」と聞くと、また笑われてしまう。

　今度もまた呆れたような笑みではあるけれど、さっきみたいに百パーセントの呆れではなく、少し好意的なものが加わったように見えた。

「いや、真面目だなと思って」

　笑われた意味がわかり、ああ、そういうこと……と私も笑う。

「よく言われる。真面目でカチカチで意固地だって」

「だったら、あいつのああいう行為とか許せないだろうし、諦めもつくんじゃねーの」

『あいつのああいう行為』

　それがなにを指すのかすぐにわかって、こんな場でなんて話題を持ち出すんだとも思ったけれど。

　同時に、いろいろ配慮してくれたのもわかって、注意する気にはなれなかった。私が言ってほしくない単語は、きちんと伏せてくれている。

　眞木は自己中だとか空気が読めないだとか、そういう噂もあるけれど、つくづく噂なんてアテにならないものなんだと思い知る。

　自己中って部分は否定しないけど、空気が読めないってことはないし、きちんと状況に合わせて配慮できる人だ。

「許せないよ。あんなの、一番許せない行為だし……多分、一生許せない」

「だったら、そんな男と縁が切れてよかったんじゃねーの？　そもそも俺にはあんな男の、どこをそんなに好きだったのかもわかんねーけど」

　じっと観察するような眼差しを向けられ、目を伏せる。

　眞木の言う通りだ。私だって、友達が同じ目に遭っていたら、『逆によかったじゃない』って、絶対に言っているところだし。

　……でも。

「悪いところばかりじゃなかったんだよ」と呟くように言い、ひとつ息をつくと、「ふぅん」と返される。

　そっけない返事ではあるけど、冷たいと感じなかったのは、どうでもいいと思われているわけではないって、声のトーンでわかったからだろうか。

　眞木の言葉は、乱暴だったりぶっきらぼうだったりするけど、温度がないわけじゃない。

「普通なら許せないけど……好きってだけで、それさえも許せる気になっちゃうんだから、恋愛感情ってすごいよね。すごいっていうか、面倒臭いっていうか……。って、眞木に言ったところでわかってもらえないだろうけど」

　呟くように言いながら、食べかけのメロンパンにかぶりつくと、眞木は不思議そうに私を見た。

「なんで？　別にそれくらいわかるけど」

「え、わかるの？　いろんな人に言い寄られても、平気な顔してフッてるって話だし、この間もなんとなくで付き合ってたりしたから、あまり誰かを本気で好きになったりしなそうだなー、って思ってたんだけど……違うの？」

　首を傾げた私に、眞木が「入社してからはないけど、学生の時ならある」なんて答えるから、驚いてしまう。

「誰かを好きになったことが!?」

　意外すぎて、思わず声が大きくなってしまった私を、眞木がうるさそうに見る。

「うるせーな。普通だろ、それくらい」

「いや、普通だけど、眞木って普通じゃなさそうだったから……。へー、そうなんだ。意外」

　眞木も普通に恋愛したりするのか……と思いながら見つめていると、眞木が「普通だって言ってんだろ。なにが意外なんだよ」とうっとうしそうな顔で言うから、「だって」と笑う。

「誰かを好きになって、デレデレしてるところが想像できないもん。普段ツンツンしてるから、眞木」

「お前がどういう想像してるんだか知らないけど、誰か好きになってもデレデレなんかしない。気持ち悪いだろ、そんな男。大事にはするけど、女のワガママに付き合う必要はない」

　そんなの男じゃねぇ、とでも聞こえてきそうな顔で言った眞木に、思わず笑ってしまう。その理由を聞かれて、笑ったまま答えた。

「眞木って、案外亭主関白だなぁと思って。学生の時に付き合ってたっていう子も、大人しくて従順な子だったんじゃない？　眞木を立ててくれるような」

　私が笑ったからか、眞木は最初、しかめっ面をしていたけれど、少し考えたあと答えてくれる。こういう話が苦手なら無視してくれてもいいのに……律儀な男だ。

「そうだったかもな。佐野みたいに突っかかってこなかったし」

「私は別に突っかかってるわけじゃない。ただ、自分の意見を言ってるだけで」

「別に悪いとは言ってないだろ。考えてること話してくれたほうが、こっちもわかってやれるし。思ってること呑み込まれるほうが、結果的にきつい」

　そう言いながら割り箸でお弁当を食べ始めた眞木が、少しだけ落ち込んでいるように見えて……なんとなく、前の彼女を思っているのかもしれないなぁと感じた。

　もしかしたら眞木は、大人しくて従順な、あまり自分の意見を主張しない彼女のことをわかってあげられなくて、それが原因で別れたのかもしれない。だから、考えていることは伝えてくれたほうが……なんて言ったのかも。

　そうか……。

　眞木が本気で恋愛している姿なんて想像できなくて、別れ話をしているところなんてもっと想像できない。それでも、そんな過去があったのだと思うとやりきれない。

　しかも、眞木が言葉数少なくそれだけ言って黙ったりするから、私も下手に声がかけられない感じで。

　そんな様子から、また余計にその元カノとの過去がとても大切なものだったと伝わってくるようで、胸どころか喉のどの辺りまで痛みが込み上げてくる。

　慎司と別れてまだ二週間も経たないから、恋愛方面の話題に過敏になっているだけと言われればそうなんだけど、眞木の過去が悲しく思えてしまって。

　さよならを言われているところを自分と重ねて想像してしまって、会社だっていうのに目に涙が浮かんできてしまった。

　無神経に聞きすぎてしまったかもしれない。『きつい』とポツリとこぼされた言葉に、胸が締めつけられた。

　急に黙った私を不思議に思ったのか、眞木がこちらを見る。そして泣きだしそうな私に気づいてか、驚いた顔をした。

「普通に話してただけだろ。なんでそんな顔してるんだよ」

「別に。なんでもないから放っておいて」

　眞木に悪いことをしてしまったから、とは言えずにごまかすと、「そう見えないから聞いてるんだろ」と返され、眉をひそめる。

「とにかく、大丈夫だってば」

「目に涙ためてんのに？」

「うるさいなぁ」と不機嫌な声で言うのに、眞木はそんなのおかまいなしに「だから、理由言え」と引かないから、「もう！」と睨みつける。

「じゃあ、メロンパンアレルギーだから！」

「は？」

「涙腺がアレルギーに反応しただけ！」と声を張り上げてから、目に浮かんだ涙がこぼれないように努力しつつ、メロンパンを頬張る。

　別に理由を言ってもよかったけれど、眞木を落ち込ませてしまいそうでなんとなく嫌だった。眞木の言葉から察すれば、多分私の想像通りだろうけれど、それはあくまでも私が勝手に気づいてしまっただけだ。

　眞木にとっては大事にしまっておきたいはずの思い出を、掘り起こすことはしたくなかったから、よくわからないアレルギーだって苦しい嘘を言い通した。

　私なりの思いやりだ。……それなのに。

　最初こそ不機嫌そうに私を見ていた眞木は、そのうちにそれを崩してバカにしたような笑みを浮かべた。

「もう少しまともな嘘つけよ。メロンパンアレルギーはないだろ」

「眞木がしつこいからでしょ。そういう男、嫌われるからね」

「知りたいと思ったこと聞いて、なにが悪いんだよ。それで嫌われる意味がわかんねー」

　ふん、と鼻で笑われ、ムッとする。

　本当、眞木はああ言えばこう言うヤツだ。

「私が言いたくないって言ってることを無理やり聞き出そうとしたら、嫌われるってことくらいわかるでしょ」

「お前だってさっき、俺の過去の恋愛、無理やり聞こうとしてただろ」

「私は聞き出そうとはしなかったでしょ！　ただ、眞木が本気で恋愛したことがあるって言うから意外で、本当か聞き返しただけじゃない」

　それに、そのあとは勝手に眞木の過去の恋愛を想像しちゃって、ひとり黙り込んで涙ぐんでただけだし。だから私と眞木は違う。

　そう思い、じっと眞木を見ていると、彼はなおも「同じようなもんだろ」と言い捨てた。

「それに、お前のは興味本位だから、俺より悪い」

「ちょっと、自分のこと棚に上げないでよ。眞木も興味本位だし、同じじゃ――」

「俺は興味本位じゃない」

　ちっとも私の言い分を聞こうとしない眞木に、徐々に声量が上がってきていた時、ピシャリと言われた。

　興味本位じゃないなら、じゃあなんで？

　そう考えてから、この人もしかして興味すらないのに適当に聞いたんだろうか、と思って顔を歪めた。

　朋絵と適当に付き合っちゃうような男だし、充分あり得そうだ。ただの暇潰しの会話に、まだ傷ついて間もない私の恋愛話を持ち出すとか、どんだけだ。

　そんな風に思って笑みを引きつらせている私に、眞木が続ける。

「お前に興味はあるけど、興味本位じゃない」

　真面目な顔で言われ……キョトンとしながら聞き返す。

「……興味と興味本位ってどこが違うの？　同じようなものでしょ」

「興味本位はただ楽しんでるだけで、興味は好意的な意味合いだろ、確か」

「好意的……？」

「だから、俺はお前のこと面白がって聞いてるわけじゃなくて、心配して気にしてやってるんだろ」

　そんな曇くもりのない真面目な表情で『だろ』って言われても、ああそうなんだと素直に聞き入れることができずに戸と惑まどう。

　だって眞木が私に好意的だなんて一度も感じたことがなかったから。

　もちろん、眞木は多分、恋愛感情の好意じゃなく、友人だとか同僚としての好意って意味で言ったんだろうけど……。

　それにしたって、顔を合わせるたびに口論手前までいきそうになっている私を、好意的に思っているなんてと驚いてしまった。

「眞木って、友達いないの？」

「は？」

「女には言い寄られてばっかりで、友達関係にはなりづらいかもしれないけど、男友達ももしかして少ない？」

「多くはないほうだけど、なに？」

『なに？』って聞かれて、返答に困る。

『そんな仲良くもないのに私のこと友達だと思ってそうだから』なんてことは絶対に言えない。だって、今の会話から考えると、眞木は私を友達として気にしてくれたってことだし。

　だから「なんとなく」とだけ答えて、残り半分になったメロンパンを口に運んだ。

　だけど、ふた口目を食べたあたりからじわじわと笑みが浮かんできてしまって、それ以上食べられなくなってしまう。私なんかを友達だと思っている眞木が可愛く思えて、仕方がなくなって。

　でもそれがバレたりしたら、不機嫌全開の怒りのこもった瞳で睨まれることは確実だったから、うつむいて我慢していたけれど……目の前にいる眞木が気づかないはずもなくて。

「おい」と声をかけられながらも、顔を見せずにいると、顔を隠すように持っていたメロンパンを袋ごと奪われてしまった。

「没収」

「え、なんで？」

　思わず顔を上げると、少し眉をひそめた眞木と目が合った。面白くなさそうな顔はしているけれど、そこまで怒っている感じではなくて、とりあえずホッとする。

「アレルギーなんだろ。それなのに無理して食べてるから、泣いたり笑ったりしてんだろ。俺が処分してやる」

「メロンパンアレルギーが、この世に本当に存在してるわけないでしょ。返してよ、捨てたら怒るからね」

「誰が捨てるって言った」

　手を伸ばした私に返す素振りを見せない眞木は、そう言って私から奪ったメロンパンをひと口食べてしまう。もちろん、私の食べかけのメロンパンを、だ。

「え、潔癖症なんでしょ……？」

「この間、佐野は大丈夫だって言っただろ」

　なんでもないみたいに言われて、こっちのほうが焦ってしまう。

「髪触るのとじゃ、わけが違う……」

　正直、間接キスくらい、まぁいいかとは思う。大学の頃とか、親しい男友達ともしていたくらいだし、眞木相手に不快さも抵抗も感じないし。

　だけど、場所がマズい……。ここは会社の休憩室なんだから、誰に見られてもおかしくない。

　そう思って今まで忘れていた、空気になりつつあったほかの社員の様子をそろっと盗み見てみたけれど。

　各々、机に突っ伏して寝ていたりスマホをいじっていたりで、興味のかけらもこちらに向いてはいなかった。

　女性社員はおらず、わりと年配ぎみの男性社員のみだから、眞木にも興味を持たずにいてくれたのかもしれない。

　よかった……と胸を撫なで下ろしながら、じゃあ、まぁいいか、とも思いかけて……でも、諦めがつかずにもう一度「返して」と要求する。

　だってこのメロンパンは普通のじゃなくて――。

「このメロンパンうまいよな。決まった時期にしか出ないし、いつも売り切れてるし」

「え、知ってたの？」

「去年だかに初めて食べてうまかったから、パッケージ見てすぐわかった」

　私が食べていたのは、季節限定で発売されるレモンクリーム入りメロンパンで、眞木の言うようにレアアイテムだ。

　私だって、今朝立ち寄ったコンビニでたまたま見つけて、ホクホクした気持ちでお昼を待ち遠しく待っていたっていうのに、奪われたレアアイテムが眞木によってどんどん消費されていく。

「返してってば！　それ、最後の一個だったんだからね！」

「パン半分くらいで、うるせーな」

「人の物取っておいて、『パン半分くらい』とか、どの口が言ってんの？」

　奪い返そうと限界まで手を伸ばして、「私のお昼のメインはそれだけなんだから！」と言うと、それを避けるようにして器用にメロンパンを食べる眞木が「じゃあこれ食えば」と自分のお弁当を指す。

　正直、ひと目見た時から、かなり魅力的だとは思っていた。

　だから、思わず「えっ」と嬉しさの滲んだ声を出してしまった口を手で隠したけれど、眞木にはしっかり聞こえてしまっていたようで。

「ははっ」と珍しく爽さわやかに笑う眞木に、ますますバツが悪くなって目を逸らした。

「食えば。多分、うまいし。ちょうど半分の量だし、このパンと交換な」

「……そこまで言うなら、そうしてあげてもいいけど」

「そんな言ってねーだろ」とツッコむ眞木から、お弁当を受け取る。

　メロンパン半分とお弁当半分じゃ、量が違うし申し訳ない気もするけど、おいしそうだから遠慮なく食べさせてもらおうとして、箸を探す。……さすがに眞木の箸をそのまま使うのはマズいから。

　もう食べかけのパンをそのまま食べられちゃった時点で、眞木もその辺気にしない人なんだろうなっていうのはわかったけれど、箸そのままは、なんとなく食べかけのメロンパンより直接的な気がして。

　たいしてない周りの目も一応気にしたほうがいいし、と休憩室に置いてある割り箸を持ってきてから、「いただきます」と手を合わせた。

「俺の箸、使えばよかったのに」

「そうしようかとも思ったけど、ほかの人が見た時誤解しそうだし。眞木、そういうの一応気をつけたほうがいいよ。やたらと女性社員とかにそうしてると、相手が過敏に反応して『私のこと好きなんだ』みたいに思う人もいるかもしれないから。あと、間接キスが大丈夫な潔癖症って、だいぶ軽度だと思う」

　わかってなさそうだから注意すると、眞木は少し納得いかなそうな顔でなにかを言おうとしたけれど。

　私が「おいしい！」と驚いた声を漏らしたから気分をよくしたのか、しかめっ面を崩して笑みを浮かべた。偉そうというか、自慢げというか、効果音をつけたら〝ふふん〟って感じの。

　でも、素直に嬉しそうな笑みだから、嫌味には感じない。

「これ、煮込んでるの？　味がすごく染しみてておいしい」

「そんな長時間じゃないけどな。炒め煮っつーかそんな感じで」

　炒め煮って調理方法が本当にあるのか疑問だったけれど、それを聞いて、もし料理界における一般常識だった場合、墓穴を掘るハメになるのは必至だから黙っておく。

　張る見栄もないけれど、「炒め煮かー」と、なるほどアレねって感じに呟いてみる。

「朝から、よくそんな手間かけられるね。でも、感動的においしい」

「まぁ、料理すんのはそんなに手間に思わないし、好きなのかもな」

「男の眞木が作ったっていうのが、またなんていうか……屈辱的においしい」

　肉団子とパプリカの炒め物は、砂糖醤じょう油ゆと酢の合わせ調味料で炒め煮したあと、水溶き片栗粉でとろみをつけただとか、料理を褒められて上機嫌になった眞木が教えてはくれたけれど。

　作り方を教えてもらったところで、私には到底作れそうな物ではなかった。その前に、まず肉団子の作り方からわからないので仕方ない。買い出しに行って食材に悩むレベルだ。

　ひき肉は鶏とりでもうまいとか言ってるけど、ひき肉にそんなに種類があるなんてこと自体、初耳の私は、さっきみたいに『なるほどね』って見栄を張ることさえ忘れ、目をパチパチとしばたたかせることしかできなかった。

　出し巻き玉子も、私がかろうじて何度か作ったことのある甘いだけの玉子焼きと違って、デパ地下でいい値段で売っているお弁当に入っているような一品で。

　最初に感じていた、男に負けた……という感情は、食べ進めていくにつれてどんどんなくなっていき、食べ終わった頃には、ただ賞賛の気持ちしか残っていなかった。

　料理ができるってすごいことなんだ……とまざまざと見せつけられて、言葉もない。

「ごちそうさまでした。お弁当取ってすみません……」

「敬語やめろ。気持ち悪い」

「外見いいのに料理もできるとか、ほかの男からしたら嫌味でしかないよね。っていうか、もはや女の私からしても嫌味でしかないよ」

　はぁ、と大きく息をついてから、「つまり、それくらいおいしかったってこと」と口を尖らせた私を見て、眞木がニヤッと笑みを浮かべた。

　……よっぽど嬉しかったらしい。

『こんな風にお弁当を褒められたの初めてなのかな』と考えてから、友達が少ないという悲しい事実を思い出して、こんなことで嬉しそうに笑っちゃう眞木が、可愛く見えてしまった。

　自慢げに笑うその顔が憎たらしいほどカッコよくて、ほかの女性社員が熱を上げている理由にようやく気づく。顔がよくて高身長、定職にも就いていて料理上手とくれば、かなりの好条件なのは確かだ。

　ワガママで子供っぽい性格を、全部、可愛いのひと言で受け入れることができる懐の大きな女性からすれば、眞木は格好のターゲットになるのかもしれない。

　そういえば、秘書課の太おお田たさんが眞木を狙っているとかって噂を、小谷先輩から聞いたけど。あの人は確か眞木よりもふたつか三つ年上だし、愛想がいいから寛大そうだし、眞木に合うかもしれない。

　そんなことを考えながら、食後のプリンのフタを開ける。それを欲しそうに見る眞木に、次会ったらジュースを奢る約束をさせて、半分こして食べた。

　……まったく。潔癖症だなんて、どの口が言ったんだ。










自分勝手な優しさ




　休憩室で眞木と初めて会った日から、昼休みに彼と遭遇する機会が増えた。週の半分以上は一緒になるから、なんとなく一緒に食べるようになって。

　いつもコンビニ食の私を見かねた眞木が、どういう親切心からなのか、私にお弁当を作ってきてくれるようになったのが、二週間前のこと。『来週から月・水・金は作ってきてやるから』という、突然の上から発言が始まりだった。

　もともと眞木がお弁当を作っているのは週三くらいで、ほかは買った物で済ませているらしい。だから、眞木がお弁当を作る日は、私の分も一緒に作ってきてくれるというわけらしく……。

『そこまでしてもらう義理もないし』と何度か断ったけれど、その代わり『お前がデザートを用意すればいい』と言われて、好意に甘えてしまっている。

『ひとり分もふたり分も作る手間は変わらない』と言われても、『でも』とためらっていると。しびれを切らした眞木に、『俺が作るって言ってんだろ。ゴチャゴチャうるせぇな』と半ばキレられたけど、あの怒りっぽさはどうかと思う。

　怒りっぽいというか、自分勝手というか、素直じゃないというか。あんな押しつけみたいにしたら、せっかくの好意が台無しだ。

　ここ三週間でいろいろ話したところ、眞木も最近、休憩室デビューをしたらしい。

　理由は会社の近くに引っ越したら、通勤時間が激減して余裕ができたからだそうだけど。そもそも料理が好きなんだと思う。

　だって、私だったら絶対にギリギリまで寝ようとする。起きる時間はもとのままで、朝からせっせとお弁当作りなんて、好きじゃなきゃ、やっていられない。

　ほかに話したのは、くだらないことだけど、それでも意地の張り合いみたいになって何度か険悪な空気になったことがある。それに、お弁当代として厳選して買ってきているデザートが、どっちがいいかでケンカ寸前までいったり。

　そういうことは多分、お互いの譲らない性格が原因なんだろうけど、そんなケンカもどきなものを繰り返しながらも、眞木との時間はわりと楽しいものに感じていた。気を張らなくて済むから、リラックスできて楽しいのかもしれない。

　だからこそ、いろいろ盲目になって気づくのが遅れた……というより、忘れていたんだと思う。

　休憩室といえど、そこは社内で。そして、相手が社内でトップの人気を誇る男だということを。




「ねぇ、佐野さん。今、社内に広まってる噂知ってる？」

　隣に座る小谷先輩が話しかけてきたのは、ちょうどお昼を回った時だった。それまでもずっとそわそわしていたから、昼休みになるのを待っていたのかもしれない。

「また噂ですか」と苦笑いを返しながら、節電のためにパソコンを休止状態にする。

　本当に噂を聞くのが楽しいんだなぁ、と呆れて笑ってしまう。小さな会社じゃないから、毎週のように真新しい噂が生み出されるこの職場環境は、噂好きの小谷先輩にはもってこいかもしれない。

「佐野さんと眞木さんが一緒にランチをとるほど親密だって、すごい勢いで広まってるみたいよ」

「ああ……はい。まぁ嘘ではないです」

「え、そうなの!?　でも、この間は違うって言ってたじゃない……。それなのに、急に親しくなったの？」

　驚いて聞く小谷先輩のほかにも、私の答えに聞き耳を立てている様子の社員が、何人かいるのが視線でわかった。

　うちの課は小谷先輩と私を含めて十三人が机を並べているけれど、普段は週替わりで流れる噂にわざわざ興味を持つ人はいない。

　信しん憑ぴょう性せいなんて関係なしに、いちいち喜んで我先にと踊らされる小谷先輩と違って、ほかの人は人事系の噂以外は、〝へぇ、ふーん〟と流す程度で、気にする素振りも見せない。

　……なのに。パソコンやデスクワークをしながら、チラチラと視線を向けてくるのは、眞木のネームバリューのせいなのか。

　今まで眞木関係で立った噂といえば、誰かをこっぴどくフッただとかばかり。だから、友好的な噂は私の知る限りでは初めてだし、気になるのもわかるけど。

　普段感じない視線の束は、正直言って居心地が悪い。

「仲いいって言っても、たまに社内でお昼一緒にとるくらいですけどね」

「それでもすごいじゃない！　お昼誘って、断られた人たくさんいるんだから」

「多分、私が思ったことをなんでも口に出しちゃうから、眞木も気を遣わなくて済むんだと――」

「え。待って。佐野さんって眞木さんのこと、〝眞木〟なんて呼び捨てにしてるの？」

　目をキラキラさせる小谷先輩に聞かれ、しまった……と思いながら目を逸らす。

「まぁ……はい。流れでそういうことになったので」と歯切れ悪く答えてから、「とにかく」と小谷先輩を見た。

「私相手だと気を遣わなくて済むって話なだけです。眞木、媚こび売るような態度の人が嫌いって言ってたし」

「そうなの？　ああ、でも今まで散々モテてるから、笑顔で近づいてくるような人は、下心があるように感じて嫌だっていう理由かしら」

　自分で立てた仮説に、うんうんと頷く小谷先輩には、私よりも眞木の気持ちがわかるんだと思う。眞木ほどじゃないにしても、小谷先輩だって社内ではモテる。

　言い寄られているところを、何度か見かけているし。

　女の下心のほうが男のそれよりも単純ではなさそうだけど、どちらももとを正せば相手を自分のものにしたいってことだろうし。そういうのって、好意のない相手から向けられたら、あまりいい気がしないのは私でもわかる。

「気兼ねなく話せるからって理由で、たまにお昼一緒してるだけで、深い意味はないですよ。眞木は多分、私に対して性別は意識してなさそうですし」

　眞木は本当に、私に対して女だとかそういう意識をしていないと思う。

　私だって、慎司とのことがあってまだ時間が経っていないから、眞木に対してそんな感じではない。つまり、ふたりとも恋愛感情なんて皆無に近い。

　ただ一緒にいるのが楽しいというだけで、関係性に名前をつけるとすれば、同僚だとかそういうものになるんだと思う。

　学生時代にいた男友達に似た感じだ。

　その時は友達だと思っていたのに、ふたりきりになった途端に迫られて、ダメになってしまったけれど。引っぱたいたら、『友情に性欲が勝って……』って謝罪されたけど、一度あることは二度三度あるだろうと思って、そこから距離を置くようになってしまった。

　それからは、男友達は意識して作ってこなかったけれど……その点、眞木は違う。

　眞木がもし強い性欲の持ち主だったとしても、あれだけモテれば適度に解消できてそうだから、急に襲いかかってくることはなさそうだ。

　噂を聞く限り草食っぽいとはいえ、その辺に関しては見てるだけじゃわからないし、いくら眞木といえど、性欲がどうのなんて口に出して直接聞くわけにもいかないから、憶測だけど。

　ご飯を食べながらモテるモテないの話になった時、本人は迷惑がってはいたけれど、あれだけ言い寄られていたらタイプの人だってたまにはいるだろうし、そういう時は手を出したりもするだろうし。

　今はまだ私が恋愛関係の話題を避けたいのもあるから、そういう話はほとんどしない。でも、そのうちそんな話もしてみたいなぁとは思う。眞木の恋愛観がどんななのかは、正直興味もあるし。

　でもうっとうしがられそうだな、なんて苦笑いを浮かべていると、隣でひとりで考えていた小谷先輩が言う。

「でも、眞木さん、今まで誰とも一緒にご飯食べたりしなかったのよ」

『潔癖症だからじゃないですか』と言いかけてやめる。

　そんなこと言ったら、『潔癖症なのになんで佐野さんは平気なの、ほらやっぱり佐野さんは眞木さんにとって特別なのよ』なんてことを言われそうだから。

　それに眞木は正直、あまり潔癖症って感じでもないし、あの自己申告は今となっては本当か怪しい……と考えてると「絶対に、佐野さんのこと気に入ってると思うわ」と言われ……「はは……」と乾いた笑いを返した。

　せっかく言葉を押し込んだのに、小谷先輩が出した答えはどっちみち同じで、苦笑いしか浮かばない。

　小谷先輩発信で変な噂が立っても嫌だからと、『もしかしたら多少気に入ってはいるのかもしれないけれど、その気持ちに恋愛感情は混ざっていない』と釘くぎを刺さす。

　小谷先輩は納得いかなそうにしていたものの、すぐにその曇りを表情から消した。

「そういえばね、もうひとつ新しい噂があるの」

　ああ、それでパッと明るい顔になったのか。

　とりあえず眞木から話が逸れて、こっそり胸を撫で下ろす。

　でも、小谷先輩が楽しそうに話す噂を聞いて、ひと息ついていた胸が一瞬にして凍りついた。

「営業グループの三坂さんってわかる？　その人と秘書グループの木原さんが、付き合ってるらしいの」

　息を吸い込むより速く、胸が凍りつく。胸だけじゃない。身体全部が今ハンマーで叩たたけば砕け散るんじゃないかってくらいに、硬直してしまったみたいだった。

　ピシッとすべてが固まり、気が遠くなる。

「三坂さんのほうが、かなり熱心に口説いたみたいよ。木原さんって、いかにも女の子って感じの柔らかい雰囲気よね。男の人は木原さんみたいな人好きだろうし、熱心にっていうのも納得しちゃったわ。まぁ、噂だけどね」

　ニッコリと微笑みながら言う小谷先輩が、「そういえば佐野さん、いとこじゃなかった？」と聞く。

　聞こえてはいたけれど、ぼーっとして答えることができずにいる私に、小谷先輩がもう一度聞いてきて……ようやくハッとして現実に引き戻された。

「あ……はい。父方のいとこです」

「なにか聞いてないの？　三坂さんとのこと」

「あまり、そういう話しないので……」

「そうなの。残念～」

　本当に残念そうに肩を落とした小谷先輩に、作り笑いを返してから、席を立ってオフィスを出た。

　そして、通路を少し歩き、エレベーターにひとり乗り込む。それから、休憩室のある二階のボタンを押そうとして……持ち上げた人差し指が震えていることに気づき、グッと奥歯を噛かみしめた。

　なんとか〝２〟と〝閉〟のボタンを押したけど、その間もずっと心臓がドクドクとうるさくて……エレベーターの中でひとり、がくりとうつむく。

　私と付き合ってきた二年間、一度も噂になることはなかった。なのに、朋絵とは付き合ってすぐに噂になるなんて……比べたくはないけれど、どうしてもそこに想いの大きさみたいなものを感じてしまい、苦しくなる。

　私への想いは隠せる程度のものだったのに、朋絵へのそれはそうじゃない、って暗に言われたみたいで……ショックが隠せなかった。

　だって……私とは二年で、朋絵とは一ヵ月ちょっとだ。過ごした時間が全然違うはずなのに、なのに――。

　ポン、と明るい音がして、エレベーターの扉が開く。

　それにハッとし、『ダメだ、ダメだ』と自分に言い聞かせて一歩足を踏みだす。

　終わったことだ。いつまでもそこに執着していたって仕方ないし、朋絵と自分を比べるようなことをしたって、なんにもならないんだから。前を向かなきゃ、ダメだ。

「佐野」

　暗く深いところまで沈んでいきそうだった考えを、無理やり方向転換させ、二階の通路を歩いていた時、後ろから声をかけられた。

　振り向くと白いツナギ姿の眞木がいて……その顔を見て、なぜだかホッとする。

「眞木……」

　ガチガチに強こわ張ばっていた気持ちが一瞬にして溶かされたように、呼吸が楽になる。私にとって眞木は、意地を張らなくていい相手だからだろうか。

　隣に並んだ眞木の手には、いつもお弁当を入れているトートバッグがぶら下がっていた。

　ふたり分のお弁当を作ってくるって言った翌週、眞木がスーパーの袋なんかにお弁当を入れて持ってくるから、見かねて私があげた物だ。

　生き成なり色の無地だから、いろいろと雑な私だと絶対汚すと思って、使っていなかった物だけど、眞木にあげてから約二週間、トートバッグはキレイなままだ。

　一度聞いたら、数日ごとに洗ってるって言ってたから、その時はつくづく女子力の高い、もっと言えば、つくづく嫌味な男だなと感心してしまった。

　私なんて、いくら布でできているとはいえ、バッグを洗濯するって発想が全く湧かなかったのに。

　眞木といると、自分の女子力が底辺だとありありと思い知らされてしまうから、そこが玉にキズだ。だからこそ、いろいろとダメな私を知っている眞木の前では、どう意地を張ったって仕方ないと、素直になれるのかもしれない。

　休憩室までの廊下は、いつも通りガランとしていて人通りがなかった。会社が混雑を避けるために、食堂と休憩室を真逆の位置づけにしたから、こんな閑散とした廊下が生まれている。

　エレベーターからここまで歩いてきても、誰ともすれ違わないのだからよっぽどだ。

　ぼーっと眺めるように見ていると、眞木はそんな私をじっと見て聞く。

「変な顔してるけど、どうした？」

「どうもしてないし、変な顔もしてない」

「嘘つけ」

　変な顔だと言われて、ぷいっと顔を背そむけながら歩いていると、眞木がそれを覗のぞき込むようにして笑う。

「お前が早口に否定する時は、大抵嘘ついてる時だ」

　得意げな顔で見てくる眞木を睨んでから、また目を逸らすと、答えない私の代わりに眞木が正しい解答を口にした。

「どうせ三坂の噂のせいだろ」

　眞木には意地を張ったって仕方ないとは思ったけれど、だからってなんでもかんでも気持ちをさらけ出して素直になるのは、性格的に難しい。

　肯定する代わりに黙っていると、眞木が続ける。

「佐野がいつまでも三坂のこと引きずってんのって、木原のことを認めてないから？」

　いつまでもって、まだ一ヵ月やそこらじゃないとは思ったけれど、それよりも朋絵の名前が出てきたことに驚いて、眞木を見上げた。

「なんで？」

「木原のこと、自分と同等か、もしくはそれ以上のいい女だって認めてたら、諦めもつくだろ、普通」

　そういうものだろうか……と考えてから答える。

「そうかな……。なんか、逆な気もするけど」

「逆？」

「例えば、朋絵がすごく嫌なヤツとかだったら、そんな女に引っかかって慎司もバカだなって、スッキリ諦めもつくのかなって。そしたら、そんな慎司を好きだった自分も、バカだったんだなって笑えるのかもしれないけど……」

　朋絵はいい子だと思う。

　私がそれを認めるのは偉そうになってしまうけれど、女の私から見たって女性らしい子だ。一歩引いてくれる性格も、家事が得意なところも、同じ女として感心してしまうほどに。

「朋絵がいい子だって知ってるから、ひがみっぽく思っちゃって、いつまでも残ってる気がする」

　ああ敵かなわないなって思うからこそ、なんで自分はこうなんだろうなんて、そんなネガティブな考えが浮かんできてしまう。意地っ張りな部分が嫌になったり、勝気な性格を恨んだり。

　考えても仕方ないことを悩むのは嫌いだし、普段はそんなこと思ったりしないのに、弱っているからネガティブなことばかり思ってしまう。

「佐野でもひがんだりするんだな、意外」

　本当に意外そうに言う眞木に、苦笑いを返す。

「いとこで同い年だと、小さい頃からいろいろ比べられて育つから。嫌でも意識するよ。親族で集まればいつもそんな話になるし、朋絵のほうが……なんて、目の前でよく言われる」

　女の子らしい。おしとやか。清楚。上品。

　女性の代名詞とでも言えそうな言葉は、全部朋絵に使われて、私への言葉といえばハッキリしてるだとか、自分を持っているだとか。

　裏を返せば、『意固地で遠慮がない』とでも言えそうな言葉で表現されることが多かった。相手にしたら、ギリギリ絞り出した褒め言葉だったのかもしれない。

　朋絵を褒めた分、私のことも褒めてあげなくちゃっていう、義務感から出た言葉。

「でも、今まではそこまで気にしてなかったの。学生時代も、同じ会社に入社してからも、事あるごとにいろんな比較をされてきたけど、気にならなかった。強がってるわけじゃなくて……本当に、また言ってるのかって、それぐらいの気持ちでいたから」

　いつものことだし、もう慣れっこだった。それに、朋絵と自分を比べたところでどうにもならないし、そんなのくだらないとさえ思っていた。

　自分は自分だって、そう思えていた。つい一ヵ月前までは。

「だけど……さすがに今回、直接朋絵を選ばれちゃって、もしかしたら結構こたえたのかも。あのことがあってから、今まで親戚に言われてきた言葉が、一気に重く降りかかってきた感じ」

　――朋絵ちゃん、すっかり大人の女性って感じね。

　――家事もできるらしいじゃない。ちとせちゃんも見習わないと。

　笑って聞き流せてきた言葉が、今になって重くのしかかる。

　たまたま慎司には朋絵がよかっただけの話なんだから、気にする必要なんてない。比べる必要も、自分を卑下する必要もない。

　それをわかっていても……大きな粒となって降りかかってくる言葉の滴が、つらくてたまらない。

「比べたって仕方ないのにね」なんて笑おうとしたのに。絞り出した声が震えていた。

「やだ、なんか……喉が変……」

　そうごまかして、どうにかして笑顔を作ろうとするのに、どうやっても笑えなくて。しまいには歩くこともできなくなって、休憩室まであと十歩ほどというところで、うつむいて立ち止まってしまう。

　そんな私に気づいた眞木は、私より一歩進んだところで止まった。

　頭上から突き刺さってくる、得体の知れない矢の束に射抜かれた心から、いろんな負の感情が溢れだして抑え切れない。

　これ以上話していたら泣きだしてしまうのがわかっていたから、うつむいたまま眞木に「先に行ってて」と言ったけれど、眞木は動こうとしなかった。

　視線を足元まで落としていても、眞木が私をじっと見ているのがわかった。

「佐野」

「情けない顔してるから見ないで。空気察してどっか行って」

　ひとつ息をついてから「得意分野でしょ。空気読むの」と、吐き捨てるように言った私に眞木が近づいて……そして、私の手を取って握った。

「空気は察してるけど」

　握られた手に驚きながら、ゆっくりと視線を上げて、まっすぐに見つめてくる眞木の瞳に行きつく。真面目な、眞木の瞳に。

「佐野放ってどこにも行きたくないから、ここにいる」

「……お昼休みなくなるよ」

「別に昼抜いたくらいで死なねーだろ」

「自分勝手なくせに気を遣うとか……バカじゃないの」

　震える声で言うと、握った手に力がこもる。

「バカじゃねーよ」と呟いた眞木の顔が、涙で滲む。

　私を見て微笑む眞木がキラキラして見えたのは、涙のヴェールのせいなのか、それとも別に理由があるのか。

　人通りのない静かな廊下。右手に感じる眞木の体温。頬を流れ落ちる、涙の熱さ。

　無言で慰める眞木に、力強く握られた手をそっと握り返した。










虚像と本性




　基本的に人前で涙を流すのは嫌いだ。弱音を吐くのも、弱点をさらすのも嫌い。悔しくなるだとか、そういう具体的な理由もなく、ただ嫌だから。多分、根っから苦手なんだと思う。

　家族や友達、恋人、どんなポジションにいる人が相手でも苦手なものは苦手で、それが変わることはなかった……はずなのに。

　眞木に対しては気が緩んでしまうのは、なぜだろう。

　出会ってから一ヵ月で、もう二度も涙を見せてしまったことも、それを後悔するどころかスッキリしてしまっている自分も、不思議で仕方ない。男女関係なく、今まで誰かに甘えて慰めてもらうことなんてなかったからか、それとも別の理由があるのか。

　眞木に握られた手の温かさが、一週間経った今でもハッキリと記憶に残っている。




「ちーちゃん」

　もうすっかり日常化している眞木のお弁当をいただいて、代わりにデザートを差し出してふたりで食べて。眞木よりも先に休憩室を出て、エレベーターホールに続く通路を歩いている時に呼び止められた。

　人通りのない静かな廊下に落ちた『ちーちゃん』という声に、ギクリと心臓が音をたてる。社内でそんな呼び方をする人をひとりしか知らないから、振り向くことを少しだけ躊ちゅう躇ちょしてしまった。

　こんな風に社内で話すのなんて、初めてかもしれない。

「珍しいね。社内で会うなんて」

　振り返って言うと、朋絵がふふっと笑う。

「私もびっくりしちゃった。後ろ姿見かけて、咄とっ嗟さに呼び止めちゃったの」

　慎司とのことは誰が悪いわけでもないと思っているし、根に持っているつもりもないけれど、よく普通に話しかけられるなと少し思う。

　私が逆の立場だったら話しかけるなんて到底無理だし、むしろ咄嗟に回れ右して、朋絵の視界の届かないところに逃げ込んでいるところだ。言い方は悪いけれど、結果的に言えば、恋人を奪ったわけなんだから。

　本人にその自覚がないならまだわかるけれど、慎司が朋絵を選んで私の前からいなくなった時、朋絵は私に謝ろうとしていた。ということは、少なくとも一ヵ月前までは、朋絵は自分が悪いと思っていたってことになる。

　それなのに、気にした様子もなく話しかけてくるのは、どういった心境の変化なんだろう。

　もう時効だと片づけたのか、それとも私との間にいつまでもわだかまりが残っているのが嫌で、なんともないフリをしているのか。

　だけど、たとえ後者で、気を遣ってなんでもありませんって風に話しかけてきているとしても、まだあれから一ヵ月しか経っていないのに……と疑問に思えて仕方なかった。

「なにか用があるわけじゃないんでしょ？　私、もう戻るところだから悪いけど」

「慎司さんのこと、悪かったなって思って」

　微笑みを浮かべて「ごめんね」と謝る朋絵に、最初は空耳かと思った。そんな軽いトーンで切り出せる話ではないと思っていたから。

　考えてみれば、朋絵と恋愛の話をしたことはないし、朋絵がどんな恋愛観を持っているのか全く知らない。だけど性格は知っているつもりだったから、まさか、こんな社内の廊下で、そんな話題を持ち出せる子だとは思わなかった。

　しかも多分、そこまで悪いとは思っていない感じだ。

　借りていた本を『返すの遅れちゃった～』レベルの〝ごめん〟を笑いながら言われて、正直、イラッとする。

　自分を被害者だなんて思ってはいないけど、さすがにこれはない。

　この話題をずっと避けて過ごすのは無理だとわかっているけれど、話の仕方っていうものがあるんじゃないかって。

「……いいよ。謝らないで」

「だけど、まだ一度もちゃんと謝れてなかったから……」

「〝ちゃんと〟ってどこが？」

　キョトンとしている朋絵に続ける。

「笑いながら、そんな軽く謝るくらいならいらない。悪いけど、気分が悪くなるだけだから」

　じっと見つめて言うと、朋絵の顔が強張る。

　口調もだけど、多分私の顔つきもきつかったんだろう。驚いている様子の朋絵から目を逸らす。

　頭に血が上ってしまって、少し言いすぎたのは自分でもすぐわかったから、バツの悪さを感じながらも話を続けた。

「それに、別に朋絵が悪いとか思ってるわけでもないし、そもそも謝ってもらう必要もないし」

　目を伏せ、ひとつ息をつき、冷静さを意識する。

「正直に言えば、まだ吹っ切れてるわけじゃないけど……でも、それは私の問題で朋絵も慎司も関係ないから。態度が悪くなっちゃってごめん。ふたりは気にしないで仲良くやって」

　そう言ってなんとか笑って見せると、朋絵はなぜか驚いたような顔をして……しばらく黙ってから、違う話題を出した。

「眞木さんと噂になってるみたいね」

　眞木の名前が出て、そういえば朋絵と彼が付き合っていたことを思い出す。

　眞木は告白されて、なんとなく付き合ったって言っていたけど……朋絵はなんで彼に告白したんだろうと急に疑問が湧いた。

　眞木に聞く限り、朋絵に告白されたのは、ショッピングモールで出くわす二ヵ月ほど前だ。告白した時は眞木が好きで、二ヵ月経つうちに慎司が好きになったってことなんだろうか。

　人の気持ちが変わるのは仕方ないにしても、大人しい朋絵が告白するほど好きだった眞木から、たった二ヵ月で慎司になびいたっていうのは、無理がある気がして腑ふに落ちない。

　付き合ってすぐに眞木に幻滅したとか？と考えて黙っていた私に、朋絵が聞く。

「眞木さんと付き合ってるの？」

「まさか。社内でお昼一緒に食べるくらいだし。眞木が目立つから噂になってるみたいだけど」

「でも、すごく仲いいって聞いたよ」と、まだ疑っているような目で言われ、首を傾げた。

「まぁ気が合わなくはないけど……。なんでそんなに眞木とのことを気にするの？」

　私と眞木がうまくいけば、朋絵も遠慮なく慎司と付き合えるってことなのかとも思った。罪悪感が消えるからかなって。

　けれど、慎司とのことを軽く謝って済まそうとした朋絵の態度を見る限り、罪悪感があるわけでもなさそうだ。

　だったら、なんでだろう。

　じっと見ていると、動揺からか朋絵が目を泳がせる。

　最近、ゆっくり会うこともなかったから気がつかなかったけど……少し変わったかもしれない。ずっと、落ち着いていてふんわりした雰囲気を持っている子だと思っていたのに、今はそうは見えなかった。

　挙動不審ってほどではないにしても、少しおかしい気がする。

　目に見えて焦る様子を、どうしたんだろうと観察するように見つめながら、今度は私から質問をした。

「眞木のこと、告白するくらい好きだったんでしょ？　どうして慎司に心変わりしたの？」

　こんなこと、社内で話すべき話題じゃないのはわかっていたけれど、どうせ慎司と朋絵のことも、私と眞木のことも噂になってるんだし、と頭を切り替えた。

　それにここは休憩室に続く廊下で、幸い人通りはほぼない。清掃が入るのは夕方だし、今、誰かが通りかかったとしても、休憩室から出てきた眞木くらいだ。

　そんな風に思い、開き直った私に、朋絵は答えを迷っているのかなかなか目を合わせなかった。それでも待っていると、目を逸らしたままの朋絵がようやく口を開く。

　叱られた子供が言い訳しているような、そんな顔だった。

「顔だけでしょ、眞木さんて。だから」

　ずいぶん待った挙句にもらった答えはあまりに意外すぎて、言葉を失ってしまう。朋絵の口からそんな言葉が出たのも驚いたし、眞木がそんな評価をされてしまうことも信じられなかった。

　眞木に告白したものの、すぐにフラれた人がそう言うなら、彼の中身を知らないのだからまだわかる。

　だけど、二ヵ月付き合っていた朋絵は、一ヵ月前に初めて知り合った私の倍は、眞木のことを知っていてもおかしくない。

　眞木は確かにワガママだし、勝手で強情な部分もあるし、優しさはどこか押しつけがましいし、子供っぽいところもあるけれど。顔だけなんて評価されるのはおかしい。

　そういう性格を含めても、いいヤツなのに。

「顔だけなんてことないでしょ。料理うまいし、少しは優しいし、空気も察してくれるし……少なくとも私は一緒にいて楽しいけど」

「楽しい？」

　顔を強張らせながらそう聞き返されて、まるで間違ったことを言ってしまったような気になる。でも、大げさに言ったつもりもなかったから、「楽しいけど……」と頷いた。

　むしろ控えめに伝えたつもりだっただけに、朋絵の中でどの辺が引っかかったのかがわからなかった。

　眞木は最初こそデリカシーのない男だなと思ったけれど、別にそこまで嫌なヤツじゃないし、一緒にいれば楽しいのに。朋絵はそうじゃなかったってことだろうか。

　そんな風に思いながら見ていると、不満そうに顔を歪めたままの朋絵が聞く。

「ちーちゃんって、冷たいくらいの人がいいの？」

「なんで？」

「だって、眞木さんって冷たいでしょう？　付き合ってるのに、休日誘ってもくれないし、二ヵ月の間でデートしたのなんて二回だけだし」

　その回数はさすがに少ないかもしれない。眞木、なにしてるんだ……と思ってしまう。

「それに、会話も振ってくれないし、話しかけても興味なさそうな返答しかしないし、ニコリともしてくれないじゃない」

　まぁ確かに、眞木はわりとなんにでも興味なさそうな態度を取るかもしれない。でも、それは決して冷たいわけじゃなくて、ただ表情豊かじゃないだけであって、きちんと聞いてくれている。

　こっちが何気なく言った言葉でも、よく覚えてくれているし、体調が悪いとかも声のトーンや返事の仕方で気づいてくれる。よく見てくれているからこそ、洞察力も鋭いし、なんにでもよく気づく。

　そう説明はしたけれど、朋絵は納得がいかないようだった。

　二ヵ月付き合っていれば、そういう部分に気づいてもよさそうなものなのに、と思ったものの、それぞれの付き合い方があるしと、それ以上説明するのはやめる。

　別に眞木のよさを、どうしても朋絵にわかってほしいわけでもなかったから。顔だけなんて言われて思わず反発しちゃったけれど、どう感じようが個人の自由だ。

「いいよ、もう。私はそう思ってるってだけの話だし」

　相性もあるだろうし、相手によって性格は多少変わるっていうのもある。この人相手だとＳだけど、普段はＭとか、中学時代と高校時代では性格が変わっていたりとか。

　多重人格を演じてるわけではなく、自然とその場に合わせて多少変わるのは、ごくごく自然なことだ。

　……でも眞木に至っては、どこで誰と話そうが同じに思えてしまうけど。きっとずっとあの調子なんだろうな。

　そんな風に考えていると、「ちーちゃんって、なんでそうなの……？」と呟くような小声が聞こえてきた。

　視線を上げると、険しく顔を歪めた朋絵がいて驚く。

　いつも微笑んでいるようなイメージが強かっただけに、こんなにも不快を露あらわにしている朋絵は初めてだった。

「ほかの人になに言われても平気そうにして……いつだって自分が正しいみたいな顔して。慎司さんは、ちーちゃんを捨てて私を選んだのに、なんでそんな風に堂々としていられるの……？」

「なんでって……フラれたら堂々としてちゃダメなの？　慎司に捨てられたからって、コソコソしてなくちゃいけないって言うなら、そっちのほうがわからないけど」

　普段とはあまりに違う朋絵に戸惑いながらも、思ったことをそのまま言葉にすると、朋絵の顔がまた少しきつくなる。

　なにも考えずに、持ち前の負けん気でついつい反論してしまったけれど、朋絵の様子がおかしいのはわかっていたんだし、そのまま『はいはい』と聞き入れていたほうがよかったかもしれない。

　勝気な私がそう思うほど、今の朋絵はおかしく……不安定に見えた。

「慎司さんが私を選んだってことは、私の勝ちってことじゃない！　ちーちゃんは私に負けたのに、なんでそんな平気な顔してるの!?」

　やっぱりおかしい。いつもは穏やかで大人しい朋絵が、こんな強い口調でこんなことを言ってくるなんて、よほど情緒不安定なのかもしれない。

　そうは思ったけれど……ひどい言われ方をしているし、そのまま言われっぱなしでもいられなくて、なるべく落ち着いた声を意識しながら朋絵を見つめた。

「平気なわけじゃないよ。……でも、慎司は自分で考えて朋絵を選んだんだし、それは私がどうこうできるものじゃないから。悔しくないって言えば、嘘になるけど」

　慎司とのことを考えると、つらくなるのは確かだ。悔しいというか、悲しいに近い感情に支配されて、動けなくなりそうになる。正直に言えば、今だって。

　だって……当たり前だけど、好きだったから。

「でも、もしも恋愛に勝ち負けがあるとしたら、今回は私の負けだと思う」

　珍しく勝ち負けにこだわっている様子の朋絵にそう言うと、負けを認めた私に満足するどころか、また表情に険しさが増してしまって。

　本当にどうしたんだろうと心配になって声をかけようとした時、朋絵が背を向けた。

「ちーちゃんは自分の意思をしっかり持ってて、いつも自分の気持ちにまっすぐで、〝後悔〟なんて言葉、知らないみたいに前だけ向いて笑ってた。みんなちーちゃんのこと褒めてたけど、私はちーちゃんのそういうところがずっと嫌いだった」

『朋絵』と声をかけるより早く、朋絵がスタスタと歩きだす。

　私はといえば、朋絵の態度があまりに衝撃的だったから、すぐに動くことはできなくて。しばらく、朋絵の後ろ姿をぼんやりと眺めていた。










キスと告白は突然に




　土曜日、久しぶりに来た映画館。後ろから四列目の座席。物語が終わり、エンドロールが流れ始める。

　アップテンポの曲を聞きながら、ぼんやりと考える。

　小さい頃からずっと比べられてきた。お盆やお正月、朋絵と私のふたりが揃そろえば、どっちがどうの、こっちがどうのって。

　もちろん、周りは優劣をつけたがっているわけではなく、純粋にそれぞれのいいところを褒めてくれていただけで、悪気はなかったんだと思う。

　それでも本人たちにとっては気持ちのいいものではなく、あまり周りの意見を気にしない私でさえ、浴びせられた言葉のいくつかは頭に残っていたりする。

　これが、繊細な朋絵なら余計にだろう。

　自分が朋絵に嫌われた原因がそこにあるって言うつもりもないけれど、そんなことも朋絵がおかしくなってしまった要因のひとつかもしれない。あの時の朋絵は、明らかに変だったから。

　あんな朋絵は初めて見たけど、一体いつからバランスを崩して不安定になっていたんだろう。それとも、この間の朋絵が素なんだろうか。

　小学生までは学校も同じだったけど、中学に上がってからは、別の学区になって自然と疎遠になっていったから、それ以降の朋絵はよく知らない。

　小学校では、一緒に文房具の買い物に行ったりもしていたし、仲は悪くなかったと思うんだけど……。

　とりあえず、今、私を嫌っているのは事実だろうから、もう下手に私から関わったりしないほうがよさそうだ。いや、この間の社内での遭遇も朋絵からであって、私から近づいたわけではないんだけど。

　そう考えてから、なんであの時、朋絵は自分から話しかけてきたんだろうと不思議になる。嫌いなら放っておけばいいのに、なんでわざわざ慎司の名前を出して、謝ったりしたんだろうと。

　だけどその疑問は、あの時の一連の会話を思い出していくうちに解けていった。

　朋絵が私に、なんで捨てられたくせに平気な顔をしているんだ、って聞いたのを思い出したから。

　朋絵はきっと、謝るのが目的ではなくて、私が悔しそうにしている姿を見たかっただけなのだろう。嫌いな私の負け犬っぷりを見たかったのに、思い通りにならなかったから、あんな風に怒ったのかも。

　〝自分が勝った〟っていうのを私に認めさせて、優位に立ちたかったってことか。あくまでも私の勝手な推測だけど、間違ってはいない気がした。

　しかし、慎司に捨てられたうえ、朋絵にも嫌われるって、踏んだり蹴ったりもいいところだな。悪いことしてるつもりもないのに、うまくいかない時はつくづくうまくいかないと実感して、思わずため息が出た。

　短気は損気だってよく言うけど。勝気も損気なんだろうか……と思いながら、右隣に座っている眞木の横顔を眺める。

　映画を観ようという話になったのは、昨日のことだ。

　社内の休憩室で一緒にご飯を食べている時、映画の話になって、たまたまふたりが観たいと思っている映画が同じだと発覚して。

『それなら、カップル割で見たほうがお互い得だろ』って眞木に言われるまま、まぁ事実なんてどうでもいいんだし、それもそうかと、今日一緒に見ることにした。

　今から二時間半前、グレーのＴシャツに黒いネルシャツ、そしてジーンズという格好で現れた眞木を見て……ああ、本当に眞木と映画を見るのか、と約束しておきながら少し驚いてしまった。

　前から思っていたけど、眞木はなにか話が出ると、すぐに行動に移せる人だ。お弁当を作ってくるって話が出た翌週には、もう作ってきていたし、今日の映画だってまさかの翌日だし。

　社内の人と、今度どこか一緒に行こうみたいな話が出ても、口約束というかその場だけで終わって、なかなか実現しないことが多いから、眞木は言ったことをちゃんと守る人なんだなぁと感心する。

　本音しか言わないから、結果的にそうなるのかもしれない。

　仕事面でも、取引先の人を相手に、わりとストレートな言葉で意見を言っているみたいだし。

　先々週の金曜日だったか、訪問した業者さんを現場に案内した時、眞木を見かけた。

　新しく入れる製造ラインの工事が遅れていたらしく、工事担当者に、『遅れるなら、もっと早くスケジュールの相談してください』ってハッキリ伝えていて。

　相手の人は、『眞木の父親』と言っても納得できそうなくらいの年齢に見えたけど、物怖じしておらず、最後は、余裕の笑顔を向けていた。

　それを見て、単純にすごいなぁと思ってしまった。

　私だって、急な訪問だとか相手の遅刻で、頭にくることは多々あるけれど、それを面と向かっては言えない。

　それを、眞木はしっかりと意見していて、少し自分が情けなくなった。『気まずくなったら嫌だな……』だとか、心配しないってだけかもしれないけれど。

　あとで『あんな風に言って大丈夫だった？』と聞いたら、眞木はなんでもないことみたいに、『別に。あれは俺が任されてる仕事だから』と言ってて……正直、カッコいいと思ってしまった。

　眞木に好意を寄せている女性社員は、そういう仕事の面も見て騒いでいるのだろうか。だとしたら……悔しいけど、わからなくはない。

「なにかあったろ」

　ふいに聞かれ、ハッとする。気づけば、眞木がじっと探るように私を見ているから、笑顔を取り繕う。『なにか』って朋絵のことだろうか……と思いながら、口を開いた。

「なにが？　別になにもないよ」

「お前の早口否定は、嘘ついてる時だってこないだ言っただろ。成長しないな」

　鼻で笑われ、顔をしかめる。

　暗い館内。たまに退出しようとする人影が動く。

「言われたところで二十年以上もそのクセで来たんだから、今さらすぐには変えられないでしょ」

「隠されてるのも嫌だし、言えよ」と命令されて、「面倒臭い……」と呟くと、ギロッと見られるから首を傾げた。

「……なんでそんなに聞きたいの？」

　恋愛だろうがなんだろうが、他人の身に起こったことを、なんでも知りたがる小谷先輩ならわかるけど……眞木は自分から首を突っ込んでいくタイプでもないのに。

「まさか興味本位？」とからかうように笑うと、眞木は真顔で私を見て、「いや」とそれを否定する。

「ため込んでんじゃないか、って心配だから」

　からかった言葉に返ってきたのが、予想外に真剣なものだったから「え……」と小さな声が漏れた。

「お前、なんでもため込むだろ。三坂と木原のことだって、あいつらを責めればいいのに、ひとりで消化しようとしてるし。この間、木原に嫌いだのなんだのってイラつくようなことを一方的に言われてたくせに、俺に相談しようともしねーし」

　半分呆れているような顔で言われ、返事が少し遅れる。

「……朋絵とのこと、聞いてたの？」

　別に私が落ち込む必要がないのはわかってるけど、あの時からなんとなくテンションが戻ってこなくて、ずっと低迷している。面と向かって嫌いだなんて言われたら、誰が相手でもそうなるかもしれないけれど……。

　ただでさえ慎司にフラれていろいろ滅入ってるところだったから、タイミングが悪かった。全部を否定されたような、そんな気持ちになってしまって。

　落ち込んだままなんて嫌なのに、私の意思とは関係なしに、頭の中では慎司の〝さよなら〟と、この間の朋絵の言葉ばかりが繰り返されて、悪循環もいいところだ。

　映画のスクリーンには何十人っていう人の名前がもうすでに流れていたけれど、主題歌もこれから盛り上がるところみたいだし、まだまだ英語の羅列は続くようだった。

　私たちは後ろのほうに座っているから劇場全体が見渡せるけど、見る限り六分の一くらいの人が退席している。

　観ていたのはアクション映画だし、スッキリ終わっていたしで、エンドロールのあとにちょっとしたエピソードや、爽快感を加速させるようなサービスショットがあるとは考えにくい。

　私だって眞木がいるからなんとなく座っているだけで、ひとりだったら席を立っていたところだ。

「全部じゃないと思うけど、木原がお前に理不尽にキレてるのは見てた」

　そう答えた眞木に、ため息をつく。

　あの時確かに、通りかかるとしたら眞木だって思ってはいたけれど、まさか本当に聞かれているなんて思わなかった。カッコ悪いところ見られちゃったなと思うものの、相手は眞木だ。もう何度もそんな姿見られているし、今さらだと開き直る。

　本当に眞木には、変なところばかり見られちゃうな。

「聞いてたなら、なんでわざわざ私に聞くの。眞木の見てた通り、朋絵とのことがあって、なんとなく気落ちしてるだけ」

「なんでって、お前の口から聞かなきゃ意味ないだろ」

「は？」と、なにが違うのって感じに聞き返すと、当たり前の顔で返される。

「愚ぐ痴ちでもなんでもいいから、お前が吐き出したもんを聞きたかっただけ。大体、事実が知りたいだけなら、見てたんだしそれで充分だろ」

　説明されて、やっと眞木の真意がわかって……途端、グッと喉の奥が詰まる思いがした。眞木が決して興味本位ではなく、優しさから聞いてくれていることが痛いほど伝わってきたから。

　眞木は、事実を知っているのに、私がスッキリするために、わざわざ聞き出そうとしてくれていたんだ。

　こういうストレートなところは素直にいいなぁと思うし、心配してくれるのはありがたくもあるのだけど……。

「やめてよ、また泣かす気？」

　今たまっているものを吐き出したりしたら、きっと、この間みたいにみっともなくボロボロ泣いてしまうのは確実だ。

　だから、わざと睨むような目つきで見上げたけれど、眞木はそんな私に怯ひるむでもなく笑う。

「大歓迎だけど。お前の泣き顔、好きだって言っただろ」

「このドＳ」

「……泣かしてやろうか」

　物騒なことを言う眞木をじっと見つめ、「じゃあ、真剣に言うけど」と口を開く。

「私も言ったでしょ。そういうの、誤解する人もいるから、誰彼かまわず言うのやめたほうがいいって」

　眞木の優しさに流されるまま、うっかり泣きださないように、わざと強い口調で言い返す。

　今まで、慎司にだって泣きついたことなんてなかったし、その前に付き合った人にだって、頼ったり甘えたりってできなかった。

　なのに眞木にはどういうわけか、すぐに流されてしまう。弱い部分をさらけ出せてしまう関係が初めてだから、どう接すればいいのかわからなくなってしまって……戸惑うし、困る。

　〝友達〟の境界線がわからなくなってしまって。

　だけど、眞木がくれる優しさはそこからはみ出ているような気がしたから言うと、眞木は、またその話題か、とでも言いたそうな顔をした。

「誰彼かまわず心配して歩いてるわけじゃねーよ。俺が八方美人に見えるか？」

「八方かは知らないけど、美人ではあるよね。キレイだ、ってよく言われるでしょ？　いた……っ、なんで叩くの!?」

　上から落ちてきたチョップに驚くと、「ツッコミだろ。佐野がボケるから」と言われ、眉を寄せた。

「ボケたんじゃないよ。だってこの間も、うちの部署の男性社員が最近よくテレビ出てるモデル見て、ちょっと眞木に似てるって話してたし。別にいいじゃん。美形ってことだし、褒めてるんだから」

「男にキレイとか、不愉快以外のなんでもない。それに、俺のいない場所で自分の話されんのって気持ち悪い」

　吐き捨てるみたいに言う眞木を見て、言われてみれば確かにその通りかもしれないと思った。たとえいい噂にしたって、自分がいないところで話されているのは、あまり気分のいいものではないだろう。

　眞木は、彼に興味がある人がいっぱいいるからこそ、たくさん話題に出されるから、なおさらだ。

「そうだよね……。なんか、ごめん」

「なんでお前が謝るんだよ」

「ほら、結構眞木と私のことが噂になったりしてるでしょ？　それで先輩とかに聞かれて、眞木の話になったりするから」

　褒め言葉にしても悪口にしても、事実しか話していないつもりだけど、それも眞木にとってはあまり気持ちいいものではないんだろうな。

　そう思って謝ると、眞木はわずかに眉をひそめて私を見た。

「俺との噂、聞かれてなんて答えてんの？」

「んー、別に。友達だって適当にやり過ごしてるよ。それに、私に直接聞いてくるのは同じ部署の先輩だけで、ほかは遠巻きにヒソヒソしてるだけだし」

　小谷先輩に言うフリをして、周りの社員にも聞こえる音量で話しているから、総務グループ内では、おかしな誤解はされていないはずだ。

　眞木は、スクリーンを眺めながら「俺の周りも最近うるさいんだよな」とため息をつく。

　エンドロールが進むにつれ、徐々に空席が目立ち始める。残っているのは、もう半数くらいだ。まだ暗くはあるけれど、席を立つ人で周りがざわざわとしだしていた。

「誰も直接聞いてはこないけど、明らかにこっち見てなんか言ってたりしてて、さすがにイライラする」

「さすがにって……もとから短気じゃん」

　直後に、さっきみたいに上からチョップが落ちてきたから、両手で挟んでそれを防ぐ。だけど、うまく防御できたことに満足して、ニヤニヤしながら隣を見上げた途端、目の前に眞木の指が下りてきて、おでこをはじかれた。

「女相手に、でこピンとか信じられない！　眞木が短気なのは事実なのに」

「だから、手加減したろ」

「嘘だ！　充分痛かったもん。もう少し強かったら、貫通して後頭部に穴開いてた」

　おでこを手で押さえながら抗議すると、眞木が「そんなわけあるか」と、バカバカしいとでも言いたそうな顔をするから、口を尖らせる。

「ねぇ、これ、赤くなってない？　目立ったら恥ずかしいんだけど」

　眞木は「そんなわけあるか」と、もう一度呟くように言ってから身体を乗り出し、私のおでこを見る。

　それから不機嫌そうに、顔を歪めた。

「睨むな。気になって確認できないだろ」

「それは無理」

　眞木の無言の威圧に負けじと睨みつけていると、ため息をついた眞木が手を伸ばして私の視界を塞ふさいだ。

　左手の手のひらで私の目元を覆った眞木に、「急にびっくりするでしょ」と文句をひとつ言ってから、そのまま目を開けているのもおかしく感じて、目を閉じる。

　眞木の手のひらがひんやりしていて気持ちよくて、それを癪しゃくに思う。この頃、あまりよく眠れていないせいで、余計に気持ちいいのかもしれない。

　眞木の手に覆われてはいるけれど、隙すき間まからスクリーンの明るさが入り込んできて、瞼の裏側にチラチラと動く光が映る。

　曲調からすると、エンドロールももう終わりかもしれない。英語がわからないからか、ずいぶん長い曲に感じた。

「絶対、おでこ赤くなって――」

　口を尖らせながら、『おでこ赤くなってるでしょ』と責めようとしたけど、その途中で思わず言葉が止まった。

　それは、唇になにかが触れたからだったのだけれど……。そのなにかが、今までの経験から推測するに、誰かの唇なんじゃないかと思ってしまって、戸惑うというか驚くというか、とにかくわけがわからなくて混乱していた。

　だって、誰かの唇が当たったとして、それは今の状況から考えれば、絶対に眞木なわけで。けど、眞木が私にキスなんかする意味がわからないし、万が一、本当にキスしていたとしても、なにかバランスを崩して……とかそういう類のハプニングキスだろうけど……。

　なにかの間違いだと思ってもドキドキしてしまう。

　座ったままの状態で、一体なにがあればバランスを崩すのか。もしかしたら唇が当たったなんていうのは、視界を奪われた状態の私の先入観と勘違いであって、指先だとかそういう物がかすっただけかもしれない。

　いろんな考えがどこかの海峡の渦みたいに、頭の中をグルグル回っている私から、眞木がゆっくりと手を離す。

　その直後、館内の灯りがついて、今度は眩まぶしさが視界を奪った。眩しくて目が痛い。

　だんだんと目が慣れてきて、隣を見ると「出るか」と眞木が普通の顔と普通のトーンで言った。

「出る……か。うん」

　眞木があまりに普通だから、少し拍子抜けしながらも、頷いて席を立つ。

　やっぱりあれは私の勘違いだったのかもしれない。唇が触れたように感じたけれど、眞木の指とか服とか、そういうなにかが触れただけであって、なんでもなかったんだ。だって眞木はこんなに普通だし。

　そう思って、少し強引に自分を納得させて、混乱したままの頭を落ち着かせる。ドキドキと速度を上げていた心臓も、ようやくもとのリズムを取り戻す。

　なにはともあれ、私の勘違いでよかった、とホッとしながら、脇の通路に出て劇場の出口に向かって歩いていた時。

　数歩前を歩く、休日だっていうのになぜか制服の女子高生グループが、こっちをチラチラ見ていることに気づいた。

　眞木が美形だから噂でもしているんだろうと思いながらも、その子たちの後ろを歩いていると、女子高生五人の会話が聞こえてくる。

「モデルかな、カッコよすぎない？」

「だよね！　なんか雑誌で見たことある気がするし」

「あ、私も思ってた！　あれでしょ？　二組の本ほん田だがよく持ってきてる雑誌！」

「そうそうー。本田も身の程知らずだって、いい加減、気づけよって感じだけど。本田とあの雑誌、不釣り合いすぎるよね」

　目の前の距離で、しかもこちらを振り返りながらの会話に、さすが女子高生だなと思う。

　それから二組の本田くんをどんまいと励ましつつ、隣を歩く眞木を見上げた。

「モデルだって」と小さな声で言って笑うと、眞木は眉間に少しシワを寄せる。

　勘違いしている女子高生の会話を、面白いと思って聞いていたけれど、眞木はそうではないようだった。褒め言葉だとしても、やっぱりヒソヒソされるのは嫌らしい。相手は今をときめく女子高生なのに。

　だから、女子高生の会話が「隣にいるのって彼女かなぁ」と、眞木の容姿についての話題から逸れたのは、ありがたかったけれど……新しい話題は話題で、ちょっと気まずい。好奇の視線がいたたまれない。

「一緒に映画観に来て、ラブストーリーだったら彼女だろうけど、アクション映画だし、友達とでも観るよね」

「でも、芸能人がツーショットとか撮られて雑誌に載った時とか『友達です』とか言いながら、結局恋人じゃん」

「いや、でも友達だからこそ堂々とふたりで出かけてるのかも」

「違うよ、絶対彼女」

　なんかチラチラ振り向かれるのも、値踏みされているみたいで正直、もう嫌だ。それに隣にいる眞木の〝お前らうるさいんだよオーラ〟がすごいから、いっそのこと『違います』と会話に割り込もうかと思って、様子を窺うかがっていたけれど。

　ひとりの子が言いだした言葉に、頭が真っ白になった。

「だってさっきキスしてたし。エンドロールの終わり際、振り返った時たまたま見ちゃって」

「えーっ！」と驚いた女子高生たちの視線が、眞木と私のもとに一気に集まる。

　だけど、すぐにみんな揃ってクルリと前を向いて大人しくなったのは、眞木が険しい顔して睨んでいたからだ。

　年下の女の子を本気で睨みつけるなんて、大人の男としてどうなんだとも思うけれど、眞木は子供っぽいし、こういうヤツだから仕方ないし、今はそんなことどうでもいい。おでこの傷も、もうどうでもいい。

「待って。キスって……本当に？」

　劇場の出口を出たところで半信半疑で聞くと、眞木は少し驚いた顔をして、「本当だけど」と答えた。

　眞木を恐れてか、女子高生たちの背中はもうずいぶん遠くなっていた。

「気づかなかったのか？」

「気づいたよ！　なんか当たったなーとは思ったけど……あまりに眞木が普通だったから、指先とかかなって思って……」

「そんなわけねーだろ」

　普通わかるだろって感じに笑う眞木に、思わず「どうして？」と聞くと、眞木は少し考えたあと、「ああ、場所？」と答えた。

　もちろん場所もだけど……まずはそういう問題じゃない！

「大丈夫だろ、暗かったし」

「見られてたじゃん！　さっきの女子高生に！」

「別に見られても困るとかじゃねーし、見られたところで、もう会わないし問題ない」

「あるよ！　大体、映画館でキスするとかバカップルみたいで嫌だし……。っていうか、そうじゃなくて！　それ以前に！」

「落ち着けよ」

　混乱して会話もままならない状態の私を、眞木がなだめる。

　落ち着けないのは、眞木のせいだと責めたかったけれど、今の怒りどころはそこじゃない。動揺する気持ちを落ち着かせるよう努力してから、眞木を見た。

　私が言いたいのは、場所でも誰かに見られたことでもない。一番の問題は――。

「なんでキスしたの？」

　直球で聞いた私を見つめながら、眞木はなんてことない顔して答える。

　あくまでも普通の表情、普通のトーンの声で、なんでもないみたいに……「好きだからじゃねーの」と。

　あまりに当たり前だろって顔をするから、それに疑問を感じる私のほうがおかしいと錯覚する。それほど、眞木の告白は自然だった。

「好きだから……？」

「ああ、そういう意味じゃなくて？　じゃあ、したかったから」

「そうじゃなくて！　え……眞木って、私が好きなの……？」

　放心状態になりながら聞き返すと、眞木はなんで何度も聞くのかわからないっていう風に、私を見る。

　その眼差しがふざけているんでもなんでもないと気づいた途端、胸がドキッと跳ね上がった。いつもの真面目な瞳に、ようやく眞木の告白が本気なんだと理解し……混乱と緊張が一緒くたに襲ってくる。

　眞木が本音しか言わないのは知っている。だから、今の告白だって紛れもない真実なんだろうけど……すんなり受け入れるなんて無理だった。

　だって……眞木が私をって……本当に？

「だから、そう言ってんだろ。佐野と話すようになって結構すぐくらいから多分、好きだったんだろ」

「なに、その他人目線……」

　呆然としながら言った私に、眞木は後ろ頭をかきながら答える。

「俺も誰か好きになんのとか久しぶりだし、よくわかんなかったんだよ。でも、ほかの女には触られんのも嫌なのに、お前とは間接キスだろうが直接だろうができるし、したいとも思うし、そういうことだろ」

　淡々と説明され、混乱しながらも眞木の言葉を理解する。

　そういうこと……そういうことなのか。そう……。

「え、じゃあ、さっきのキスは、気持ちを確認するためにしたってこと？」

「確認？　まぁ、一パーくらいはそうかもしれないけど。ただ、したかっただけ」

『ただ、したかっただけ』

　そう飄ひょう々ひょうと答える眞木に、まぁもうキスのことは追及しても仕方ない、と割り切る。

　だって……一番の問題はキスじゃない。その理由だ。

　そう思い、眞木をじっと見上げた。

「好きって、愛とかそういう類の好き……？　友達のライクじゃなくて？」

　眞木が誰彼かまわずキスするとは思えないけど、一応、確認しておきたくて聞く。

　眞木は「愛？」と、ほんの少しだけ考えてから話す。

「正直、まだそこまでじゃねーけど、佐野は特別だと思ってるし、佐野がほかの男と話してたらイラッとくるレベル。もし、そいつに触られてたりしたら、そいつの前から佐野を隠したくなる」

　〝愛〟って言葉はまだ重すぎる。

　そう聞いて、その通りだなと変に納得する。今の段階で愛なんて言う男は、かなり胡う散さん臭いヤツか頭のイタイ、ロマンチストのどちらかだと思うから、眞木の言うことは納得のいくものだった。

　だからって、眞木の告白をすぐ信じるほどうぬぼれられない。だって相手はあの眞木隼人だ。社内どころか、映画館にいただけでカッコいいとか噂されるレベルの美貌の持ち主が、なんで私のことなんか……。

　自分を卑下するつもりもないけれど、眞木を前にしたらそうも思ってしまう。

「えっと……わっ」

　出入口近くで立ち止まっていたせいで、後ろから来た人にドンとぶつかられ、前によろつく。

　眞木はそんな私を抱き止めるようにしてから、肩をつかみ、じっと見下ろす。

　相変わらず視線を逸らさない眞木に、身がすくんだ。

　眞木の瞳に、今まではなかった感情がこもっている気がして……それを意識した途端、ドキドキしてしまう。

「返事しろって言ってるわけじゃねーし、俺はとりあえず今まで通りいられたら、それでいい。だからお前も変に意識して気とか遣うな」

　私が考え込んでいたのがわかったのか、眞木が言う。

　そっと肩を離した眞木を見上げ、戸惑いながら口を開いた。

「気は……遣わないけど」

「俺も今までと接し方変えるつもりもないし、それでなにも問題ないだろ。佐野が俺のこと嫌いっていうなら、話は別だけど」

　探るように見てくる眞木に「……嫌いじゃない」と答えると、柔らかく微笑まれる。

　その顔を見て、なんでもないような感じに見えるけど、眞木なりに少しは緊張していたのかもしれないと思った。

　急にキスしてきたくせに……なんか可愛いなって。

　ギャップを見せられると、ときめくとかよく耳にするけど、こういうのを言うのかと納得する。確かに、ドキッとしてしまうかもしれない。

　少し怖そうな眞木に、『嫌いじゃない』って言っただけで、嬉しさの滲んだ微笑みなんて浮かべられちゃったら、私だってまんざらでもない気になっちゃうし……ドキドキもしてしまう。

　胸が、騒がしい。

　さっきまでつかまれていた肩に、まだ熱が残っている気がして、自分でそこに触れながら言う。

「なんか……社内で人気爆発の眞木に好きだとか言われても、ちょっとすぐには信じられないし、実感湧かなくて……。だから、今まで通りでいいって言ってもらえると助かる……ます」

　眞木が緊張しながらも話してくれたなら、私も本音を言わなくちゃ。

　そう思って、戸惑いながらも素直な気持ちを言葉にしたら、語尾がおかしくなってしまった。

　それを眞木が笑って。

　子供みたいに笑う眞木に、私も思わず笑ってしまった。

　彼氏にひどい裏切り方をされた私が。その一ヵ月半後に、社内一のモテ男に告白されるんだから、人生なにがあるか本当にわからない。










見つけてしまった想い




　水曜日。八時五分。

　一階の更衣室で制服に着替えてから総務のフロアに行くと、半数ほどの社員がすでに席についていた。挨拶を済ませてから、私も席につき、パソコンを起動させる。最近、パソコンの立ち上がりが遅いなぁ……とぼんやり眺め、土曜日の眞木とのことを思い出す。

　白状すれば、眞木の好意に全く気づいていなかったわけじゃない。まさか恋愛としての好意だとは思っていなかったけど、友達としては気に入ってくれているのかなってことはなんとなく気づいていた。

　周りに対して無愛想でハッキリ言って態度の悪い眞木が、私には笑ってくれるから、それは目に見える特別で、そこに嬉しさを感じたりしていたのも事実だ。

　だけど告白されて、今まで向けられていた好意が恋愛感情としてのものだってハッキリして……疑問が浮かんだ。

　私は、恋愛対象として眞木をどう見ているんだろう、と。

　期間は短くても今まで散々ふたりでいた。だけど、その中で私が眞木を男として見たことは少なかった気がする。

　その理由としては、眞木があまりに人気だからってことと、私が失恋直後だったからってことのふたつが言える。社内で有名人の眞木とどうにかなろうなんて身の程知らずな考えは、最初から一度もなかったし。

　それに、普段だったら見せないような弱い部分も、眞木には全部さらけ出しちゃっていたから、今さら男として意識もできなかったっていうのもある。

　でも……それも、キスされるまでだけど。ハッキリと告白された挙句、キスなんてされちゃえば、意識するのが当然だ。

　しかも今週に入ってから、眞木と私の噂が勢いを増していたりするから余計に……私の中での眞木を、どういうカテゴリーに入れればいいのかが、わからないでいる。

　まぁでも、あれだけ一緒にランチをとっていれば、噂が大きくなるのは当たり前だ。休憩室にいるのは五十代の男性社員がほとんどだけど、その人たちは毎日のように私と眞木が一緒にいるところを見ているわけだし。

　年齢的にも噂だとかには興味なさそうだけど、実際のところは知らないし、そういうところからじわじわと広まっていって、今こんなことになっているのかもしれない。

　自業自得と言えばそれまでだ。

「ねぇねぇ、今ここに来る途中ですごい話聞いちゃったんだけど……」

　挨拶もなしに話しかけてきたのは、毎度のことながら小谷先輩だ。

「おはようございます」とまず挨拶をしながら隣を見ると、キャスター付きの椅子に座って、身体ごと完全に私のほうを向いている小谷先輩と目が合った。

　噂を仕入れたばかりだからか、ニコニコしていてご機嫌な様子だ。

「知ってますよ。眞木と私の噂ですよね。付き合ってるんじゃないかとかいうデマに、尾ヒレがついた感じの」

「それはもう何週間も前の話じゃない。確かに佐野さんと眞木さんのことではあるけど、それじゃないわ」

「え……っ、違う噂が流れてるんですか？　あ、やっぱり付き合ってなかった、っていう訂正の噂とか？」

　だったら今までの噂も収束するだろうから助かると思いながら聞いたけれど、返ってきた言葉は収束どころか爆発させそうな内容だった。

「ううん。違うの。眞木さんが、佐野さんとの付き合いを認めたの」

「え……」と自然と声が漏れたあと、しばらくなにも言えなかった。

　認めたって……眞木が？　なんで？

　いくつものハテナマークが頭の中をグルグル回ってから、これが噂だってことを思い出す。もとは眞木と私が付き合っているとか、事実じゃないことが平気で広まっていたわけだし、信憑性なんて皆無だ。

　噂だ、ただの。小谷先輩が大好物な、いつものやつ。タイミングがタイミングなだけに、一瞬信じかけてしまったけど。

　びっくりさせないでよ、もう。

　そんな文句を頭の中で呟きながら、ため息を落とす。

「嘘ですよ、それ」

「嘘じゃないわよ」

「いや、当人が嘘だって言ってるんだから、嘘に決まってるじゃないですか」

「私だって当人から聞いたんだもの」

　本人からって、眞木からってこと……？と、顔が強張る。

　でも……そんなはずはない。だってそんな事実はないんだから。それなのに、ちっとも引こうとしない小谷先輩を困惑しながら見ていると、先輩が続ける。

「さっき、ここに来る途中で眞木さんを見かけたの。眞木さん、勇気ある女性社員に話しかけられて迷惑そうにしてたわ」

　その光景がハッキリ目に浮かぶようで、思わず苦笑いしてしまう。

　無言の威い嚇かくで相手を黙り込ませるのは、もう眞木の特技だな。今まで、『キレイな顔が怒ると怖い』みたいな話を聞いても、誰でも怒ったら怖いだろうとか思っていたけど、眞木を見て『ああ、なるほど』と納得がいった。

　形相が怖いだとかそういう意味合いではなくて、多分、美形が怒ると迫力があるからなんだろうな。雰囲気が一瞬にして凍りつくから。

　まぁ、それに加えて眞木の態度の大きさだとか短気さやらのせいもあるのは、確かだけど。

「その女性社員が、佐野さんとの噂のこと聞いたの。『本当なんですか？』って。そしたら眞木さん、『付き合ってるけど』って、そう答えてた」

　小谷先輩が言った言葉に……さっきは思わず漏れた「え……」が、今度は声にさえならなかった。まさか、眞木本人がそんなことを言ったなんて信じられなくて。

　私が〝まさか……〟と、信じ切っていないのが空気から伝わったのか、小谷先輩が「私がこの耳で聞いたんだから、本当よ」と念を押す。

　動揺しつつも努めて冷静に考えてみたけれど、小谷先輩が嘘を言っているとは思えない。こんな嘘をついたところで、小谷先輩にはなにひとつプラスに働かないし、第一、自分から他人のデマを広めて楽しむ人じゃない。

　噂好きではあるけど、ただ単に仕入れた話題を楽しんでいるだけだ。

　ってことは……眞木が私と付き合ってるって言っていたのは、事実ってことになる。

　その結論に行き着いた途端、動揺が増して目の前の光景がクラッと揺れた気がした。

　なんで？　なんで、付き合ってるなんて嘘つくの……？　なに考えてるの？

　自分の人気をわかってるくせに、そんな眞木と付き合ってるなんて言われたあとの私の迷惑とか考えないの……？

　そんな風に考えて怒り心頭に発してから、いや、眞木は考えないかもしれない……と冷静に思う。

　気を遣えないヤツではないけれど、そこまで気は回せないかもしれない。優しいところはあるにしても、基本、自分さえよければってタイプだし……俺様だし。

「でも、あれだけしつこく聞かれたら、もう嘘でも頷きたくなっちゃうわよね。私から見てても、うっとうしかったもの。佐野さん、眞木さんとは友達だっていうし、眞木さんがあまりにかわいそうだから協力してあげたんでしょ？」

「え……？」

「だから、彼女のフリよ」と、パソコンを起動させた小谷先輩が私を見る。

「彼女がいるって言っておけば、周りが眞木さんにかまうことも減りそうじゃない？　もっと早くからそうしていればよかったのにね。そう思わない？」

　首を傾げられ……ああ、そうかと思った。

　納得いくと同時に、さーっと心が冷め切っていく。大きく打ち寄せたあとの波みたいだった。なんだ、私はただの隠れ蓑みのだとか、盾代わりなのか……と気づいた途端、一気に冷静になった。

　きっと、あまりにしつこく聞かれて頭に血が上った眞木は、どうでもよくなって〝そうだ〟って答えたんだろう。いつもの短気が発動して。

　嘘は言わないヤツだと思うけど、『嘘も方便』って言葉もあるし……そういうことだ。気持ちはわかる。あとで私に謝ればそれでいいって思っているのかもしれないし、実際、私も謝られたら『仕方ないなー』って『じゃあ、今度奢ってね』って、それぐらいで許すことだった。

　――ただし、告白される前だったら、だけど。

　考えていくにつれ、怒りがふつふつと湧き上がる。

　だって、好きだとか言ったくせに、こんなの都合のいい雨よけ扱いだ。

　キスして、好きだって言ったくせに！　好きなら普通、相手を周りから守るものじゃないの？　それを雨よけにするなんて！

　あれは……あの告白は、本当だったんじゃないの……？

　怒りに任せて座ったまま机の下を蹴り上げると、すっかり存在を忘れていた隣の小谷先輩が、ビクッと身体を飛び上がらせる。

「よ、余計なことだった……？　ごめんね？」

「あ、いえ。ちょっと足がムズムズして動かしてたら、うっかり蹴っちゃって」

「あ、なんだ、びっくりした～。佐野さんが怒って、自分を制御できなくなったのかと思っちゃった～」

　ホッとした様子の小谷先輩に、笑顔を作る。

「まさか。会社の備品ですよ。壊して弁償なんかしたくないですし」

「でも怒ってるみたいに見えたから」と言われ、首を振る。

「怒ってなんかないですよ。別に眞木が私をどう思っていようと関係ないし……」

　そう答えながら、あれ？っと疑問に思う。

『別に眞木が私をどう思っていようと関係ない』

　今言ったのは私の本音だ。本音なら、眞木が私を好きだろうが都合のいい雨よけにしていようが、どっちだっていいはずだ。

　一度好きだとは言われたけど、心変わりすることだってあるし、第一告白された時、眞木は今まで通りでいいって言ったんだから、今の関係は友達だ。そう望んだのは私なんだから、たとえ眞木が私をもう好きじゃなくたっていいはずなのに。

　――なんでこんなにもイライラしているんだろう。

　好きだって言ったくせに。女扱いしてくれていない。

　そんな不満を持つなんて、まるで私が眞木に『特別扱いしてほしい』『大事にしてほしい』って言ってるようなもんじゃない。

　まるで……眞木を好きみたいじゃない――。

　突然、気づかされた自分の気持ち。

　一過性のものなのか真実なのかはわからないけれど、とりあえず眞木が私を適当に扱うことに不満を持っているのは本当で……。

　告白されてキスまでされたのだから、気になってしまうのは当たり前かもしれないけれど、それにしたって単純すぎると、自分の感情にうろたえてしまう。それと同時に心臓がドキドキと騒ぎだすから……唇をギュッと引き結んだ。

　気持ちを整理するみたいに大きなため息をついたあと、もやもやしている頭が嫌で切り替えたくて、座った状態でデスクに頭をゴツンと打ちつけた。

　その奇行のせいか、小谷先輩はそれっきり話しかけてこなくなったからよかったけど。こんがらがった頭の中は、ちっともよくない。解く鍵かぎがわからなくて……気持ちは騒がしいままだった。










贅沢すぎる選択肢




　責めてやればいいってことはわかっていた。

『周りの女が面倒だからって、私を盾にして押しつけるな！』って。『バカ、ボケ、アホ！』って。それくらい言っても許されるはずだ。

　むしろ、いつも偉そうな眞木を責め立てる公正な理由があるんだから、ここぞとばかりにこっちが偉そうな態度を取ってやればいい。……そう思うのに。

　眞木をうっかり好きかもしれないなんて考えが、一瞬でも脳裏をよぎってしまったせいで、私の気持ちはこれでもかってほど追いつめられていた。

　別に、万が一眞木を好きだったとしても問題はない。だけどそれは、会わないならって話で、週の半分以上、眞木と一緒にランチをとっている私にとっては、大問題だ。どんな顔をして会えばいいのかがわからない。

　しかも今日がそのランチを一緒にとる水曜日とか、もう……ついてなさすぎる。

　いや、毎週毎週、おいしいお弁当を作ってきてもらっておきながら、ついてないっていうのは失礼だけれど、でもついてない。頭の整理がちっとも間に合っていない。

　集中できなくて、午前の仕事を早めに切り上げて向かった休憩室。少し緊張しながらドアを開けると、中にはまだ眞木の姿がなくてホッとする。

　もっとも、眞木はいつも私より遅いから、それを見越してさらに早めに来たんだけど。ひとりで心を落ち着かせて、眞木が来てもドスンとした気持ちでいられるように。

　いつも座る席に腰かけてから、空いている向かいの席に眞木の姿を想像してじっと見つめる。

　告白されてからも眞木はずっと普通だったんだから、今日だってなにも意識しないで噂の件を怒ってやればいいんだ。どうせ私が怒ったところで聞く耳持たずで、〝別にいいだろ〟的な言葉が返ってくるんだろうけど、それでいい。

　周りに半分ケンカみたいに思われる会話はいつものことだし、いつも通りの会話をこなすことで私も落ち着けるし。だからまず、眞木が向かいに座ったら怒るところから始めよう。

　よし！と気合いを入れて両方の拳こぶしを握りしめたところで、ドアが開いた。

　咄嗟に視線を向けると、眞木がドアを閉めるところで……バタン！とわりと大きめの音をたてて閉まったドアに、休憩室にいる数人の視線も眞木に移る。

　それから、見てはいけないものを見てしまったような顔をして、各々ゆっくりと視線を戻していった。眞木が……ものすごく不機嫌そうだったから。

　〝怒ってやる！〟

　私のその固い意志も、こんな不機嫌マックスな眞木を前に、シュワシュワと音を出してしぼんでいってしまう。

　どうしたんだろう……。このイライラっぷりは過去最高レベルかもしれない。尋常じゃない。まとっているオーラがこの世のものとは思えないほどおどろおどろしく、悪魔のように見える。目を合わせたりしたら声とか奪われそうだ。

　それぐらいの眼力と雰囲気の眞木が、私の前の椅子を引いてドカッと座る。

　〝機嫌悪い？〟なんて疑問は不必要なほど一目瞭然に気分を害している眞木に、かける言葉を探す。

「なんか……機嫌悪い？」

　だけど、こんな眞木相手になにか別の話題を振っても、それこそ地雷を踏んでしまう気がして、結局出てきたのはストレートな疑問だった。しかもかなり気を遣ったトーンの、完全なる下した手て。

　もうこうなってくると、さっきまでの怒りがどこに姿を消したのか気になるほどに。

　眞木はやっぱり面白くなさそうに頬杖をついて、二、三席離れた机の上を睨むようにしていたけれど、私の問いにゆっくりと視線をこちらに向けた。

　第三者には、〝じろ〟と〝ひぃっ〟って感じの効果音が見えたと思う。コメディ漫画かって感じのやつが。

　あまりの居心地の悪さからか、休憩室にいた数人がひとりまたひとりと静かに退室していく。せっかくの休み時間なのに、休憩室を追い出されなくちゃならないなんて気の毒だけど、私のせいじゃない。眞木のせいだ。

　でもそれを言っても眞木はきっと、『そんなんあいつらが勝手に出ていっただけで俺は関係ない』とか普通に主張するだろうっていうのが簡単に予想ついたから、そのことを注意するのはやめておく。

　本当に自己中というか……。ここまで〝俺様〟って言葉がぴったりの男を、私は三次元の世界において眞木以外知らない。

「あのさ、機嫌悪くてもいいけど、それを関係ない私にそこまであからさまにぶつけるのって、ちょっとどうかと思う」

　眞木って本当に私のことが好きなんだろうか。あれってやっぱり、聞き間違いじゃないのかな。

　そんな疑問さえ感じてしまう。

　原因が私にあるなら話も別だけど、ここまで睨まれる理由もわからないし、身に覚えもないし。八つ当たりとか勘弁してほしい。

　そう思って注意した私を、なおもじっと見たあと眞木が言う。

「原因、お前だし」

「は？　なんで私？　その前に私も言いたいことがあるんだけど。付き合ってるって噂、なんで肯定したの？　うるさくてやけになるのはわかるけど、迷惑――」

「別にやけになって肯定したわけじゃねーよ。多少ムキにはなってたけど」

　眉間にシワを寄せながら眞木と睨み合っていると、ついに休憩室に残っていた最後のひとりまで出ていってしまう。

　別にケンカをしているわけではないけれど、これじゃあほかの社員の休憩を邪魔するのに私まで加担したみたいになっちゃう。

　そう思い、強くなってきていた口調を意識して落ち着かせる。

「ムキってなんで？　なにかあったの？」

　私の口調がトーンダウンしたのに気づいたからか、眞木も同じように意識してくれたみたいで、普通の会話くらいのトーンになる。ただし、『不機嫌そう』って形容詞がいまだにくっついたままだけど。

「あった。気に入らないことが」

「それに私が関係あるの？」

　聞くと、眞木は顔を歪めたあと、頬杖をついたまま目を伏せた。

「三坂と話してたろ。しかも結構親密そうに」

　ボソッと「昨日の午後」とつけ足されて、そういえば……と思い出す。だけどあんなの、仕事の話をしただけだ。

「あれは、昨日仕上がったばかりの小売店向けの資料を配ってただけだよ。ほら、新しく出る、牛乳で薄めるコーヒーの宣伝資料。営業グループに行ったら、何人かもう午後の営業出ちゃったって言うから、ロビーまで追いかけて渡しただけ」

「けど、お前やたらニコニコしてたし。別れて二ヵ月経たないんだから、なにかしら感情はあるんじゃねーの。あんなに泣くくらい好きだったヤツだろ」

　ニコニコしていたのは、笑顔を意識してたからだ。やっぱり気まずいし、仮面代わりというか、そんな感じで。

　でも……眞木が言ったような感情はなかったなぁと、今さら呑のん気きに思う。

　昨日資料を渡した時、慎司は見るからにぎくしゃくしていたけれど……私は取り繕えるくらいの気まずさしかなかった。むしろ、さっきの不機嫌眞木に対してのほうが動揺していたくらいだ。

　別れてからまだ一ヵ月半なんだから、慎司と同じくらい居心地悪く感じてもいいはずだし、やっぱり好きだってつらくなってもおかしくないのに……。

　私ってこんなに切り替えの早い女だったっけと疑問に思う。サバサバしたタイプではあるけれど、そこまでじゃなかったのに……どうしたんだろう。眞木に指摘されるまで、慎司と話したことなんて完全に忘れていた。

　なんでだろうと考えて……答えを見つけてハッとする。

　そうだ……。眞木が土曜日に告白してきたことばかりが頭の中にあって、ほかのことが頭に入ってこなかったんだ。慎司のことが頭にあったのは顔を合わせた一瞬だけで、パンフレットを渡して背中を向けたと同時に消えていた。

　それ以降もずっと考えていたのは……眞木のことだけだ。

　眞木に、そう教えてもよかったけど……眞木で頭がいっぱいだったなんて、なんだか遠回しに告白しているように思えて素直に言葉にできない。

「私が慎司と話してたから、そんなに不機嫌なの？」

　たったそれだけのことで？

　そんなニュアンスで言った私に、眞木は不ふ貞て腐くされた様子でこちらを見た。そして、子供が言い訳でも探すような態度で言う。

「お前は、俺にはなにも言わないで、なんでもひとりで抱え込むから」

　そういえば、映画館でも言われたっけ……と思っている間も、眞木は私をじっと見つめ続ける。

　その瞳は……私を想ってくれているのが伝わってくるほどに、真剣だった。

「そうやって俺の知らないもんが、お前の中にどんどん増えていくのは面白くないと思っただけだ。お前にとって、俺はまだそういう存在になれてないのかもしれないけど、それでも……お前、俺の話聞く気ないだろ」

　ぼんやりしてしまっていたからだろう。眞木に言われ、思わず「あ……ごめん」と謝る。そして、さっきまで雨よけにされたなんて考えていた自分を反省する。

　私も眞木の告白を持て余してあわあわしていたし、小谷先輩のそれっぽい言葉をそのまま鵜う呑のみにしてしまっていた。

　なんで、周りに〝付き合ってる〟なんて嘘を言ったのかはわからないけど、眞木は真剣だ。真剣に私を好きだって言ってくれたんだ。

　それが、今の言葉や眼差しからわかり……途端、実感がじわじわと湧いてきて、いたたまれなくなってしまった。

　眞木が私を好きなんだと思うと、恥ずかしい。

「……眞木がそんなことでやきもち焼くなんて思わなかった。だって、話してたのは本当に仕事のことだけなのに」

　眞木にチラッと目をやると、こちらをじっと見つめている彼と視線がぶつかり、即答される。

「だとしても気にいらねーに決まってんだろ。好きな女が元カレなんかと話してたら」

　怖い顔と怒ったトーンで話しながら、急に『好きな女』だとか言いだすから、びっくりしてどういう反応をしたらいいのかわからなくなる。

「好きな女とか、社内でやめてよ。あと、慎司の名前出すのも。誰が聞いてるかわからないんだから」

　眞木が不機嫌だったせいで注意できなかったことをやっと口にすると、「俺とお前のことなら、もう広まり切ってるから今さらだろ」と言われ、眉をひそめた。

　そういえばそうだ。

「眞木が肯定したせいでね。え……あっ、もしかしてやきもち焼いたから、ムキになって付き合ってるなんて嘘ついたの……？」

　まさか……という思いで聞いたけれど、眞木は私の言葉をすんなりと肯定した。

「お前とあいつが話してるの見てイライラしてたところに、なんかほかの女が本当に付き合ってるのかだとか、しつこく聞いてきたから」

「だからって、なんでそんな嘘――」と言いかけたところで、遮られた。

「俺と付き合ってるってのが事実だって噂が広まれば、社内の人間全員が監視役になるだろ」

「……監視役？」

　意味がわからず聞き返すと、眞木が淡々と説明する。

「お前がもしほかの男と社内で親密な関係になったら、誰かしらがお前が浮気してただとかそういう噂を流すだろ。女ってそういう話が好きだから」

　確かに……それは、その通りかもしれない。

　眞木との噂が本当だって広まったうえで、私がほかの男性と楽しそうに話してたら、些細なことでもすぐに怪しいだのなんだのってヒソヒソされて、しまいには浮気だって言われる。

　眞木の人気が高いからこそ、彼女の位置にいる私を転げ落とそうと、あることないこと騒ぎ立てるのは目に見えている。〝あの女、二股とか最低〟とか言われるのが容易に想像できる。

「それに、俺と付き合ってるって噂が広まってれば、お前に手を出そうとするヤツも出てこないだろうし」

　言っている意味はわかる。予防線って意味だって。

　けど……だからって。

「眞木は私がモテると思ってるの？」

　なにを心配しているんだか知らないけど、私は万人に好かれるタイプでもないし、モテる部類には含まれない。

　自分で言うのも悲しいけど、強気の性格のせいか中学の頃までは、女としてさえ見られていなかった気がする。付き合っても、気が強いだとかいう理由でフラれたりもしたし、性格が顔つきにまで出てるのか、生意気そうだなんて理由で敬遠されたこともある。

　そんな私と付き合ってくれていた慎司も、結局、二年も一緒にいた私よりも朋絵を選んでしまったわけだし。

　あの時、選んだ相手が朋絵ってなった時点で、ああそういうことかと不覚にも納得してしまった。朋絵が私にはない、素直さだとか従順さを持っているのを知っていたから。

　もっと可愛げのある性格になりたいとは思うけど……結局は違う。

　そんな私がどうやったらモテるっていうんだろうと、眞木の目を疑ってしまう。だから、『まったくなに言ってんだか』って顔で見ていると。

「俺が好きになったんだから、ほかの男も好きになるだろ」

『お前こそ、なに言ってんだ』って感じの顔で、そう言われた。

　なに、その言い分……。

　そう思ったけれど、例のごとくストレートすぎる言葉に、心臓が過剰反応してすぐ返せない。こんな……こんなまっすぐな言葉、どう受け入れたらいいのかわからない。

　まるで水中にでも、もぐり込んじゃったみたいにあわあわしている私に、眞木がしれっとした顔で続ける。

「顔とか生意気そうだけど、媚売ってくる女よりよっぽど可愛いと思うし、性格も嘘がなくていいと思うけど。気は強いけど、気を遣えないヤツじゃないし。強がってるくせに案外弱いとこもある。外見だとか強気なところも含めて、俺は全体的に気に入ってる」

　窒息させられるかもしれない……物騒だけど、そんな考えが頭をよぎった。

　眞木の言葉はあまりに直球すぎて、免疫のない私は、それを脳内でどう処理すればいいのかわからず、混乱させられる。頭の中も、心臓も、大騒ぎだ。

　本当にもう勘弁してほしい……。

　好きかもしれないと思った男にこんな言葉を言われたら。気持ちが思い切り傾いて〝かもしれない〟なんて曖昧な部分が振り落とされてしまう。

「あんまり……そういうこと言わないで」

　自分でも驚くほど弱々しい声になった私を、眞木はじっと見たあと、わずかに口の端を上げた。

「つーか、こんだけ噂になった以上、今さら付き合ってないとか言いだせないだろ。俺が認めてんのに、お前が否定したところでどうせ嘘ついて隠してるだけだ、って思われるだけだし」

「……だからなに？」

　ドキドキと、心臓がうるさい。

「もうお前には俺と付き合うって選択肢以外、残ってない。わかってんだろ？」

　偉そうな笑みを浮かべたまま言われ、これは本当に愛の告白だったんだっけ？と頭に疑問が浮かんだけれど。もう……私の負けだ。

　こんな風に、コンクリートでも鉄でも穴開けられるんじゃないかってくらいのパンチ力で、ガンガンガンガン攻められても折れないほど強きょう靭じんな心臓は持っていない。

「俺と付き合うだろ？」

　そう高圧的な笑みを浮かべる眞木に呆れて笑ってから、持っているお弁当と交換条件だと告げると、眞木は満足そうに笑ってお弁当を差し出した。










響く音は、恋




「え……っ」

　まぁ、小谷先輩がこんな反応になるだろうな、っていうのは想像がついていたけど。声を漏らしたあと、十秒間くらい驚いた顔のまま固まってしまうから、さすがに大丈夫かな？と思って名前を呼んだところで、先輩が現実に戻ってきた。

　眞木と付き合うことになってから、二日が経った金曜日。

　一応言っておくと、ここは総務グループのオフィスで、今は業務時間中だ。堂々と脳内エスケープしていいわけじゃない。

「佐野さん、今の本当なの……？」

　こんな私語だって堂々としていいわけじゃないのに、小谷先輩は今それどころじゃないようだった。

　そして、周りで聞き耳を立てている社員もしかり。

　書類にボールペンを走らせる音どころか、キーボードを叩く音すら聞こえない。フロアにいる社員がみんなして、私と小谷先輩の会話に集中しているようだった。

　さっきホチキスが届いたから、それを各グループに必要な数にそれぞれまとめていたら、「何度も聞くようで悪いんだけど……本当に眞木さんと付き合ってないのよね？」なんて聞かれて。

　本当に、何度聞く気なんだろうと思いながらも「あ、それなんですけど。眞木と話し合って、付き合うことにしました」なんて返事をしたのが始まりだった。

　フロアにいる社員が「え……」と揃って声を漏らし、そこから長い沈黙が広がったというわけだ。

「この間先輩に聞かれた時は、まだ付き合ってなかったんですけど。なんか流れでそんなことに」

　あまり詳しく話す必要もないと思って、簡単に答えながらホチキスを分けていく。

　私が誰と付き合うだとかはプライベートなことだし、いちいち報告する必要なんてないのだけど。付き合う前から、あれだけ噂になっていたら話も別だ。

『付き合うことになりました』と私も認めたほうが、収拾が早いだろうと判断しての報告だった。

　執しつ拗ように隠したりしたら、それこそ勝手な想像されそうだし、眞木と付き合っているのは自分でもまだ不思議ではあるけど、事実だ。

　こういった、『誰と誰が付き合ってるらしいよー』なんて噂は、最初こそ火がついたように騒がれるけど、すぐに下火になるのはわかっているから、先手を打った。今回の件において、カミングアウトの相手に小谷先輩は適材だし。きっとうまい具合に社内に広まっていくだろう。

　あとは知らない。考えないことにする。

「流れでって、一体どんな……？」

　小谷先輩の手から、持っていた書類がパラパラと落ちる。

　でも、当の本人は落としたことにも気づいていないのか、呆然としたまま拾う素振りを見せない。

　だから代わりに拾おうと、椅子に座ったまま、床に落ちた書類に手を伸ばした。

「流れは流れです。なんとなくそういう話にまとまった感じで」

「でも、告白はあったわけでしょう？　しかも……多分、眞木さんからよね？」

　思わず、書類を拾う手をピタリと止めてしまった。

　なんでバレたんだろう。

「……なんでですか？」

「だって、佐野さんが告白するなんて考えられないもの。いくら私が恋愛関係の噂話したって、いつも鼻で笑ってるじゃない」

「そんな態度悪くしてないですよ。……多分」

　自信はないだけに苦笑して返すと、小谷先輩が「でも、少なくとも興味はなさそうだったし」と勢いよく言う。

「うーん……。正直、そんなに興味はないですけど。それより小谷先輩、この書類訂正が多すぎません？　数字読み間違えられる可能性があるし、書き直しをお願いしたほうがよくないですか？」

　拾い上げた書類を見ながら聞いたけれど、小谷先輩は「興味ないってなんで!?」と眉を寄せる。

　話がかみ合っていない。

「別に恋愛に興味がないわけじゃなくて、他人の恋愛に興味がないだけです」

　苦笑いしながら言うと、小谷先輩は「ほら、そういうところ！」と私を指差す。

「普通は、女だったら他人の恋愛話だって、面白くて仕方ないんだから」

「それは小谷先輩のお友達の話でしょ。私みたいなタイプだって絶対いますよ」

　そう答えながら、私の後方の席にいる課長に、チラッと視線を向ける。『助けてください小谷先輩の私語が止まりません』という意味を込めて。

　私が視線を向けるなり目が合ったところから予想すると、おそらく私が振り返る前から、課長もこっちを見てたんだろう。そしてそれは注意するためじゃなく、野次馬として。

　課長はもう四十代半ばだっていうのに、こんな話に興味があるらしい。正直、いい歳した男性が恋愛話に聞き耳を立てているのには、あまり好感が持てないけど……。

　それでも、私の視線の意味は理解してくれたらしく、ゴホンとひとつ咳払いをしてから、小谷先輩に注意をしてくれた。

　業務時間内にもかかわらず、私語が止まらなくなって課長に注意されることが少なくない小谷先輩でも、お叱りを受けてから数日は大人しくなるから、これで今週はしのげるはずだ。

　小谷先輩以外に、私に直接眞木との真相を聞いてくるような社員は、このフロアにはいないから、業務時間内の平穏は守られる。

　あとは……昼休みと終業後か、と眞木を狙う女性社員からの攻撃を考えて、ため息をついた。

　昼ドラ並みに、女のドロドロ劇場って言葉がぴったりなくらいのことをされたり、言われたりするかもしれない。

　相手はあの眞木なんだから仕方ないと、私なりに覚悟を決めていたのだけど……。




　噂が出回った初日だからか、みんな牽けん制せいし合ったのか。特にこれといった嫌がらせはされずに会社を脱出することができて……不思議に思った。

　ベタな嫌がらせとして、ロッカーがゴミまみれとか、罵ば詈り雑ぞう言ごんのみの手紙とかを想像していただけに、なんだか拍子抜けした。

　でも、まぁよく考えてみれば、会社にいる人はみんな大人だ。いくら好きな男がほかの女と付き合いだしたところで、そんな子供じみたことをする人なんて、いないのかもしれない。

　それでも一応、用心しながら翌週出勤したのだけど。

　月曜日も、火曜日も、私への嫌がらせみたいなものは特になく、予想外にも平和な毎日を送れてしまっている。ただ一点、課長からのお叱り効果が薄れて、また騒ぎだした小谷先輩からの質問攻撃を除けば。

　どうしても気になるのか、どっちからどんな風に告白したんだとか、しつこく聞いてくる。

　だから、どうにか話を逸らせないかと作戦を練っていて、そういえば……と、ここ数日気になっていたことを思い出す。

　そして、噂好きの小谷先輩なら、もしかしたら知っているかもしれないと、飛んでくる質問を払いのけて、こちらの質問をぶつけた。

「そういえば、眞木の人気ってそれほどでもなかったんですか？」

　突然の私の問いかけに、先輩は首を傾げながらも「そんなはずないじゃない」と答えてくれる。

「でも、私と付き合ってるって噂がこれだけ出回ってるのに、私、特に嫌がらせとか受けてないんです。それが不思議で」

「ああ、それはだって、眞木さんが言ったからでしょう？」

　当然みたいな顔で言われ……キョトンとしてしまう。

「言ったってなにを？」と聞き返すと、先輩は知らないの？といった口ぶりで話す。

「佐野さんとの噂が広まった初日に、太田さんが眞木さんに本当かどうか聞いたのよ。あ、太田さんって秘書課のね。眞木さんを狙ってる中心核の」

「ああ、そういえば、太田さんが眞木を好きだって噂ありましたよね」

　だいぶ前だけど、そんな話を小谷先輩から聞いた覚えがある。確か、眞木よりも年上だったはず。

　しかし……噂が流れて本人も肯定しているのに、それでもいまだに本当かどうかを確認する人がいるのか……と思うと、眞木に同情する。

　人気があるって、大変だ。

「太田さんが聞いた時にね、眞木さんが『そうだけど』って答えたあと、『あいつになにかしたらぶん殴る。ほかのヤツらにも言っておけ』って伝えたんだって」

「ぶん殴る……」

　本当にしそうだから怖い。

　そう思いながら苦笑いを浮かべていると、小谷先輩がキラキラした笑顔で続ける。

「カッコいいわよねー。私、今まで眞木さんを特にどうこう思ったことなかったけど、それ聞いてからすっかりファンになっちゃった。ただ外見がいいだけなのかなって思ってたのに、好きな子をそんな風に守れるなんて素敵よね」

　私が黙っていたからか、「ねっ」ともうひと押しされて……曖昧に笑って視線を逃がした。

　でも……そうか。そういう事情があったから、誰も私に嫌がらせしてこなかったのか。仕かけてきたら、返り討ちにしてやると意気込んでいたから、肩すかしにあった気分だ。眞木がそういうところに気を回すなんて思わなかったから、余計に。

　外見が無愛想で態度が俺様だから、私もいまだに表面上のイメージで捉えちゃうことがあるけど、言われてみれば、眞木は気がつかないどころか、むしろいろいろと鋭いんだっけと思い直す。

『お前は、俺にはなにも言わないで、なんでもひとりで抱え込むから』『そうやって俺の知らないもんが、お前の中にどんどん増えていくのは面白くないと思っただけだ』

　誰かに嫌がらせをされても、私はどうせなにも言わないんだろうって思って、先回りして行動してくれたのかもしれないと思うと……大事にされている気がしてしまい、困惑する。

　なんだか、知らないところで守られていたとか、そういう女の子扱いって、され慣れていないせいか照れ臭くてたまらないし、むずがゆい気もするけれど……なにかお礼くらいはしたほうがいいのかもしれない。

　お礼……。食べ物くらいしか思いつかないけど、ほかに眞木は欲しいものとか、してほしいこととかあるのかな。

　眞木には今までいろいろしてもらってばかりだったから、眞木のために私ができることを考えるのなんて、これが初めてかもしれない。

　そう思ってから……違う、と気づく。

　違う。守られ慣れていないなんて、嘘だ。

　慎司と朋絵の噂を聞いて泣きだした時だって、黙ってそばにいてくれたし、朋絵に嫌いだって言われて沈んでいた時だって、そんな私に気づいて言葉をかけてくれた。

　眞木はいつだって直接的にも間接的にも、私を気にかけて守ってくれていた……そう思うと、胸がキュッと締めつけられた。

　いつもあんな態度なくせに。気づけば、私は眞木に優しさをもらってばかりで……。

　なんだかそれが悔しくて、よし、と気合いを入れた。




　可愛げのない性格だってことは、自分が一番よくわかっている。女にしてはあっさりしているっていうのも。

　いくら付き合っていたって、毎日連絡取るのは正直、面倒臭いし、プライベートで会うのも、週に一度くらいがちょうどいい。

　そんな私が『明日の土曜日会えない？』なんて誘ったんだから、一体どうしたんだと不思議に思ってもおかしくないのはわかる……とはいえ。

　待ち合わせ場所についた途端、「どういう魂胆だ」と聞いてくるのはどうかと思う。

「魂胆なんかないけど」と呆れて笑うと、探るような目で見られる。

　土曜日の十一時。空は一面青空だった。

「付き合うことになったからって、お前、無理してないか？　俺、別に土日会えないくらいで機嫌悪くなったりしないけど」

「それくらいで機嫌損なわれたら困る……って、そうじゃなくて。ただ、お礼にご飯でもごちそうしようと思っただけ」

「お礼ってなんの？」

　眞木を誘ったのは、昨日、金曜日の昼休み。

　スマホの番号もアドレスも知ってるけど、眞木とそういう電波越しの会話ってなんだか不自然に感じるから、直接誘った。

　そういえば眞木、誘った時も微妙な面持ちだったけど、あの時から私の誘いになにか裏があるんじゃないかと勘ぐってたってわけか。まったく失礼だな。どれだけ私のこと無ぶ精しょうだと思ってるんだ。

　待ち合わせ場所は、会社の最寄駅からほど近い、とある公園。学校の体育館ほどしか広さがないうえ、遊具もないのに、それなりに人がいて少し驚く。

　駅からそう離れていないだけあって、公園前の通りにも人が多く賑わっていた。この辺りは道も広くて飲食店がたくさんあるから、曜日関係なく混み合うんだろう。

　眞木がどこに住んでいるのかわからないけど、会社近くのアパートでひとり暮らししてるって言ってたから、眞木の負担にならないかなーと考えてこの辺りを選んだのはいいとして。

　日中のこの公園は、こんなにカップルが多いのか、と少しげんなりしてしまう。

　普段は使わないから知らなかったけど、そんなに広くもない公園にカップルが点々としている。

　ベンチに座っていちゃいちゃするカップルから、目を逸らしながら眞木に言う。

「社内の人に、私に嫌がらせしないように釘刺してくれた、って聞いたから」

　眞木は、「ああ」と思い出したように呟いてから、顔をしかめる。

「別に、あんなことに礼もなにもねーだろ」

「でも、一応。おかげで今のところ無傷だし」

「女って怖いよな。木原がお前にキレてんの見て、つくづく思った」

　なんとも言えない笑みを浮かべられ、そういえばあの時の話を眞木は聞いていたんだっけと思い出す。

『慎司さんが私を選んだってことは、私の勝ちってことじゃない！　ちーちゃんは私に負けたのに、なんでそんな平気な顔してるの!?』

『ちーちゃんは自分の意思をしっかり持ってて、いつも自分の気持ちにまっすぐで、〝後悔〟なんて言葉、知らないみたいに前だけ向いて笑ってた。みんなちーちゃんのこと褒めてたけど、私はちーちゃんのそういうところがずっと嫌いだった』

　大人しそうな朋絵の口からあんな言葉が出たのを聞いたら、怖く思うかもしれない。

　あれから朋絵とは会っていないけど、慎司と仲良くやっているんだろうか。

　そう思案してから、余計なお世話かと思うと同時に、こんな風に慎司と朋絵のことを普通に考えられる自分にも少し驚く。別れてまだ二ヵ月なのに、と。

　フラれて人混みの中で泣くほど想っていたのに、たった二ヵ月でこんな気持ちになれるなんて……あの時の私には想像もできなかった。

　そしてそれはおそらく……眞木のおかげだ。

　慎司にフラれてできた傷口に、ズカズカと入り込んできた眞木とギャアギャア騒いでいるうちに、いつの間にか傷は癒いえて、代わりに眞木が偉そうに居座っていた。

　もっとも、押し切られて付き合ってはいるけど、正直、私の気持ちはまだそこまでには至ってない。

　一緒にいて楽しいし、気を遣わなくていいから楽だし、友達としてなら好きだと思う。それが恋人としてってなると、まだ答えを出すのは難しい。でも……それに近づいている気はしていた。

「お前、本当に会社の女に、なにかされたりしてないのか？」

「うん。遠巻きに悪口言われたり睨みつけられたりするくらいで、実質的な被害はなにも」

「それも被害だろ」と呆れてため息をついた眞木が「これからなにかあったら絶対に教えろ」と言うから、素直に頷く。

　逐一報告して守ってもらおうだなんて考えじゃなく、言わないとあとが怖そうだからという意味で。

　それに、眞木は私がなにかを隠すのが嫌だとも話していたから。意地を張って秘密にして、眞木を不快にさせたり傷つけるのは嫌だと思った。

「とりあえず行くか。腹減った」

　そう言って、ふいに私の手を握った眞木を驚いて見上げると。

「なんだよ。文句あるか」と顔をしかめられる。

　その態度が眞木の照れ隠しだとわかって、おかしくなって思わず笑みがこぼれた。

「なに笑ってんだよ」

「なんでもないよ。それよりなに食べる？　先に言っておいてもらわないと、眞木のナビゲーションだと永遠に辿り着けないし」

「俺は方向音痴じゃない」

　まだ認めない眞木を「はいはい。で、なにがいいの？」と軽くあしらうと、「お前は？」と聞かれる。

「んー……あ、駅の東口にできたオムライス屋さんがおいしいって聞いたから、そこに行ってみたいかな。ここからだと反対側になっちゃうけど。でも、今日は眞木の食べたい物で――」

　言い切らないうちに、眞木が繋いだ手をくんと引いて歩きだす。そして前を向いたまま「お前が食べたいもんでいい」と、いつものぶっきらぼうな感じで言った。

　強引な優しさに、ストレートな言葉。

　眞木は芯を曲げない俺様だし、無愛想だし、口も悪いけど。私にとってはなにも問題ないように感じた。だって、手を繋いでいるだけで胸が騒がしいから。

　繋いだ大きな手にドキドキと心地よく高鳴る胸が、まるで、恋だって私に教えているみたいだった。










上手な甘え方




　こうなってみてから改めて考え直すと、眞木への気持ちは、前から少なからずあったのかもしれない。といっても、告白されてからって話で、それ以前は本当に気楽に接することができる同僚としか見ていなかった。

　それがこんな風に転ぶのだから、恋なんてどこから生まれるかわからないものだとぼんやり思う。

「ちとせ」

　眞木と付き合うことになって、二週間ちょっとが経った金曜日。十九時。

　一緒に夕飯を食べに行く約束をしていた眞木を、会社の最寄駅の前で待っていると、声をかけられた。

　知っている声に顔を上げると、そこには慎司がいて……名前で呼ばれたせいか、一瞬、ギクッとした胸を落ち着かせる。

「仕事の帰りですか？　三坂さん」

　そう返すと、敬語にだか名字呼びにだかわからないけれど、慎司は少し顔を歪めた。

「もう名前で呼ぶのはやめてください。誤解されますから」

　慎司が顔を歪めた理由はわからないけれど、むしろ別れているのにまだ名前で呼ぶほうがおかしい。今の関係は、同じ会社の社員ってだけなんだから。

　第一、別れを告げたのは慎司のほうなんだから、顔をしかめられる理由なんてない。

　しかも今は社外だ。仕事以外で話しかけてくるなんて、どういうつもりでいるんだろう。気まずいだけなのに。

「そうだね……。ごめん」

　そう困り顔で微笑みながら謝る慎司に、ため息をついてから「で、なにかご用ですか？」と聞き返す。

　慎司の、〝傷ついてます〟って書いてあるような顔に、イライラしてしまう。まるで私のほうが悪いみたいに思えてしまって。

　駅前にはサラリーマンが溢れていて、スーツ姿の男性が慎司の後ろを行き交う。

「ああ、いや……。ただ見かけたから、話しかけてみただけなんだ。気分を悪くさせてごめん。佐野さんはここで待ち合わせでも？」

「まぁ、そんなところです」

「噂聞いてるけど……本当に眞木くんと？」

「……まぁ、そんなところです」

　社内にあれだけ広まっていれば、慎司の耳まで届いていてもなんら不思議はない。むしろ知らない人間を探すほうが厄介そうだ。

　眞木と私の噂は、私も認めちゃえばすぐ収まると思ったのに、予想に反して膨れ上がる一方だ。でも、認めなかったところで収まったとも思えないから、どの道同じ結果だったと諦めるしかないんだろうと悟った。

　眞木が相手の時点で、騒がれないなんて無理な話だったのかもしれない。

　だからこそ、ほかの部署の女性社員に詰め寄られたりしないように、昨日も今日も定時で退社してきたのだけど。いくら眞木が睨みを利かせていたって、すり抜けてくる人はいそうだから。

「本当だったのか……」と信じられない顔で言われ、頷く。

「はい。……そんなことより、三坂さん。仕事以外で話しかけてくるのは、もうやめてください。もし見られたりしたら、朋絵もいい気持ちしませんから。……私が言うことでもありませんが、大事にしてあげてください」

「……ああ。わかった。じゃあ……眞木くんによろしく」

　にこっと少し無理したみたいな笑顔を浮かべた慎司が、背中を向けて歩きだす。道を行き交う人混みの中に、その背中が消えていくのを見送りながら、本当に用はなかったのかと不思議になる。

　さすがに用事もなく話しかけてくるような、無神経なことはしなそうな人なのに。私が冷たい態度を取りすぎたせいで気を遣わせたのかもとも思ったけれど、私の性格なんて慎司は知っているだろうし……。

　まぁでも、話があってもたいしたことじゃなかったのかも。どうしても言わなきゃならないようなことなら、また話しかけてくるだろうし、まぁいいか。

　そんな風に自己完結して、すっかり見えなくなった慎司から視線を戻して……正面に立つ眞木に気づいた。気づいたというか、びっくりした。

　真横を向いていたから最初はわからなかったけれど、眞木は本当に目の前に立っていたから。

　白いＴシャツにグレーのカーディガンを羽織ったジーンズ姿の眞木が、こちらをじっと見下ろしている。

　しかも眉をひそめ、目を吊り上げている様子から、どうやら慎司と話していたところを見られていたらしい。

　無言の威圧が怖い。まるで狂犬だ。噛み殺されるかも。

「言っておくけど、会社帰りの三坂さんがたまたまここを通りかかって、ひと言ふた言会話しただけだから。あと、もうひとつ言っておくと、私、あまりに嫉しっ妬と深い男は嫌いだから」

　先手必勝。

　狂犬みたいになっているとはいえ、眞木は私が好きなはずだ。その私から度を超えた嫉妬は嫌いだなんて聞けば、態度を改めるかもしれない。狂犬だって、飼い主には従順なはずだし。

　こんな風に、ちょっとほかの人と話しただけで、そんな怖い顔されるのは困る。これから、これくらいのことはいくらだってあるだろうし。

　妬やかれてもそこまでは気にならないし、『可愛いな』とも思うけど……限度がある。

　牽制のつもりで、強い意志を持ってチラッと見上げてみたけれど……。

　眞木は視界を塞ぐように私の目の前に立って、睨みつけているままだった。

「それがどうした。今、お前が嫌いな男の話はしてないだろ」

　……ダメだ。敵わない。

　目を合わせた瞬間にそれを悟って、視線を逸らし、口を尖らせる。

「とりあえず、その怖い顔やめて。眼力で抹殺されそう」

　それから「三坂さんとはただ挨拶した程度だし、そんな怒らないでよ」と眞木を見上げる。最後に「ね？」とお願いするように言いながら眞木の手にそっと触れ……遠慮がちに握った。

　今日は一応デートってなるわけだし、私だってそれなりに楽しみにして仕事を終えたんだから、雰囲気が悪いままなんて嫌だ。

　だから機嫌を直してほしくて、食べ物でつるか、バッティングセンターとか行って褒めちぎってみようか、いろいろ考えていると。

　見上げる先で、眞木は一瞬困惑した顔を見せてから真顔に戻った。

　しかも、ちょっとご機嫌寄りの真顔だ。さっきまでの怒りオーラが消えている。

「別にもういいけど」

「え？」

「もういい」

　〝もう怒っていない〟というニュアンスの『もういい』だった。急に大人しくなった眞木に、意味がわからないまま「……そう」とだけ呟く。

　眞木の態度の急変の理由を考えて、もしかしたらこの手だろうか、と触れたままの手をじっと見つめる。

　たったこれだけで機嫌が直ったってこと？　私がちょっと触ったくらいで、そんなに嬉しかったの？

　手ならこの間だって繋いだし、初めてじゃないのに……。なんだか拍子抜けして、笑えてきてしまう。

「なんか……眞木って、本当に私のこと好きなんだね」

　思わずそう漏らした言葉。照れ隠しで、『そんなんじゃねー！』って怒られるかと思ったけれど、怒鳴り声は聞こえてこなかった。

「だから、そう言ってんだろ」

　俺様でまっすぐで強引で。でもどこか憎めなくて、可愛いと思ってしまう。私が思うよりも、ずっと優しくて頼りがいがあって……それを、私が見ていない、気づいていない部分でも発揮してくれる。知らないところで、たくさん想ってくれている。

　私を好きだと口にすることに、なんの抵抗もなさそうな眞木は、恥ずかしくなって目を合わせられなくなった私を、不思議そうに見ていて……。

　その視線から逃れるように、眞木の手に触れたままの手を握り直して、そのまま引っ張って歩きだした。

「お腹空いた」

　私に連れられるかたちで歩きだした眞木だったけど、数歩で私に追いついて隣を歩き始める。一方的に私が握っていた手を握り返されて、今さらながらなんだか恥ずかしく思っていると、上からなにが食べたいか聞かれる。

　すれ違うサラリーマンを避けながら、ふたりで歩く。駅の反対側、東口に飲食店が並ぶ通りがあるから、とりあえずそこを目指すことにする。

「色気ないこと言ってもいいなら、居酒屋とか行きたい。厚揚げを香ばしく焼いたやつとかやきとりとかサラダとか、一品料理食べたい」

　恥ずかしがりながら、こんなことが言えちゃうのもどうかと思うものの。本当に眞木相手だと、友達みたいで気を遣わないから楽だ。

　ただ、友達以上になった今、その関係性についてはちょっと戸惑いがあったりする。繋がれたままの手のせいで、歩き方がぎくしゃくしちゃっているのは、自分でもわかるほどだし。

　そういえば……この間も思ったけど、社会人になってから、こんな風に手を繋いで歩いたことってなかったかもしれない。社会人に限らず、学生の時を合わせたって、両手で足りるほどだと思う。私の性格のせいなのか、オーソドックスないちゃつき方って苦手だったし、人目があるところでは絶対に嫌だと思っていたから。

　慎司とも、最初に私がそういうのは好きじゃないって話したからか、外で手を繋ぐことはなかった。

　だけど、今こうしてみると……そんなに悪くはないのかなと思えてくる。恥ずかしいしドキドキするけど、安心する。眞木の存在を感じて、ホッとする。

「じゃあ、居酒屋行くか。でも金曜の夜だと混んで……。なんだよ、手がどうかしたか？」

　繋いだ手をじっと見つめていたからか、眞木に不思議そうに言われる。

「ああ、私、今まで手を繋いで歩くとかあまりなかったから、新鮮だっただけ」と答えてから、「実は」と切り出す。

「さっき三坂さんと話してた時、気持ちがギスギスしてたの。でも眞木の顔見て……手を繋いだら、そういう気持ちがなくなった」

　慎司と話している時に感じていた重たい感じは、今はもうない。それは多分、眞木のおかげなんだろう。

　十八時の空は暗いけれど、駅の周りは昼と変わらないくらいに明るかった。

　そんな中、眞木を見上げる。

「なんか、ちょっと違うかもしれないけど……甘えるとかってこんな感じなのかなって思って」

　ふふっと笑うと、それまで黙って聞いていた眞木に、しかめっ面で撃退される。

「違うだろ。これのどこが甘えてるんだよ」

「だって、なんか眞木に包まれてるみたいで安心するし。今までって、私がこんな性格だからか、頼ったりすることってなかったの。電気配線とかも自分でやったり、自分の荷物なら重たくても持たせるの嫌だったし」

「まぁ、お前らしいけど」と呆れたように笑われるから、その横顔を見ながら続ける。

「弱音吐くのも、弱い部分を見られるのも嫌だった。泣き顔見せたことも、多分ない」

　慎司にも、その前の彼氏たちにも。

「けど、眞木にはもう全部見られちゃってるから、そういう部分で意地張らないで済むでしょ？　だから、なんでも受け入れてもらえてるみたいで安心する。私のダメな部分知ってて、一緒にいてくれてるんだって。そういうの、甘えてるっていうんじゃないの？」

　ふざけて聞いたわけじゃないのに。

　今度は眞木は否定もしないで、顔を背けてしまった。

　だけど、それを覗き込んで赤くなった耳を発見して、私が言ったことってそんなに恥ずかしいことだったのかと驚いた。

　だって、どう考えたって、眞木のほうがもっとすごいことを言ってるのに。それは平気なくせに、なんで安心するって言われただけで、赤くなって照れるの？

　わけがわからなくて、眞木の赤い耳が面白くて思わず笑ってしまう。鋭い眼力にすぐにロックオンされたけれど、今度は全然怖くなかった。

　多分、まだ眞木の顔がほんのり赤かったからと……繋いでいる手が温かかったからだろう。










二度目のキス




　料理する眞木の後ろ姿を眺めながら、ぼんやりと考える。おさらいするみたいに、眞木のことを。

　美形。身長が高くて、男らしいがっしりとした体型をしている。多分筋肉もついていると思う。

　社内でもツナギの袖そでをめくったりしてるけど、肘ひじから下の筋肉もわりとあるし。

　気に入らないから『外見的な短所はなにかないの？』って聞いたら、『爪つめが丸いこと』とかいう答えが返ってきてため息しか出なかったのは、二週間くらい前の話だ。

　なんとなくイラッときて、眞木のお腹に軽く鉄拳を食らわせたまではよかったのに。

　痛がるどころか、自慢げに笑みを浮かべた眞木に、固い腹筋をまざまざと見せつけられ、悔しい思いで終わった。

　でも、そんな眞木も性格は難だらけだけど。多分、私と張るくらいに。

　俺様だし、短気だし、勝手だし、ワガママ。子供を大きくして性た質ち悪くしたら、こんな感じに仕上がりました、って感じで眞木が出てくるんだと思う。……もちろん、悪いところばかりじゃなくて、いいところもあるのだけど。

　私は外見とかは至って普通だから、眞木に完敗だけど。多分、性格だったら引き分けられる。

　だけど、これは……これだけは、外見以上に完敗だ。

　四角いローテーブルの上には、私が希望した厚揚げを焼いて、ネギを刻んでポン酢をかけた物や、トマトや水菜、レタスのサラダ……しかも胡ご麻まドレッシングはお手製だ。そして、味噌田でん楽がくに、やきとり。じゃがいものチーズ焼き。

　居酒屋に行こうって話だったのに、眞木が向かったのは、なぜかスーパーだった。入口まで来たところでようやくその疑問を口にすると、『金曜のこの時間じゃ、どこも入れないだろうから』って言われて。

　まぁ、どこも混んでそうではあるけれど、だからってなんでスーパーなんだと不思議に思う私に、眞木が『うちでいいだろ』と告げた。

　なんだか断るのも意識しすぎな気がして、お邪魔させてもらった眞木の部屋は、予想通りシンプルだった。ああ眞木ってこういう感じだよね、っていうイメージそのまま。生活感がないというか、感情がない部屋というか、とにかくそんな感じだ。

　眞木が住むのは、外観は至って普通のアパートだった。二階建ての二階、一番奥の部屋。

　床の色はダークブラウンで、壁の色は基本的には白だけど、パソコン用にか作りつけのカウンターがあって、そこの壁だけ黒く立ち上がっていて、オシャレな造りになっている。

　ワンルームって聞いてたけど、部屋は思っていたよりも広く、十畳以上はありそうだった。部屋に置いてある家具自体も少なくて、ローテーブルとベッドが置いてあっても、そんなに圧迫感がない。

　そんな部屋のキッチンに、一応私も眞木と並んで立ってはみたけれど……。普段していないことが、眞木の部屋に来たからって、突然できるようになるわけもなく。

　味噌田楽用のこんにゃく相手に、手こずっていたところで包丁を奪われて、キッチンから半強制的に追い出された。

　そして、眞木が用意してくれたクッションをお尻に敷いて、ローテーブルの前で待っていたら、三十分と経たずに出てきたのが、居酒屋も顔負けの五品の料理ってわけだ。

　やきとりだけは買ってきたけど、それにしたって短時間で希望料理を作られたら、なにもできない自分が恥ずかしい。面めん目ぼくないってこういうことかと思う。

「いただいてもいいですか？」

　反省はこの辺にしとかないと、もうお腹が限界だ。

　眞木が斜め隣に座ったところで言うと、柔らかい表情を返される。

「どーぞ。足りなかったら、また作るから言え」

「うん。いただきます」

　眞木の料理というより、もともと男性の作る料理には、正直抵抗があった。慎司を含め、今まで付き合ってきた人は料理なんてしなかったし、父親もキッチンには立たないから。

　だけど、それは眞木がお弁当を分けてくれた一瞬だけで、そのあとはただ『すごい、すごい』という尊敬のみだ。

「おいしい」

「素材がいいからだろ。ほとんど味付けしてないんだから」

　素材がいいと言われても……と苦笑いがこぼれた。

　香ばしく焼けている厚揚げを食べながら言う。

「でも、だからって私には作れないし。なんかもう、私の身体の半分くらい眞木の作ってくれたご飯でできてる気がする」

　別にそこまで意識していたわけでもないけど、思わず自虐みたいな言葉が口をつく。

　せっかく作ってもらっておいて、ヘコむのも失礼だとハッとしたけれど、眞木は気にしていないみたいだった。やきとりを食べながら、なんでもないことみたいに言われる。

「別にお前ができなくても俺ができるんだから、いいだろ」

　だとしても、常に一緒にいるわけでもないし、私だって少しくらいできたほうがいいに決まっている。それなのに、眞木がそれこそ当たり前のように言うから、なにも言い返せなくなってしまった。

　本当に自分勝手な考え方というか……純粋な俺様人間だと呆れて笑ってしまう。

　それでも、眞木のそういう態度にイライラしないのは、それ以上の魅力が眞木にあるからだろうか。それとも、もう俺様な部分さえも、魅力のひとつに入り込んでしまっているからだろうか。だって眞木の俺様具合って、私に甘くできているから。

　今の言葉だって、『料理は俺ができるんだから、お前はできなくても問題ない』ってことだし、そんなの完全に私を甘やかしているとしか思えない。

「確かに眞木がそばにいてくれる間は、それで問題なさそうだけど」

　トマトを箸でつまみながら何気なく出た言葉に、眞木の鋭い眼力が発動する。

「深読みしないでよ。確かに言葉がちょっと悪かったかもしれないけど、別に眞木と別れるのを前提に付き合ってるとかじゃないんだから」

　眞木が私の言葉をどう受け取ったのかがわかって、すぐにフォローする。

　本当になんてことなく言っただけなのに。いちいち気にとめる眞木がなんだか、可愛く思えてくる。

「大体、遊び相手に眞木を選ぶなんて恐れ多いこと、できないでしょ」

「なんで？」

「眞木、自分がどれだけ人気あるかわかってる？　会社中の女性社員の注目の的なんだよ。その眞木と付き合うなんて、覚悟決めなきゃ無理に決まってる」

　チーズがとろりとかかったじゃがいものスライスを、箸先で小さく割りながら笑う。

「眞木は睨み利かせて、私がなにもされないように、って気を配ってくれたけど。それでも諦められない人はきっといるから、なにかしらはされるかなって思うし。先が思いやられる」

　恋愛絡みの嫌がらせなんて、私にしてみたら一大事なのに。

　眞木はさっきまでの不機嫌さを消して、満足そうに笑う。

「つまり、お前はその覚悟を決めたってことか」

「だって眞木がグイグイ来るから」

「弁当で買収されたくせによく言う」と、わずかに笑みを浮かべて言われ、「人聞きの悪いこと言わないでよ」と顔をしかめたけど。

　眞木は私の様子なんて気にせず続ける。

「事実だろ」

「事実じゃないでしょ！」

「だって佐野、俺のこと好きだとか言わないだろ」

　眉を吊り上げ、口調を荒らげた私を、眞木の言葉が止めた。

　眞木は決して怒鳴ったわけでもないし、怒っている様子もなく、口調はむしろ冷静だ。それに顔だって、しかめているわけでもなんでもない。

　ただ……若干、不貞腐れている気がするのは……寂しそうな気がするのは、気のせいだろうか。

　眞木はわりと無表情だ。だけど、無表情は無表情でも、その中に混ざった少しの感情を見つけ出すのがうまくなったのは、眞木と一緒に過ごした時間のたまものだと思う。もしかしたら、私がそれだけ眞木をよく見ていたってことかもしれない。

「眞木、好きだとか言ってほしいんだ。意外」

　可愛く思えて、思わず笑みをこぼした私に、眞木が眉間にシワを寄せる。

「お前、俺をなんだと思ってんだよ。普通、好きな相手が自分をどう思ってるかくらい、気になるだろ。ひとりで恋愛してるわけじゃねーんだから」

「そうだけど……。眞木は自分さえよければ、それでよさそうだから。付き合うって話になった時だって、付き合うだろ？って一択だったじゃない」

　あんな逃げ道のない告白なんて、初めてだった。

「それでも嫌だったら断るだろ。それに、お前が俺のこと嫌いじゃないってのは、一緒にいてわかってたし」

　事実だとしても、こんな風に言われると恥ずかしくなる。眞木の洞察力の鋭さは検証済みだから仕方のないことであって、バレてしまうのも当たり前だけど……。

　まるで眞木への気持ちが溢れ出てたみたいに思えてしまって、いたたまれなくなる。

「眞木はいいよね、そういうこと言っても様になるから。ほかの人だったら、思い込みが激しいとか言われる――」

「ごまかすな」

　……ごまかしたい。だって急に部屋に行く、ってなっただけでも結構緊張しているのに、そのうえ、こんな話題……まだ、心の準備ができていない。それなのに逃げ道さえも塞いでくるのは、わざとだろうか。

　そういえば、告白された時もそうだった。外堀を埋うめられていた。そして……多分、今も。

　じっと、眉間にシワを寄せて見つめてくる眞木に圧倒されていると、眞木がグッと身を乗り出すから、手を後ろについて腰を引く。

「これ……告白しろって脅し？」

「別に脅してるわけじゃねーだろ」

　じりじりと近づく眞木に、少し後ずさった時、後ろについた手になにかが当たった。それがベッドだって気づいて、物理的にも逃げ道がないことに気づく。

　そんなに大きくないテーブルを囲んでいたわけだから、眞木と私の距離はもともとそんなにない。それなのに、こんな風ににじり寄られてしまったら……ふたりの距離なんて、あっという間に縮んでしまうのは当然だった。

　目の前まで近づいた眞木が、真剣な顔で私を見つめる。

　ふたりきりの部屋に、いつもはない緊張感が張りつめているみたいだった。

「俺が強引に押し切って付き合いだしたのはわかってるし、お前の気持ちがまだ俺にないならそれでいい。ただ、どっちにしても、お前の気持ちを聞いておきたいだけだから」

　一拍置いてから「だから正直に言え」と真面目な顔をする眞木に、心臓がドキドキと騒ぎだす。

　怖い顔されたからでも、追いつめられたからでもない。自分の気持ちを……眞木を好きだってことをちゃんと言わないと、って思って緊張したからだ。

　比べるものじゃないとしても、今の私の気持ちはまだ、眞木が私を想ってくれている気持ちよりも小さいかもしれない。

　でも、それでも……こんな風に熱のこもった真剣な瞳に見つめられて胸が高鳴るのも、何気ない眞木の笑顔に嬉しくなるのも、眞木がくれる特別扱いに顔が緩んじゃうのも。

　それは全部、私が眞木を――。

「……好き」

　ポツリと呟いてから、目を逸らす。

　恥ずかしさでどうにかなりそうだった。顔はきっと真っ赤だと思う。こんな密室で、こんな至近距離で、こんな風にじっと見つめられての告白なんて、場ば馴なれしてなければ無理だ。

　ただでさえ、こういうことを口にするのが苦手な私にとっては、こんなの嫌がらせの一種でしかない。そうも思うのだけど……。

　チラッと視線を戻すと、眞木が満足そうに微笑んだりしているから。

　今の恐きょう喝かつを責めてやる気が失せてしまう。

　間近で見てしまった眞木のレアな微笑みのせいで、さらに顔が熱くなった。それを隠したくて思い切りうつむくと、すぐに眞木の手が頬に触れてきて、ビクッと肩が跳ねる。そんなに強い力じゃないけど、強制的に顔を上げさせられて、咄嗟に目を伏せる。

　でも……近づいた眞木の気配に耐え切れなくなって、そっと視線を上げると、ふっと微笑んだ眞木と目が合い……それからすぐに唇が重なった。

　優しく押しつけるキスに、そういえば前された時も優しかったなぁと思い出す。眞木ってなんか噛みつくようなイメージがあるのに……と考えてから、でも本当に噛みつかれたら引くなと、キスの最中だっていうのに、思わずふふっと笑ってしまって。

　すぐにそれを、至近距離から眞木に咎とがめられる。

「なに笑ってんだよ」

「だって、眞木のキスが優しいから、不思議だなって思って」

「不思議でもなんでもねーだろ。噛みついてほしいのか？」

「えっ」

　ニッと口の端を上げて意地悪く笑う眞木に、ギクッと身体が揺れる。

　怖い怖い怖い怖い……っ！

　眞木の風貌なら、本当にやりかねない気がして逃げようとするも、至近距離まで追いつめられている状態じゃ大きな抵抗もできないし、眞木の胸を押していた両手は簡単に片手で拘束されてしまうしで……。目の前まで迫り、楽しそうな笑みを浮かべる眞木に、『成す術すべがない』っていうのはまさにこういうことかと思った。

　窮地だ……。

「そんなびびんなくても、噛まねーよ。痛がらせるのは趣味じゃない」

　ふっと笑った眞木に、『それもそうだよね、さすがにね』と胸を撫で下ろしたのも束の間。再び重なった唇に驚いて目を見開いてから……ゆっくりと閉じた。

「……っ」

　さっきのキスとは違い、入り込んできた舌に、身体が小さくすくんでしまう。私のそれよりも少し熱く感じる眞木の舌に、口内をゆっくりと撫でられて、くすぐったいような、力が抜けるような感覚に陥る。

　はぁ……と漏れる吐息が、やけに大きく聞こえて恥ずかしい。

「お前、舌小さい？」

「え……？　ああ、そうかも。前も言われた……」

　ぼんやりした頭でついつい素直に白状してしまってから、ハッとする。

「へぇ……。前の男に？」

「……忘れちゃったけど」

　勘のいい眞木には、すっかりバレちゃっているけど、肯定するのは怖くて適当にごまかす。

　そんな私に、眞木は面白くなさそうに表情を崩してから、また近づいた。そして、あと数センチでキスできそうな距離から、俺様感たっぷりのドＳ命令を下す。

「佐野、舌出せ」

　怒っても見える真面目な顔で言われ、目を逸らす。

「……嫌。この変態」

「無理やりこじ開けられるのと、どっちがいい？」

「無理やり……？」

　聞き捨てならない言葉が聞こえて目を合わせると、そんな私を見た眞木が口角を上げる。

「選ばせてやる。……どっちにする？」

　楽しんでいる眞木が悔しくって殴りかかろうとするも、まだ片手で押さえつけられたままの両手首に気づく。あまり答えに時間をかけたら、本当にこじ開けられそうだから、観念してゆっくりと口を開けて……。

　そこで数秒止まったあと、眞木を見上げた。顔が熱い。

「無理……」

　最悪だ。恥ずかしさのあまり涙が浮かんでいた。こんなドＳ男相手に屈服するなんて嫌なのに、この手のことに慣れていない私には、眞木の要求はハードすぎて応えられない。

　悔しくなりながらも涙目で見上げる私に、眞木はふっと満足そうな笑みを浮かべて。「その顔、すげー好き」とか言いながら、唇を合わせた。

　そういえば、眞木、私の泣き顔が好きだとか言ってたっけ。

　やっぱりそういう気質があるんじゃない。この変態・俺様・ドＳ男が。










意外な訪問者




　インターホンの音が眞木の部屋に響く。

　なんだろう。宅配便とかだろうか。元カノと鉢合わせとかは勘弁してほしい。

　そんなことをぼんやりとしか働かなくなった頭で考えながらも、中断されるであろう行為に、少しだけホッと胸を撫で下ろしていたのに。

「眞……っ、待……んぅ……っ」

　中断する気をこれっぽっちも見せずにキスを続ける眞木に、腕の中で暴れる。

　いつの間にか手首をつかんでいた手は外れていたから、両手を使って眞木の胸をグッと押すと、そこでようやく眞木が離れた。

「なんだよ」

「インターホン鳴ってるでしょ！」

「別にいい。どうせ勧誘とかだろうし」

「よくないよっ。二度も鳴らすんだからそれなりの用かもしれないし、一応出ないと」

　もう一度、ピンポーンと鳴ったインターホンの音に言うと、眞木は渋々といった感じで立ち上がる。そして不機嫌そうに玄関に向かった。

　もしも本当に勧誘だったら怒鳴りつけそうだけど、大丈夫だろうか……。

　そんな心配をしつつも、今までしていたキスの余韻というか後遺症みたいなものに、はぁーっと深いため息をつく。危なく流されるところだった。

　部屋まで来て、もったいぶるつもりもないけれど……それにしたってマズかった。キスだけでわけがわからなくなるほど、思考回路を溶かされたことなんて、今までなかったのに。

　今までしていたキスと、眞木の香りや妖美な笑みを思い出すと、穴を掘りたくなる。

　だけど、そんなわけにはいかないから、眞木が部屋に戻ってきた時、少しでも冷静でいられるようにと深呼吸を数回していた時。

　眞木がドアを開けた音がして……聞こえてきた声に、耳を疑った。

「眞木さん……突然ごめんなさい」

　私の場所からは玄関は見えない。でも……二十年以上、聞いてきた声なんだから、間違えるわけがない。

　明らかに朋絵の声だった。

　なんで朋絵が……と疑問が浮かぶと同時に、胸が不穏な音をたてる。

「ここ、どうやって調べた？　木原を呼んだことはなかったはずだけど」

　眞木の声に怒りが含まれていると感じるのは、気のせいではないと思う。行為を中断されたことに対してか、アポなし訪問に対してかはわからないけれど。

　黙ってしまった朋絵に、眞木が続ける。

「まぁ、いいけど。どうせ社員名簿を覗き見るなりしたんだろ。社内の人間に、ここを教えたことねーし。で、なんの用？」

「あの……私、眞木さんにどうしても謝りたくて……」

　朋絵の言葉を聞いて、ああそういえば、眞木は一応、朋絵にフラれたことになるんだっけ、と思い出す。あのショッピングモールで、私と一緒に恋人に裏切られたんだ。

　でも、眞木はもとから朋絵に気持ちがあったわけじゃないらしいし、もうお互い様だなんていうのは私の勝手な考えで、朋絵からしたら確かに謝らなくちゃいけない行為ではあったと思う。

　仮にも付き合っている人の前で、ほかの人を選んだわけなんだから。

　今謝りに来るってことは、眞木と朋絵の関係は、あのショッピングモール以来、ずっとあのままだったのかと少し不思議に思った。謝るなら、もっと早くてもよさそうなものなのに、と。

　慎司はあの場で謝って、私も一応了承したからそこで関係は終わっていたけど、朋絵はあの時、眞木となにも話さなかったわけだし。

　今さらの謝罪を不思議に思いながらも、眞木のことだから一蹴してすぐドアを閉めちゃうんだろうな、なんて聞き耳を立てていると、朋絵が続ける。

「あのあと、ちーちゃんと付き合い始めたって噂で聞いて……本当なの？」

「本当だけど」

　ぴしゃりと言い切った眞木。

　そのまま少し沈黙が流れてから、朋絵の声が聞こえてきた。

　声が震えて聞こえるから、緊張しているのか……もしかしたら泣いているのかもしれない。

「私、三坂さんにそそのかされて……眞木さんと付き合ってるって言ったのに、全然諦めてくれなくて……。眞木さんも私にあまり優しくしてくれなくて不安になってた時だったから、それで流されてあんなことになっちゃって……」

　思わず耳を疑いたくなった。

　私は慎司と朋絵のやり取りを、実際に見ていたわけじゃない。でも……私の知る限り、慎司はそんな人じゃない、と無意識に顔をしかめていた。

　そそのかすなんてことあり得ないのに、なんでそんな言い方……。

「後悔してるの。あの時、三坂さんに言われるまま流されちゃったこと……っ。私、本当は今でも眞木さんが好きなのに……」

　眉を寄せたまま、微動だにできなくなる。朋絵がなにを言っているのかがわからなくて。

『顔だけでしょ、眞木さんて』

　そう言ってたのに、好きってなに――。

「眞木さんが、好きなの……」

「だから？」

　冷たい笑いを含んだような声にハッとすると、眞木が言う。

「だから佐野と別れて、木原と付き合えって？　バカじゃねーの。あいつから男取っておいて、よくそんなこと言えるな。正直、神経疑う」

　吐き捨てるように言った眞木に、朋絵は一瞬黙ったあと声を荒らげた。

「私っ、そんなつもりじゃ……っ」

「じゃあ、どういうつもりだよ。三坂取って、次は俺を取ろうって？　ふざけんな」

「どうして!?　私が告白した時は、応えてくれたじゃない！　ほかの誰の告白も受けなかったのに、私だけ……私のこと、少しは好きだったからでしょう？　だったらっ」

「俺は〝別にいいけど〟って答えただけだろ。木原を好きだなんて言ってないし、好きだと思ったことも一度もない。あの時、木原の告白に応えたのは、ほかに理由があったからだ」

　ハッキリと告げた眞木に「ほかの理由って……」と朋絵が聞く。

「木原が三坂に言い寄ってるところは、何度か見てた。それなのに俺に告白してくる意味がわからなかったけど、なんか事情があるなら面白そうだと思って受けただけだ。それに、木原が佐野のいとこだってことは知ってたし、それきっかけで佐野に近づけるかもしれないとも思ったから」

　ひと息置いてから「佐野に興味があったからで、木原に気持ちは一切なかった」と言った眞木に、一瞬、時間が止まった気がした。

　だって……どういうこと……？

　知らない情報ばかりが出てきて、理解が追いつかない。

　信じられない思いでいる中、眞木が続ける。

「あの日、佐野から三坂を奪っていった木原を見て、なんで俺に告白してきたのかがやっとわかった。佐野に見せつけるためだったんだろ？　社内で人気の高い男、片っ端から狙ってたみたいだし」

　知らなかった事実がどんどんと……しかも眞木の口から出てきて驚く。

　でも……眞木の話が本当なら。慎司は朋絵に利用されたってこと？　私が気に入らなくて悔しい思いをさせたいっていう、朋絵の勝手なワガママに……？

　眞木は、なにか勘づきながらも、朋絵の告白を受けて自ら利用されてたの……？

　眞木は嘘をつくような男じゃないから、きっと今言っていたのは事実だ。

　つまり慎司は、朋絵に騙だまされてほだされて、それで私をフッたのか……。

　二年も付き合った私の想いじゃなくて、朋絵の演技の想いを取ったのかと思うと、慎司をまったくバカな男だなとも思ったけれど……。

　それよりも、朋絵に対するイラ立ちのほうが大きかった。

　慎司が悪くないとは言わない。自業自得だ。

　でも、慎司を好きでもないのに、私を見返すためだけに騙した朋絵の気持ちは、これっぽっちもわからないし、正直、軽蔑すらしてしまっていた。

　怒りが渦巻く中、今まで私が見てきた朋絵って誰だったんだろう……と、ふと思う。

「違う……っ、私、本当に眞木さんのことが――」

　眞木は、朋絵の必死な言葉を聞き終わる前に言う。

「言っただろ。俺は木原に好意を持ったことなんかないって。それどころか、マイナスのイメージしかない。佐野を勝手にひがんで傷つけて……」

　そこまで言ってから、眞木はひと呼吸置いて。

「俺が殴りかかる前に早く帰れよ。もう二度と来るな」

　低い声で威圧するように言った。

　直後、バタンとドアが閉められ、鍵がかけられる。

　おそらく、朋絵が立ち去る前に眞木がそうしたんだろうと思っていると、眞木が部屋に戻ってきて、隣に座った。

　その様子をぼんやり見ていると、名前を呼ばれて、ハッとして笑顔を作る。

「あ……なんかごめんね、うちのいとこがお騒がせしちゃって」

「佐野のせいじゃないだろ」

「そうだけど……」と呟いたまま、なにも言えなくなってしまう。

　聞いた話が衝撃的すぎて、なにから処理すればいいのかわからず頭が混乱していた。受け入れればいいだけなのに……それが難しくてなかなか整理できない。

　つまり、朋絵は眞木も慎司も好きじゃなくて。眞木を彼氏にしたのも、慎司に取り入ったのも、全部は私を悔しがらせるため。

　そして眞木がそんな朋絵の告白に応えたのは……と、そこまで考えて、顔をしかめて眞木を見た。

「朋絵が眞木を利用しようとしてるってわかっていながら、なんで告白に応えたの？　眞木、人の修羅場とか興味ないでしょ？　なのに面白そうだからなんて、らしくない」

　不思議に思って聞くと、眞木は飄々として答える。

「あんなの嘘に決まってるだろ。ただ、本当の理由を木原に話す必要もないと思ったから、適当に言っただけだ」

　眞木でも嘘をつくのか……ということに驚きながらも、〝本当の理由〟のほうが気になっていると、眞木が説明してくれる。

「木原が三坂に言い寄ってるのも知ってたけど、その三坂と付き合ってんのが佐野だってことも知ってた」

「……え？　知ってたって……なんで？」

　私と慎司のことは、会社の人は誰も知らなかったはずなのに……と驚くと、「前から知ってたんだよ、佐野のこと」と眞木が言う。

「今年のバレンタイン、会社に入った途端、知らない社員に出入口辺りでチョコを渡されたんだけど。そん時に、佐野、すげー興味なさそうな顔で、俺らの横通っていっただろ。『おはようございます』って冷めた声で言いながら」

「ああ……そんなこともあった気がする……。だって、これから仕事って時だったし」

　朝一番、しかも会社の出入口でそんなことしてるから、通るのに邪魔だと思った覚えはある。確か、その子が眞木にチョコを渡しているのを、遠巻きにキャッキャ言いながら見守っている女性社員もいたから、その学生みたいなノリについていけなくて、朝からよくやるなって呆れてしまって……。

「俺も、朝から足止めされて、挙句もじもじされて面倒に思ったけど、佐野があまりに興味なさそうな顔して通っていったから、よく覚えている。なのに、その日の会社帰りに見かけた時には、自分もしっかりチョコ渡してるし」

　気に入らなそうな笑みで言われ、そろっと目を逸らす。

　……それも事実だ。

「それ見て、付き合ってる男にだけは、ああいう顔見せんのかって思って、それからなんとなく佐野のこと見てたら、いつの間にか佐野の姿を目で追うのが日課になってた。どんなヤツなのかが気になって、見かけるたび眺めてた」

　思い出されるのは、今年のバレンタインデー。

　迷惑そうに見た相手が眞木だったのは知らなかったけど、会社から少し離れた場所で慎司にチョコを渡したのは覚えている。

　社内で渡そうとは思わなかったし、翌日は慎司が出張で朝早いって話だったから、特にご飯を一緒に食べるとかいうわけでもなく、チョコだけ手渡した。

　一応、会社から離れた場所を選んでの行為だったのに……まさか見られていたなんて思わなかった。しかも眞木に。

「いつだったか、食堂で見かけた時、同僚が恋愛系の噂話がどうのってやたら楽しそうに話しかけてんのに、それを聞く佐野があまりに冷めた顔してたから、それ見ておかしくなった」

　小谷先輩のことだ……とすぐにわかり、苦笑いが漏れる。

「先輩なんだけど、ちょっと恋愛系の噂に異常反応を示す人だから」

「そんな冷めた顔するヤツが、三坂のことはそういう意味で好きっていうのが想像できなかったし、佐野が恋人にはどんな顔するのか知りたいと思うようになった」

　ハッキリと言われ、思わず黙ると、眞木が一拍置いてから続ける。

「そういう、もとからあった興味が、佐野と話すうちに変わってって……お前が三坂と木原の噂聞いて泣いた時に、あー、佐野のこと好きなのかって思った。お前が泣いてる時も笑ってる時も、全部、そばにいたいと思った」

　突然、そんなことを言われ、戸惑って目を泳がせていると、眞木がふっと笑い……そして、また真面目な顔に戻る。

　眞木の部屋は静かで、たまに前の道路を通る車の走行音だけが聞こえていた。

「佐野の相手が三坂だって知ってずいぶん経った頃、木原が三坂に言い寄ってるのをたまたま見かけた。三坂は佐野と付き合ってるくせに、まんざらでもなさそうだし、木原は三坂に言い寄ってたくせに、俺に告白してくるし……。意味がわからなかった」

　呆れたような笑みをひとつこぼした眞木に、同じような表情を返す。

「それで、よく告白受ける気になったね」

「木原が告白してきたの、三坂に言い寄ってた翌日だったからな。さすがになんか裏があると思ったし、なにもなかったとしても、それくらい軽いヤツなら『やっぱり無理だった』ってフッたとしても、気にならねーし。少し監視しようと思った」

　そこまで言った眞木が、私をじっと見つめる。

「木原がなにしようが、結局は三坂と木原のふたりの問題だし、止めようとは思ってなかった。でも、それがバレた時、もしかしたら普段あんな冷めた顔してるお前がひとりで泣いたりすんのかなって考えたら、それは嫌だと思ったから」

　眞木の言葉に……ああ、そうだったのかと思う。

　慎司に別れを告げられて泣いていた時、眞木はずっと隣にしゃがんでいてくれたけど……そんなことを思ってくれていたからなのか。

　知らなかった優しさをまたひとつ見つけ、胸が締めつけられる。

「そうだったんだ……」

「言ってほしかったか？　木原が仕組んだことだって。三坂がお前に別れを切り出した時に」

　眞木を見ると、「そうしたら、今は変わってたかもしれない」と言われ……まっすぐに見てくる瞳をしばらく見つめ返したあと、微笑んで首を振った。

「ううん。眞木が言ってくれたところで、きっと慎司の答えは変わらなかったから。ちょっとしたケンカではすぐに謝るくせに、大事な気持ちは絶対に曲げないの。だから、これでよかっ――」

『これでよかったんだよ』と言いかけて、ハッとする。

　いいわけがない。だって慎司は騙されたままなんだから。

　そういえば、今日慎司に会った時、なにか言いたそうにしてたけど、あれってなんだったんだろう。もしかしたら朋絵のことをなにか聞きたかったんじゃ……？

　そんな風に思ったらいても立ってもいられなくなって、バッグの中からスマホを取り出して……眞木を見た。

「……お願いがあるんだけど」

　スマホ片手に一応お伺いを立てると、眞木は顔をしかめながらため息を落とす。

「どうせ俺がやめろって言ったところで、帰ってからかけるんだろ」

「それはわからないけど」

「いいよ。連絡するなら早くしろ。知らないところでされると気になるし、イライラするから、まだ目の前でされたほうがいい」

「ありがとう」とお礼を言ってから、慎司の番号を呼び出す。そして電話をかけたけど……長いことコールしてもなかなか出なくて、不発に終わった。

「出ない……」

　でも、たとえ繋がったところで、朋絵に騙されているなんて私が言っても、信じないんじゃ？とか、そもそも騙されていたとしても慎司の自業自得だし、今さら私がしゃしゃり出ても……なんて考えながらスマホを下ろした途端。

　横から伸びてきた手に、グッと肩を押されて、そのまま押し倒された。

　驚いて見上げると、そこには私に覆いかぶさるようにしている眞木がいて……熱いもののこもった瞳で見下ろす眞木に、部屋の雰囲気が、一気に朋絵が訪ねてくる前の甘ったるいものに変わる。

「な、に……？」

　ドキドキと身体の内側から急かすように響く音。

　それをごまかすように平静を取り繕って聞くと、眞木はそんな私をじっと見つめた。

　男の目をした眞木に、胸が大きく跳ねて……そのまま、忙しく動きだす。

「お前の頼みを聞いてやったんだから、次は俺の番だろ」

「な、なにそれ。今の電話は交換条件とかじゃないでしょ。それに繋がらなかったし」

「関係ない」

　俺様ぶりを発揮する眞木に呆れつつも、どうしていいのかわからずにいると。眞木の指先が、ふいにお腹の辺りに触れて……身体のラインを辿るように上になぞられる。

「それに、これは俺が育てた身体なんだろ？　だったら俺がどうしようが俺の自由だ」

　どういう理屈だ！と思いながらも、胸の上を這はう眞木の手に身体が反応してしまって、びくんと肩がすくんだ。

　甘ったるい空気が、肌にまとわりつくようだった。

「育てたって……」

「お前が言ったんだろ。この身体の半分は俺の作ったもんでできてる、って」

　眞木の言葉に、そういえばそんなこと言ったっけ、と思い出す。

「でもっ、そんなつもりで言ったんじゃなくて……」

「往おう生じょう際ぎわが悪い。もうお前がどれだけ抵抗したところで、この部屋に入った時点で、俺のもんになるのは決まってるんだから観念しろよ」

　ストレートに言う眞木に、言葉が出ない。往生際が悪いって言われれば、確かにそうだ。この部屋に入った時点でってことも、私だってわかっている。けど、いざこうなってみると恥ずかしくて……いても立ってもいられない。

　〝恋人〟の空気が、恥ずかしくてたまらないのに……嫌じゃない自分に困惑する。

「……変態的なことしない？」

　チラッと見上げながら聞くと、眞木はふっと意地の悪い笑みを浮かべて、大きな手で私の頬に触れる。

「どうかな」

「じゃあ、痛いことはしないで。あと……私が嫌だって言ったらやめて。恥ずかしくて耐え切れなくなる恐れがある……」

「お前が本気で嫌だって言ってるって、俺が判断したらやめてやる」

　言葉は返ってくるのに、ちっとも安心する答えがもらえなくて戸惑う。

　けれど、それを見た眞木が、柔らかい微笑みを浮かべたりするから……今したお願いなんて、もうどうでもよくなってしまった。こんな風に愛しそうに見つめて微笑む眞木に望むことなんて、もうないように思えたから。

　微笑みを浮かべたまま、眞木が近づいて唇を重ねる。徐々に深まっていくキスに私も応えて、眞木を受け入れる。私の気持ちも、眞木にきちんと伝わるように。

　身体を這っていた手が服の中に入り込んで、眞木の手の体温が直じかに肌に伝わってくる。私よりも熱い体温が肌をすべるのが気持ちよくて、服を脱がされた身体のまま眞木に手を回して身体をくっつけた。

　いつもは口論に近い会話ばかりしているから、今の静かな空間がなんだか不思議だったけど、次第に我慢できなくなり、漏れるようになった自分の声に沈黙は埋められていって。

　恥ずかしさのあまり、「もうやだ」って言ったのに、眞木はこれくらいで？とでも言いたそうな顔だけして、無視して行為を続けるっていう約束違反を平気で犯す。

「や……っ、やめるって約、束……っ」

「お前が本当に嫌がったらな」

「やだ、ってば……っ、あ……やぁ……っ」

　何度も首を振る私を楽しむように、眞木は指や舌で身体に触れ続けて、私がぐったりして涙を流したところで、ようやくそれをやめた。

　再び私を組み敷くような体勢になった眞木が、満足そうな笑みを浮かべてキスしてくるから、キスしたまま「変態」と文句を言う。抜けない快感に身体が震える。

「お前が悪いんだろ。普段とのギャップっつーか、やたら可愛く啼なくから、そんなの見せられたら嫌だって言われたところで、止めらんねーし」

「……どうせ、普段は可愛くないし」

　まだ呼吸が整わない中、そう返すと、またキスされる。

　そして、真剣な瞳をした眞木に射止められた。

「普段も可愛いに決まってんだろ」

　眞木がこんな甘い言葉を言うなんて、社内の誰が想像できるだろう。眞木はさっき普段とのギャップだとか言ってたけど、今の眞木こそ、そのいい例だ。

　完全に、撃ち抜かれてしまった。

「普段甘えてこないのに、今は甘えられてるっつーか。意地とかそういうの、全部はぎ取った佐野が見られてるみたいで嬉しい、ってことが言いたかっただけだ」

　呟くように「……こんな風に」と言った眞木が、今までとは比べものにならないほどの快感を私の身体に埋め込むから、思わず眞木の身体に抱きつくと。

「ほらな」と微笑まれる。〝愛しい〟とでも聞こえてきそうな瞳で見つめてくる。

　そんな眞木の首に腕を絡め、私から唇を合わせた。

　やっていることはドＳだし、おまけにしつこいし、次回からはもうちょっと事に及ぶ前に約束事を増やそうとも思うけど。眞木が私を想ってくれているのが全身から伝わってくるようで、嬉しくてたまらず泣きたくなった。

　私が本気で嫌だとは言っていないだとか、そんなことを眞木が語っていたのを思い出して。確かにそうかもしれない、と自分に呆れて笑いそうになりながら、眞木をしっかりと抱きしめる。

「ちとせ……」と耳元で囁ささやかれ、目尻にたまっていた涙が落ちる。かすれた声と押し殺したような息遣いに鼓膜を甘く震わされ、そこからトロトロと溶けていくかと思った。胸の奥の柔らかい部分が、キュッとつかまれたみたいに締めつけられる。

　なんとなく好きなんだろうな、くらいでずっと核心に触れなかったけれど。目の前の眞木に、なんだもうしっかり深いところまで恋に落ちてたのか、と今さらながら実感した。

　私は、眞木が好きなんだ。
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　身体から抜けてくれない余韻に、ずいぶん長い間ぼーっとしてから、ベッドに入ったまま手を伸ばしてスマホを取る。

　不在着信を知らせるランプに気づき、着信履歴を確認すると、慎司の名前が残っていた。

　着信があった時間は、二十一時四十分。今から三十分前だった。

　ベッドにうつ伏せたまま、枕を顎あごの下に入れて台代わりに使いながら、スマホを操作する。

　部屋には、ベッドサイドに置いてある小さなライトだけがつけられていた。オレンジ色の柔らかく小さな光が、白いベッドに伸びて影を作り、シーツのシワまで照らす。

「三坂？」

「うん」

　隣で聞いてくる眞木に頷いてから、電話は返さずにメール作成に移ると、また「三坂に？」と聞かれるから、おかしくなりながら首を振る。

　そんなに気にせず、いつも通りドカッとかまえてくれてていいのに……と思うけれど、執拗に詮索されても嫌な気分にはならなかった。

「違うよ。家に。遅くなるって連絡入れておかないと心配するから。こんなでも一応、女の子だから」

　ふざけて言った私に、眞木はふっと笑って。

「充分、女だろ」と、布団の下の、まだなにも身につけていない身体を撫でる。

「やめて。メール打たなきゃなんだから」

「心配しなくても帰りは彼氏に送ってもらうから、とでも打っとけ」

「……やだ。うちの母親そういう話すると、すごい食いついてくるから、彼氏とか家では禁句だし」

　小谷先輩まではいかなくても、そっち寄りだ。

　折りたたんだ自分の片腕を枕代わりにしている眞木が、意外そうに言う。さっきまでのことがあるせいか、眞木の表情がやたらと甘く見えてしまって困る。

「へー、佐野はそんな感じないのにな」

「だからじゃない？　普段、私が全然そういうこと言わないから、余計ガンガン来るんだと思う。親戚の集まりとかあると、私が恋愛相談してこないのがつまらないって、叔父さんとかに愚痴ってるし」

　ご飯がいらないってことは会社を出る時に連絡したから、今は帰りが遅くなるってことだけメールする。

　それから画面に残ったままの不在着信と向き合って……唇をキュッと引き結ぶ。

「朋絵のこと、言わないほうがいいのかな」

　ポツリと呟くと、眞木はため息を落としてから「人それぞれだろ」と答えた。

「俺だったら、関係ないヤツがなんか言ってきても、聞く耳持たねーな」

　そう言ったあと、眞木が寝ていた状態から上半身だけ起こす。

　今まで布団に隠れていた裸の上半身が露わになり、さっきまでの行為の余韻も手伝って、鼓こ動どうが少しだけ速度を上げた。

「ただ、三坂は、お前になにか話があるっぽかったんだろ？　もしかしたら勘づいてて、お前に確認したかったのかもな」

　背中を壁に預けた眞木が、視線を私に落とす。

「けど、自分からフッておいて、次の女の相談を持ちかけるなんて最低だとか思い直してなにも言わなかったんだろ、どうせ。あいつ、変にプライド高そうだから」

「……まぁ、そうかもね。何事においても、『こうでないと』っていう理想を掲げる人だったし。だから、朋絵に惹かれながらも、彼女のいとこを好きになって乗り換えるなんて最低だって、私とだらだら付き合ったんだろうし」

　慎司も結構、頭がガチガチだったんだなぁと今さら思う。

　相手が誰でも、惹かれてしまうのは仕方ないことなのに、世間体や理想に縛られて苦しんでいたのかもしれない。もしかしたら、案外不器用だったのかな。

　スマホを手にしたまま、持ち上げていた頭を枕にくっつける。

　ふわふわした感触に、眞木はキレイ好きだし、枕とかもきちんと定期的に干しているんだろうなぁ……と考えていると、「考えてみると、お前結構ひどい目遭ったよな」と、声が降ってくる。

　うつ伏せたまま視線だけ上げると、眞木が呆れたような笑みを浮かべていた。

「考えるまでもなく、ひどい目に遭ったんだよ。フラれるのは仕方ないにしても、その直後にいとこと付き合いだすとか……親戚にバレたら、やっぱり結婚するなら朋絵みたいなタイプだってことだろう、って笑い者にされそう」

　同い年で同性のいとこって、本当に面倒臭い。

　はぁ、とため息をつくと、直後、眞木の大きな手が頭に落ちてきた。

　撫でるというよりは、半分叩かれてるんじゃないかってくらいの勢いで頭に着地した眞木の手が、そのままぐりぐりと髪をぐちゃぐちゃにしながら撫で回す。

「もしそんなこと言うヤツがいたら、お前に謝るまで殴りつけてやるから心配すんな」

「……心配するよ。私の親戚を殴らないでよ」

「親戚もなにも関係ねーだろ。俺はお前が傷つけられんのを、黙って見てられるような男じゃない。『こうじゃなきゃいけない』なんて変な理想も持ってねーし、俺がしたいようにする」

　慎司のことを遠回しに言っているのがわかって、思わず苦笑いをこぼした。頭に乗ったままの眞木の手が心地いい。

「じゃあ、眞木がもし朋絵に惹かれたら、私はすぐにフラれるわけね。慎司みたいにゴチャゴチャ考えながら、私と付き合い続けたりしないんだろうし……って、ちょっと怒らないでよ。そっちが先に、慎司を比較対象として出したんでしょ」

　睨みつけてくる眞木に反論すると、グッと頭を枕に埋められる。苦しいってほどでもなかったけど、暴力反対だと責めてやろうとして……隣にいたはずの眞木の姿が消えていることに気づく。

　正確には本当に消滅したわけではなく、私の上に移られたってだけだけど。うつ伏せのまま背後を取られて、眞木の顔を見ることさえできない。

　眞木の膝ひざが、割るように足の間に入るからビクッと肩がすくんだ。

「俺は木原に特別な感情を持ったことなんかないって、本人にも言ったし、お前もわかってると思ってたんだけど……俺の勘違いだったのか」

「だから、わかってるってば。冗談でしょ、冗談。言いすぎたから。ごめん」

　なんかマズい気がする。

　さっきまでと雰囲気が変わったのを瞬時に感じ取り、慌てて謝る。

「そういう冗談は好きじゃねー」

「眞木が最初に言いだしたんじゃないっ」

「俺が言っても、お前は言うな」

　この時点で、もうわかっていた。

　眞木は多分、本気で怒ってるんじゃない。慎司がどうの朋絵がどうのって言葉に、怒ったように見せているのは……ただの口実だ。

「なにそれ、横暴すぎ……ちょ……っ、もう触らないでってば……っ」

「俺がお前を好きだって気持ちを、お前に疑われんのは気に入らねーんだよ。平気で木原に乗り換えるなんて思われてるなら、そうじゃないことをわからせる」

　だって、眞木の声は楽しさを含んでいるし……なにより、私に触れだした指先は、言葉からは考えられないほどに優しいから。

「ん……っ」

　熱く感じる指先と唇が背中を這い、くすぐったさに身をよじる。うつ伏せ状態の私のお腹辺りに回った腕に、グッと身体を持ち上げられる。腰だけ上げている状態に恥ずかしくなって抵抗を試みたけれど、お腹をがっしりと片腕で抱いたまま、上から覆いかぶさっている眞木のせいで身動きが取れない。

　眞木は現場でも働いているだけあって、ガッチリした身体つきをしている。流行りの細マッチョとはまた違って、しっかり筋肉がついている……から、力で敵うはずがなかった。

　第一……こんな風に、熱のこもった身体を密着させられてしまえば、抵抗しようなんて考えは消えていく。

　チラッと振り向くと、恋人の顔をした眞木が口の端を上げていて、その甘さに身体の真ん中がズクンと重くなる。自分の身体にスイッチが入ったのがわかって、諦めた。

　せっかく、余韻から覚めたっていうのに……見事に逆戻りだ。

「どうせ、なに言ってもやめる気なんかないくせに……」と観念すると、眞木は満足そうに笑った。

　眞木の指先にすぐに反応してしまう、さっき散々慣らされた身体が恨めしかった。

　充分すぎるくらいに溶かされて肩で息をしている私に、眞木が背後から覗き込むようにして唇を合わせる。そして「思い知れ」と妖美な笑みを浮かべて私に溶け込んだ。

　そのまま本当に思い知らされるハメになった私が、【終電逃したから、友達の家に泊まって明日帰る】と自宅に連絡したのは、言うまでもない。










重なる影




　たとえ、眞木と付き合い始めて『恋愛に関しては順じゅん風ぷう満まん帆ぱん』と言っても過言ではない状況だとしても。私はそれを前面に押し出して、のろけた覚えなんてない。むしろ、〝付き合ってる〟っていう事実以外はどんなに小谷先輩がしつこくても、なにひとつ口にしていない。幸せ自慢なんてもってのほかだ。

　それでも恨みを買ってしまうのだから、恋愛感情って一歩間違えるだけで、簡単に凶悪化してしまうものなのかもしれない。




　眞木の部屋に泊まった、五日後の水曜日。仕事を終えて会社を出たところで、こちらを睨みつけてくるひとりの女性に気づいた。

　十一月半ば。十八時前の空はもう暗く、どっぷりと夜の色をしていた。

　ぴゅっと吹く風に、コートを着てきてよかったと思う。

　私を睨むように見ている女性も、スーツの上にコートを羽織っていた。

　うちの会社の社員ではないのに顔を知っていたのは、最近よく私を睨んでいた人だったから。最近、というのはもちろん、眞木との噂が流れ始めてからを指す。

　総務グループとは直接関わりはないけれど、よくうちの会社に出入りしている営業の人だ。包装グループに毎週のように来ている、デザイン会社の人。新商品のラベル作りのプレゼンとかで来ているのだろう。

　外部の人を社内に入れる時には、必ず案内人がつくことになっていて、私や小谷先輩がその役割も担っている。

　この人も何度か案内したことがあるから、名前も覚えている。確か、〝ＳエスＷダブリューデザイン企き画かく〟の井い川がわさんって人だ。

　睨まれる理由なんてひとつしか思いつかないから、まぁ……つまり、そういうことなんだろう。そう思いながらも、スルーできるならそうしたいから、会釈だけしてその人の前を通り過ぎようとして。

　直後かけられた「佐野さんですよね」っていう言葉に、ああやっぱりダメかとこっそりため息を落とした。

　振り向くと、相変わらずのきつい眼差しと目が合った。

　茶色いショートの髪。身体の線も細くてスラッとしているから、ボーイッシュな雰囲気ではあるけれど、二重で大きな瞳は愛らしく、女性らしさもある。

　何度も睨みつけられたとはいえ、それに加えてキレイな人だったから、私も記憶に残っていたのかもしれない。

　会社前の通りは大きいけれど、今の時間、人通りはあまりなかった。

「そうですけど」

　十中八九、用件が眞木関連だということはわかっているだけに、『なんの用ですか？』とは聞かずに向き合うと、井川さんが自己紹介を始めた。

「私、ＳＷデザイン企画の井川っていいます。隼人くんと……中学から大学まで同じでした」

「あ、そうなんですか……」

　じゃあ、眞木とは友達とかそういう仲になるんだろうか。

　そのままじっと彼女を見ていると、井川さんが続ける。

「こちらの会社に来るたびに聞く噂だと、今、隼人くんは佐野さんと付き合っていて、ふたりもそれを認めているそうですけど……本当なんでしょうか」

　最近、よく出入りしていたから、そんな噂を耳にしたんだろうか。普通だったら社内の噂話なんて、外にまで漏れない。相手が眞木ってだけで、こうも違うのか……と嫌気が差す。

　そろそろ噂も収束してくれないと眞木がかわいそうだし、そのうちキレだす恐れがある。

「はい。噂通り、付き合ってます」

　頷くと、井川さんが面白くなさそうに顔を強張らせた。

「……なんで、佐野さんなんですか？」

　突然の問いに、キョトンとしてからゆっくりと首を傾げた。

「……さぁ。それは眞木に聞いてもらわないと、私もわかりませんけど」

「どっちから告白したんですか？」

「そこまで答える義務はないと思いますけど」

　すごいグイグイ来るな……と思いながら、続ける。

「あの、つまり井川さんは私と眞木が付き合ってるのが気に入らない、ってことでいいですか？　もっとも、気に入らないって言われたところで、私にはどうすることもできないですが」

　このまま質問され続けるのも面倒だと思い、本題をハッキリさせようとこちらから問いかける。

　井川さんは、そんな私の失礼な態度に、驚いた表情を浮かべて……それから眉を寄せた。

「隼人くんが昔付き合ってた人を、佐野さんは知ってますか？」

「ああ……大人しい子だったって聞いてますけど」

　確かあまり自分の気持ちだとかを言葉にしない子だったから、眞木もわかってあげられなくて別れたみたいなことを言っていた気がする。

　頷いた私に、井川さんは顔をしかめたまま、「それ私です」と答えた。

「それって……え、眞木が付き合ってたっていう大人しい子が、井川さんってことですか？」

　まさか、と信じられない思いで聞くと、井川さんが深く頷く。

　でも、井川さんは見る限り、大人しそうには見えない。大人しければ、私にこんな風に不満を伝えには来ないだろうし……と思うものの。思いつめた表情からは、嘘をついているようにも思えなくて、じゃあ本当なのか……と驚く。

　いつ付き合っていたのかは知らないけど、井川さんは眞木と別れてから性格が変わったってことなんだろうか。

　じっと見ている先で、井川さんが目を伏せる。

　吹きつけてくる風が冷たい。

「私が隼人くんと付き合ってたのは、大学四年生の時の、夏から数ヵ月です。私は高校の頃からずっと憧れてたから、告白して応えてくれたことはすごく嬉しかった。だから……寂しいだとかそういうことを言って、隼人くんに面倒がられたくなくて、自分の気持ちはほとんど伝えませんでした」

　急に始まった昔話に、どうすればいいのか少し悩む。

　付き合っていたことを聞かされたところで、どうにもできないし、眞木以外の人からこんな話を聞くのも、眞木の過去を無断で覗いているみたいに思えて嫌だった。

　冬の温度になりつつある風が、街路樹をサワサワと揺らす。

「でも、それがダメだったみたいで……隼人くん、私の気持ちがわからないって、数ヵ月後に『別れよう』って言ってきて。その時、初めて隼人くんに対して別れたくないって本心を必死になって伝えたけど、隼人くんはそれを受け入れてはくれなかった」

「そうですか……」

「私、昔からそうだったんです。隼人くんの前に付き合ってた人にも、同じように聞き分けよく接してたから、『感情がないみたいで気持ち悪い』って言われて……それで、隼人くんにも……」

　悔しそうに唇をきつく結ぶ姿に、ふいに朋絵が重なる。

　朋絵もそんなタイプだったなぁ、と昔のことを思い出した。

　嫌なことを言われてもなにも言い返せなくて、家に帰ってから泣いたり、ひとりでなにかに耐えるように黙り込んでいたり。

　親戚の集まりの中で、同じ歳、同じ性別ってこともあって、毎回のようにいろんな面で大人たちが比べていることを、私も朋絵も知っていた。

　大人は私たちが気づいていないと思って、好き勝手言っていたみたいだけど、子供は大人が思うよりもずっと敏感だった。そういう部分は容姿よりも大人びているから。特に女の子なんてそうだ。

　小学生の頃には、比較するような言葉にうんざりする程度には、その内容が理解できていた。

『朋絵ちゃんのほうが女の子らしい』『朋絵ちゃんのほうが物腰が柔らかい』『朋絵ちゃんのほうが性格が穏やか』

　私が、朋絵を賞賛する言葉ばかりを覚えているのと同じように、朋絵はきっと、私を褒める言葉ばかりを記憶しているのだと思う。

　中学生の頃からすでに勝気でひねくれていた私は、親戚に対しても、『いい歳した大人のくせに子供相手にナイフみたいな言葉を笑いながら言うのか』とか、『楽しそうな顔で親戚の子の批評って……』とか、冷めた目で見ていたけど。

　そんな私とは違って、朋絵は素直に大人の言葉をそのまま聞き入れ、耐えてきたんだろう。

　そういう部分で要領のいい私が、適当に『はいはい、ですよねー』なんて右から左に流していた言葉を、朋絵はしっかりと受け取ってしまって……。だからあんな風に爆発してしまったのかもしれないなと、井川さんの話を聞きながら思った。

　穏やかな風が井川さんの短い髪を揺らすのを、朋絵のことを思いながらぼんやりと見ていた。

「私、隼人くんに言ったんです。ちゃんと本心言えるような女に変わるから、別れるのは待ってほしいって。必死になってお願いした私に、隼人くんは『そういう問題じゃない』って言ったのに……結局は佐野さんみたいな人を選んだ。私だって、この三年間、ずっと変わる努力をしてきて、ここまで変わったのに……っ」

　きつく睨みつけてくる井川さんに、まるでこの間の朋絵だなと思う。

　社内にもかかわらず、眞木や慎司の名前を挙げて、そのうえ、私のことを嫌いだと怒鳴るように言った朋絵みたいだ。

『ずっと努力してきたのに』

　多分、その言葉は井川さんにも朋絵にも言えることだ。人知れず、ただ努力してきたのに、ちっとも思い通りにいかなくて、それで感情をコントロールできなくなって。

　やるせない気持ちに耐え切れなくなってしまったんだと、その気持ちがわからなくもないだけに、対応に困ってしまう。

　冷静に考えれば、だからといってそのやるせなさを誰かにぶつけていいのかだとか、それを受け止める役がなんでいつも私なのかとか思うけれど。

　私には関係ないとも言い切れない。親戚関係しかり、眞木関係しかり。

　それに、気持ちもわかるからこそ、こちらまで悲しくなってしまって、どんな言葉を返せばいいのか迷う。

　眞木ではなく私を待ち伏せした井川さんは、私になにを言いたいんだろう。

　そう思いながら見つめる先で、睨むように私を見ていた井川さんが、なにかに耐えるように目を伏せる。そして、ガバッと頭を下げた。

「私、また隼人くんとやり直したいんです。この三年間、ずっと性格を変えようって頑張ってきました。そしたら二ヵ月前、この会社でたまたま隼人くんを見かけて……再会を、頑張ったご褒美なんだと思いました。だって、ずっと隼人くんが忘れられなかったから……もっと頑張ってそばに行きたいって……っ」

「い、井川さん、頭上げてくださいっ。ここ会社の前ですし……。井川さん、うちの会社にも顔が知れてますし、この先の仕事に影響でも出たら、個人の話でもなくなりますので」

　思いも寄らぬ行動に出た井川さんに、どうにか頭を上げてもらえないものかとオタオタしながら、誰も通りかかりませんようにと祈り、周りを見渡して……。会社の出入口近くにいる人影に気づいた。

　十メートルほど先で、自動ドアが開く。

　長いリーチで足早に歩いてくる人物が人物だけに、助かったと思えばいいのか、困ればいいのかがわからない。

　そんな私をよそに、井川さんが続ける。

「佐野さんはハキハキしてて女々しくない人だって、この会社の人に聞きました。今の私なら、佐野さんと同じような性格だし、隼人くんだってきっと――」

「たとえ井川が佐野と同じ性格になったところで、俺は井川を好きにはならない」

　ピシッとした冷たい響きの声だった。

　本当にこれを言ったのが、数日前ベッドで甘いセリフを吐いた男と同一人物だろうか、と耳を疑ってから、あぁでも本来の眞木はこっちであって、ベッドでの発言がイレギュラーだったのか、と思い直す。

　私が慎司にフラれた時といい、この間の朋絵の時といい、本当に眞木は言葉をオブラートに包まず、刃みたいな鋭さのままぶつけてくるから怖い。眞木の言う言葉は嘘がないから、余計に。

　驚いた表情を浮かべた井川さんを見ながら、無表情の眞木が隣に並ぶ。

　井川さんは目を見開いたまま「なんで……」と呟くように声を漏らした。

　私服のところを見ると、眞木ももう帰るところだったんだろう。

「『なんで』もなにも、ここは俺が勤める会社だし、いつ通ったっておかしくないだろ。それに、佐野と井川が話してるのを見かけた社員が、面白そうだって集まってたし」

　その言葉に、今度は私が「えっ」と漏らすと、眞木の瞳がこちらに向く。

「ここに来る前に牽制しといたから、もう覗いてるようなヤツはいない。安心しろ」

「ああ、そう、牽制……」

　眞木って、なんでそんなに社員に怖がられているんだろう。役職についているならまだしも、平社員なのに……。

　この間の、私に手を出すな的な発言といい、眞木がちょっと注意するだけでその通りになってしまうんだからすごい。別に見境なく殴りかかったりしないのに。

「なにか言われたりしたか？」と井川さんの前で堂々と聞いてくる眞木を、首を振ってから見上げた。

「なにも。ちょっと話してただけだから。井川さん、私とっていうよりも、眞木と話したいことがあるみたいだし」

　さっきの、眞木とやり直したいうんぬんは、私じゃなくて眞木に話すべきだ。

　そう思い、視線を井川さんに戻した。

「井川さん、私は井川さんにどれだけお願いされたところで、別れるつもりはありません。でも眞木が望むなら……それは仕方ないことだから、受け入れます。だから、続きは眞木と話したほうがいいですよ」

　とりあえず、さっき頭を下げられてまでお願いされたことへの返事だけして、背中を向ける。

　そして眞木に「かなりの覚悟で来てるんだから、ちゃんと話を聞くように」と注意してから、歩きだしたのに。

　眞木が腕をつかんだせいで、立ち止まらざるを得なくなる。

　見上げると、眞木は私の腕をつかんだまま井川さんを見ていた。

　こちらに視線を向けていないけれど、腕はつかまれたままだし、『ここにいろ』ってことらしい。

　でも、こんな話、井川さんだってふたりきりのほうがいいに決まっているし、私だって聞きたくない。

　だからそれを言おうと思ったけれど、眞木が口を開くほうが早かった。

「話したいことってなに？」

　眞木がストレートに聞く。

　空気が読めないヤツじゃないから、眞木はきっとわかってて、私をここにとどまらせているんだろうけど……その意図がわからず戸惑ってしまう。こんな場に立ち合っているのが申し訳なくて、井川さんをチラッと見る。

　彼女は予想通り言いにくそうにしていたけど……眞木の態度に諦めたのか、ゆっくりと答え始めた。

「私、ずっと後悔してたの。隼人くんに、自分の気持ち全部を見せられなかったこと。うっとうしがられるんじゃないかとか、嫌われちゃうんじゃないかとか、そういうことばかり怖がって……。別れてから、いつも黙ってばかりだった私に、隼人くんが別れたいって言うのも当たり前だと気づいた」

　グッと顔を上げた井川さんが「だから、変わったの」と、眞木を見つめる。

　強い意志のこもった眼差しが、会社の窓から漏れる灯りを反射し、キラキラと光っていた。

「ここで再会できた時、本当に嬉しかったし、やり直したいって心から思った。私は、やっぱり隼人くんが――」

「俺、井川に『変われ』なんて言った覚えないけど。それに、別れたのだって、それだけが原因じゃねーし」

　井川さんの告白を遮った眞木が続ける。

「確かになにも言ってこないことも、別れるきっかけにはなったかもしれない。けど、一番の原因は俺の気持ちにあった」

「気持ちって……？」と、か細い声で聞いた井川さんを、眞木がまっすぐに見る。

　本当に、どんな時でも目を逸らさない男だなと思った。

「なにも言ってこない井川に気づきながらも、だからって俺から聞いて、井川の気持ちを知ろうとも思えなかった。このままだと別れることになるってわかってたのに、俺から踏み込んで関係を改善しよう、って気になれなかった。俺の問題だ」

　ハッキリと告げた眞木に、井川さんはショックを受けた様子で、「私のこと、好きじゃなかったの……？」と聞く。

　消え入りそうなほど、小さな声だった。

「俺は、好きじゃないヤツとは付き合わない。井川は真面目だし、俺も好感持ってたから井川に好きだって言われた時、頷いたんだし」

　穏やかで、誠意のこもった声で眞木が言う。

「でも、付き合っていた中で、気持ちがデカくなることはなかった。人としては好きだったけど、異性として見ることができなかったのかもしれない」

「女としては、好きになれなかったってこと……？」

　井川さんが震える声で口にした問いに、眞木は少し黙ったあと、「まぁ、そうだな」と答えた。

　その様子を見ながら、人として好きだとか、そういうのが眞木らしいなと思う。そういえば仲良くなった最初の頃、小谷先輩に眞木とのことを聞かれた時、私もそんな風に答えた気がする。

『気兼ねなく話せるからって理由で、たまにお昼一緒してるだけで、深い意味はないですよ。眞木は多分、私に対して性別は意識してなさそうですし』って。

　眞木は、〝女として〟というよりも先に、人としての好意を持つ人なのかもしれない。おそらく、気難しい眞木は、友達として好意を持てる相手を探すのも、難しいんだろうとこっそり思う。

　しかも、この不機嫌そうな顔に睨まれても言い返すくらいの度胸も兼ね備えた人じゃないと、ダメってことだろうし。

　そうなってくると、睨まれてそそくさと職場に戻る社員はみんなして不合格ってことかと、さっき眞木が社員を蹴散らしてきた行為に苦笑いが漏れた。

「でも、あの頃とは私も変わったし、今なら……っ」

　そう食い下がる井川さんに、眞木が小さくため息をつく。

「変わったって、どんな風に？　そういえば、さっき佐野みたいになったとか言ってたよな」

「物事ハッキリ言えるようにもなったし……今してることは女々しいかもしれないけど、普段はそんなことないし……っ」

「佐野は別に、女々しくないわけじゃない」

　眞木の言葉に、井川さんだけじゃなく、私も眞木を見つめてしまった。

　なに言いだすんだと。

「こいつ、男にフラれたくらいで、人だかりの中でしゃがみ込んで延々泣き続けてたし。そのあとも、会社で泣きそうになったり、実際泣いたりしてた。そういうの、女々しいって言うんじゃねーの」

　暴露され、信じられない思いで見ている私に、視線をチラッと移した眞木が瞳を細める。

「俺は、そういう佐野を知ってて好きになったんだし、性格の問題じゃない」

　目を合わせたままで言われ、恥ずかしいのと気まずいのとで、耐え切れなくなる。

　目をそろそろと逸らすと、わずかに笑われた気がした。

「佐野は、思ったことをすぐ口に出すし、俺に遠慮もなにもないヤツでそういうところも気に入ってるけど、そういう部分だけを好きになったわけじゃない」

　ハッキリと言い切った眞木に、井川さんは少し黙ってから聞いた。

「……私が、たとえ佐野さんと同じような性格になったところで、ダメだってこと？」

　その問いに、眞木はすぐさま答えた。

「佐野がたとえ前の井川みたいに大人しいヤツだったとしても、俺は多分、こいつの気持ちを聞きたいと思って無理やりにでも吐かせてる。わかってやりたいと思うから」

　間かん髪はついれずに答えた眞木が、井川さんを見つめたまま続ける。

　そのまっすぐすぎる横顔を見つめた。

「井川が佐野と同じような性格になったとしても、俺は井川の気持ちをわかってやりたいとは思えない。井川が悪いんじゃない。別れたのは、俺の気持ちの問題だ。ただ、三年間、俺の別れ方のせいで井川を縛ってたなら悪かった」

　ハッキリと告げた眞木。

　そんな眞木を涙ぐんだ目でぼんやりと見たまま、井川さんはなにも言おうとはしなかった。










やきもちの交換




「明日はこの話題で持ちきりかなぁ……。まったく、眞木と関わってから、噂が絶えなくて嫌になる」

　明日出社した瞬間から遠くのほうでコソコソされて、席についたらついたで、小谷先輩に本当かどうか聞かれるのが目に見えている。

　ため息を落とす私に、隣を歩く眞木は「俺のせいじゃねー」と睨んでくるから、咎めるようにじっと見つめ返した。

「……そうでもないと思うけど」

「なんでだよ」

「ここ一週間で、ふたりも女泣かせてるのを目の当たりにしたら、そうも思うでしょ。まったく、こんな男のどこがいいんだか」

　ケンカ腰にも取れることを言いながら、ひとりスピードを上げてスタスタと歩く。

　態度が悪いのはわかっていた。けれど……なんていうか、こう、胸の奥がもやもやしていて、ついつい攻撃的になってしまう。

「おい」と、早足で歩く私の腕を眞木がつかんだけれど、それを軽く払いのけて歩き続ける。

「俺様だし自己中だし、人が傷つくこと、ズバズバ言えちゃうようなヤツなのに」

　イライラする。なにがこうも私をイラつかせるのかは、なんとなくわかっていたけれど、気づかないフリをした。認めてしまったら、眞木に〝ふーん〟とかニヤニヤ笑われそうだから。

　もっとも……鈍感ではない眞木には、私のこの態度の悪さがどんな感情から来ているのか、すでにバレてしまっているかもしれないけれど。

「待てって」

　再び私の腕をつかんだ眞木が、今度はグッとそこに力を入れるもんだから、仕方なく立ち止まる。前を向いたまま、眞木のほうを見ずに「なに？」と返すと、つかんだ腕はそのままに顔を覗き込まれた。

　視界に強引に入ってきたのは、「ふーん」と言いながら満足そうに笑う眞木の顔。

　……最悪だ。やっぱり全部バレてる。

「……言っておくけど。別にやきもちとかじゃないから」

　口を尖らせると、まだニヤニヤ顔で言われる。

「へー。そうとしか思えないけどな」

「私が違うって言ってるんだから、違うの」

「まぁ、そういうことにしておいてやってもいいけど」

　そう笑う眞木は、もう完全に私がやきもちを焼いてるんだって、確信しているみたいだった。なんだか弱味を見せてしまったようで気に入らないけど、もうバレてしまっているならと、もやもやしているもうひとつの原因を口にしてみることにした。

　街路樹には、早くもクリスマスイルミネーションが点灯していた。白と青のライトが、葉っぱの落ちた木を彩る。

「眞木は、まず人として好きになるんだよね」

「あ？」

「私のことも、女としてじゃなくて、人として好きなだけなんじゃないの？」

　さっき、井川さんとしていた会話で、井川さんのこと、人として好きだけど異性としては好きになれなかった、って言っていた。だから別れたって。

　私のことだって、まだ女として好きなんじゃなくて、ただ人として好きなだけかもしれない。そして、もしそうなら……やっぱり異性として好きになれなかったって理由で、いつか『別れよう』って言われる時が来るのかもしれない。

　柄にもなく不安に思ってしまい、眞木を見ると、しばらく無言で視線を返されたあと、ふっと笑われる。

「俺は、女として好きじゃなければ、あんな風に抱かない」

　こんな道の真ん中で、真剣な話を持ち出した私も私だけど。

　それに対しての答えだとしても、こんなことを言いだす眞木も眞木だ。絶対に言葉の選択を間違っている。

『あんな風に』と言われて、一気にこの間の夜のことが頭の中に浮かび、顔が熱を持つ。それを隠そうとして、まだつかまれたままの腕に気づいてぶんぶん振った。

「離してよ」

「嫌だ」

「……子供みたい」

「なんとでも言え。そんな、見るからに俺のこと好きだって顔してるヤツに言われても、なんとも思わないし」

　ただ赤いだけで、そんな顔は絶対にしていないのに。

　これ以上、この話を続けても負けるのが目に見えているだけに、ぶつけたい文句やら反論やらをグッと我慢して、呑み込んだ。

「ドＳのド変態」

　それでも収まらない気持ちを込めてそれだけ言い、つかまれていないほうの手で片頬だけ覆うと。

　つかんでいた腕を離し、手を繋ぐかたちに変えた眞木が歩きながら話す。

「俺、今まで恋愛には独占欲とか嫉妬とか、必要ないと思ってた。感じたこともなかったし。自分と相手を縛りつけるだけのもんで、持ってても面倒なだけだって」

　ドＳのド変態って言われたことは、どうでもいいのか……。

　悪口をスルーした眞木が続ける。

「だから、井川と付き合ってる時も、そういうのを感じない自分を不思議にも思わなかったし、うまく付き合ってるつもりだった。でも、それは違う、ってお前と会ってからわかった」

「え、そうなの？　眞木、よく妬くから、もとからそうなのかと思ってた」

　ちょっと慎司と話しただけで、すごい形相で睨んできたのに……と、目を丸くして見上げる。

「もとからそうなのか、お前と会って生まれた感情かはわからないけど。少なくとも、今までは彼女がほかの男と話してただけでキレるようなことはなかった」

　じっと見ていると、眞木は前を向いたまま続ける。

「今までの恋愛は、さっき言った通り、異性として見てなかったからできた付き合い方だったんだと思う。どうでもよかったわけじゃないけど、俺のもんにしておきたいっていう感情もなかったし、友達の延長っていえばそれまでだった」

　私を見て、「けど、佐野は違う」と言った眞木がニッと笑う。

「俺は自分を完璧な人間だとは思わないから、お前がいつかほかの男になびくかもしれないって思うと、ハラハラするし、イラつく」

　あまりにハッキリ言うもんだから、一瞬言葉を失って、なんて返せばいいのかわからなかった。

　眞木はなんでもストレートだけど……こういう言葉までまっすぐだから、本当に気を抜いているとカウンターを食らってしまって、どうしたらいいのか戸惑ってしまう。

　私はやきもちすら認められずに、八つ当たりしたっていうのに。なんだか悔しい。

「独占欲なんか、自分に自信のない自己愛の強いヤツが持つ感情だと思ってたけど、お前と会ってから、そんなもんばっか感じてる。弱くなった気がする」

「別に……私なんかどこにでもいる、普通の女じゃない」

「そうなんだろうけどな。俺にとっては代えが利かないんだよ」

　なんで私なの？と聞き返そうとしたのに。

　聞く前に、「なんで佐野なのかはわからないけど、でも、そういうもんだろ」と先手を打たれてしまった。

　まぁ本当にそういうものかもしれないなと思い、ふっと笑みをこぼした。

　私だって、なんで眞木なのかって聞かれても、うまく答えられない。付き合い始めたのだってごく最近で、しかも最初は本当になんとなく、多分、好きだよなぁってくらいだった。

　けれど、眞木じゃなければダメななにかが、確かにあるのは本当だ。言葉にできない、絶対的ななにかが。

　だから、眞木の言いたいことはよくわかって、私と同じ気持ちでいてくれていることが素直に嬉しかった。

　……のに。

「でも、お前にとっては違うみたいだけど」

　急にそんなことを言いだした眞木を、不思議に思いながら見上げると、いつの間にかしかめっ面になっている彼と目が合う。なにかを怒っているみたいにも見えて、でも思い当たる節がないから、そのままじっと見ていると。

「俺が別れろって言ったら受け入れるんだろ」と、不機嫌そうな声で言われた。

　どうやら眞木は、私が井川さんに言った言葉に怒っているみたいだけれど。

　なにに怒っているのかはわかっても、その理由がわからない。

「その言葉の、どこに怒るポイントがあるの？　普通じゃない」

「佐野は、俺が別れろって言ったら、そんなすぐ別れるのか」

　不満そうに言われ……首を傾げた。

「……だって、仕方ないじゃない。眞木がそんなこと言う時って、眞木の中で完全に終わった時でしょ。それを私が別れたくないってすがったところで、変わらないのはわかるし」

　相手がふらふらしてる優柔不断な男なら話は別だけど、眞木はそうじゃない。朋絵との時は事情があったから別として、なんとなく付き合ったり、なんとなく別れたりできる男じゃない。眞木が別れようなんて口にした時は、そういう時だ。

　だから、私が言ったことは間違いじゃないはずなのに。

　眞木はなおも気に入らなそうな顔で、こっちを見ていた。

「え、でも、当たってるでしょ？」

「まぁ、当たってはいるけど」

「じゃあ、なにが気に入らないの？」

　聞くと、眞木は少し答えにくそうな顔をして、後ろ頭をかく。

「別に気に入らないわけじゃねーよ。ただ、俺が一方的に別れようって言ってんのに、それ素直に受け入れるんじゃ、三坂ん時と一緒だと思っただけ。比べるもんでもねーけど、お前ん中で三坂を好きだったのと同じくらいでしか、俺のこと好きじゃねーんだなって」

　最後、呟くようなトーンで「それが面白くなかっただけだ」と言う眞木に、一瞬呆あっ気けに取られたあと、思わず吹き出しそうになってしまって。

　でも、なんとかこらえていると、眞木にチョップを落とされる。

　見上げると、眉をひそめた眞木が私を睨むように見ていた。

「俺は別れようなんて言わない」

　付き合っている最中の男女なんて、みんなそんなことを言うし、それを自分で言うのは恥ずかしいけれど。

「私も言わない」と、しっかり笑顔で返した。

　こんな約束バカバカしいし、熱の上がっている時の言葉なんて、終わってから虚むなしくなるだけなのは充分わかっているけれど。

　それでも、眞木の言うことを信じたかったし……なによりも、眞木を安心させてあげたかったから。そのための約束なら、たとえ何十個でもできると思った。

　それに、紛れもない本音だし。充分、眞木への熱に浮かされている私の本音だ。

「私は自信満々で、なにがあっても平然としていられちゃうナルシストより、弱くて自分勝手で俺様な男のほうが好き」

「……誰のことだ」

「さぁ？」と笑った私に、不貞腐れたような顔を浮かべていた眞木が、ふっと笑った。










答え合わせ




『井川が佐野と同じような性格になったとしても、俺は井川の気持ちをわかってやりたいとは思えない。井川が悪いんじゃない。別れたのは、俺の気持ちの問題だ』

　わかってやりたいと思うかどうか。確かにその通りかもしれない。

　井川さんの件があってから、いつだったか、会社帰りに話しかけてきた慎司の顔が頭にチラついて離れないようになった。

　やっぱり、あの時慎司は、私に朋絵とのことを相談したかったんじゃないかなって、朋絵のことをわかってあげたいと思って、悩んでるんじゃないかなって。

　そんな風に考えだしたら、朋絵のことも、いまだ折り返していない慎司の電話も、放っておくのがとても気持ち悪くなってしまった。変にヒントだけを与えられた謎解きみたい、なんて例えたら、軽く聞こえてしまうけれど。

　面倒だとも思うし、放っておこうかとも思う。これ以上関わってもいい方向には進まないかもしれない……とも。

　それでも、手を差し伸べられる位置にいるにもかかわらず放っておくのは、性格上、嫌だ。

「朋絵をこのままにしておけない」と言ったら、眞木は「まぁそう言うと思った」と意外にもすんなりと理解してくれた。

　けれど、「慎司と話し合いたい」と言ったら、そこには難色を示して。

「じゃあ俺も同席させろ」という交換条件を渋々呑んでから、慎司に電話をした。




　十二月入ってすぐの土曜日の午前十時。二十四時間営業のファミレス。

「すみません。ついてくるって聞かないから」

「当たり前だろ。どこに元カレと会うっていう自分の女を、平気で送り出せる男がいるんだよ」

　窓際の席の一角に来た慎司は、眞木がいることに最初は驚いたみたいだったけれど。すぐに「いや、その通りだ」と、眞木の言い分を受け入れて向かいの席に座った。

　多分……会社での関係は、眞木のほうが一年後輩に当たると思うんだけど、そこはもうツッコむのをやめる。

　慎司だって、社外でそんな細かいことを気にする人じゃない。

　お昼にはまだ早い時間だからか、店は空席が目立っていた。

「先月、会社帰りにバッタリ会った時、三坂さん、私になにか言おうとしてましたよね？」

　いきなり本題に入っても、慎司は特に驚いた様子は見せなかった。

　理由は言わずに呼び出したけど、なんの話かはおおよそ見当がついていたのかもしれない。

「ああ……。朋絵のことを相談しようと思ったんだ」

「自分からフッた女に、今の女の相談か。無神経にもほどがあるだろ」とかなんとか言いだした眞木をなだめながら、続きを話すよう促す。

　慎司は少し気まずそうにしながら、口を開く。

「ちとせと……いや、佐野さんと別れて、朋絵ときちんと付き合いだしてから、様子がおかしいんだ。心ここにあらずって感じで。情緒不安定なのが見て取れるのに、本人は『なんでもない』ってそればかりで、なにも話そうとはしない。だから、いとこの佐野さんなら、なにか思い当たる節があるかなと思って話しかけたんだけど……」

　慎司がチラッと眞木を見てから、苦笑いを浮かべる。

「眞木くんの言う通り、無神経すぎると思って言葉にできなかったんだ」

「まぁ……確かに無神経かもしれないけど……私がこれから言おうとしてることのほうが、無神経かもしれない」

　慎司はただ利用されただけ。それをこれから告げなくちゃならないのかと思うと、胸が痛んだ。だって慎司は朋絵を好きなんだから。

　それに、眞木の話を聞く限り、きっと近づいたのは朋絵からだ。好きだって言ったのだって、きっと。なのに、それが嘘だったなんて聞かされたら……慎司はどう思うのだろう。

　そう考えると、なかなか続きを言いだせない私に、左隣から眞木が「俺が言おうか」と聞いてきたけれど、首を振った。

　そして、慎司と視線を合わせる。

「朋絵、私のことがずっと気に入らなかった、って言ってた。なんでも平気な顔して流すところが嫌いだった、って。きっと、朋絵はそれが上手にできないで悩んでたんだと思う。だから余計に、私の態度が嫌だったみたいで……私に勝ちたかった、って言ってた。それで……私から、三坂さんを……」

　奪った。取った。

　続く言葉が鋭利な刃物となって慎司を傷つける気がして、言えずにいると、慎司は少し驚いた顔をしながらも、私の言葉の先がわかったのか「そうか……」と呟く。

「私は、朋絵の気持ちを聞いたわけじゃないから、朋絵が三坂さんを本気で好きじゃなかったかどうかはわからないけど……。私が眞木と付き合ってるって知って、朋絵、眞木のところにヨリを戻したいって言いに来たの。先週電話したのは、それを伝えたかったから」

　ちゃんと慎司に伝えようと決めたのは、自分なのに。きっと傷ついている慎司の心を思うと、なんでこんなことしちゃったんだろうと思えてくる。

　好きな人が自分を利用していたなんて……ひどすぎる。私だったら、慎司に別れを告げられた時みたいに、しゃがみ込んでしまうだろう。

「私がこんなことを言ったところで、ただの負け惜しみで言ってると思うかもしれないし、どう捉えるかは三坂さんに任せる。でも……知っちゃった以上、黙ったままは嫌だったから。三坂さんのためにも……朋絵のためにも」

　私がなにを言っても、それは慎司を傷つける結果にしかならないかもしれない。

　だけど、覚悟を決めてきた以上、中途半端に終わらせるのだけは嫌だから、伝えようと決めていたことだけは、全部伝えた。

　それを慎司がどう捉えようとも、そこは私が考えるべき範はん疇ちゅうじゃない。

「第三者が口を出すことじゃないのはわかってる。だから……余計なこと言って、ごめんなさい」

　頭を下げた私に、慎司はすぐに顔を上げるように言う。

　ゆっくりと慎司を見上げると、困り顔で……でも、穏やかな顔で微笑む彼と目が合った。その顔を見て、なんだか不思議に思う。しっかりしている印象を受けて。

　私と付き合ってた時は、ケンカしても、ただオロオロしてただけなのにって。

「余計なことじゃないよ。佐野さんが話してくれてよかった。ありがとう。それに、なんとなく気づいてたんだ。朋絵が俺のこと、なんとも思ってないんじゃないかって」

「え……？」

「一緒にいればわかるよ。そこまで鈍い男じゃない」

　慎司の言葉に、その通りだなと思う。鈍くないからこそ、ケンカになりそうな時は、それを察知して、私をなだめてくれていたくらいだし。

「わかってて、付き合ってたんだ……」

　呟くように言うと、慎司はバツが悪そうに笑った。

「カッコ悪いけど、俺が真剣に向き合っていれば、いつか朋絵の気持ちもこっちに向くと思ってたんだ。今、佐野さんに聞くまで、朋絵がなんで気持ちがないのに俺に近づいてきたのかわからなかったけど、それでも俺はやっぱり……好きだったから。騙されておいて好きだとか、情けないけど」

　ははって自嘲するように笑う慎司に、『そんなことない』って伝えようとして、「誰かを好きになるのに、情けないもなにもないだろーが」と言った眞木に先を越される。

　偉そうにふんぞり返って腕組みをしている眞木に、慎司は驚いたような視線を向けたあと、「そうだな」と微笑んだ。

　それから私を見て、微笑みを浮かべたまま話す。

「朋絵、俺との会話も、いつもちーちゃんとどこ行っただとか、どんな話しただとか。佐野さんのことばかりだったから、ずっとおかしいとは思ってたんだ。最初はいとこだから気になるのかなと思ってたけど……執着が異常に思えたから」

　〝執着〟という言葉にしっくり来なくて、首を傾げたくなる。慎司の言う〝執着〟が嫌悪から来るものとは違うように感じて。

　朋絵は私にこだわってはいたかもしれないけれど、それは〝嫌悪対象として〟って、私は思っていたから。

「私も、朋絵が私にいろいろ思ってることがあるって知ったのは、三坂さんと別れたあとで、最近なの。親戚の集まりとかでね、よく比べられて育ったから……朋絵はストレスをため込むタイプだし、そういうのがずっと引っかかってたのかもしれない。それで……私にこだわってたのかも」

　朋絵が悪いわけじゃないとは言い切れないけれど、少なくとも朋絵だけのせいじゃないと思う。

　そう伝えると、慎司はふっと笑って。

「お前も人がいいな」と呟いた。

「え？」

「そっけない態度取るくせに、いつも見捨てないところ。相変わらずだと思って、懐かしくなった」

　慎司はそう言い、瞳を細めて……けど、私のことを『お前』って呼んだせいで、眞木がそこに過敏に反応したから、すぐにハッとして「ごめん！」と取り消す。

　朋絵とのことで滅入っているだろうに、眞木にまで気を遣わないといけないなんて、かわいそうだなと思いながら見ていた時――。

　ファミレスのガラス越しからの視線に気づいた。そして何気なく見上げて……驚く。

「朋絵……」と思わず呟いた声が、慎司と重なった。

　ガラスを挟んだ向こう側に、驚いた顔をした朋絵が立っていた。

　偶然……？と、戸惑うことしかできない私の隣で、眞木が口を開く。

「俺が呼んだ。どうせ木原の話なら、本人交ぜたほうが手っ取り早いし、木原も裏工作できないだろうし」

「裏工作って……言い方があるでしょ」

　まるで朋絵を悪者みたいに言うから注意すると、眞木が「あるか？」と片眉を上げる。

「俺にはどんな理由があったにしても、これだけ好き勝手して、少なくとも俺たち三人を巻き込んだ木原に、気を遣う気持ちがわからない。悪いことしたんだから、せめて謝らせるべきだろ」

　バッサリって音が聞こえそうな発言をした眞木に、私も慎司も言葉を失う。

　朋絵は状況がつかめず、顔をしかめてこちらを見ている。

　そんな朋絵に、眞木はこっちに来るように軽く手招きをしていて。

　これから修羅場なんだろうか、ということと……こんな偉そうな上から目線の手招き、初めて見たって思いが、頭の中で行ったり来たりしていた。










それぞれの想いのカタチ




　当然ながら、しーんと静まり返ったテーブル。土曜日の十時半っていうのが嘘みたいに雰囲気が重たい。

　置いてあるコーヒーやら紅茶やらが、それぞれ湯気を立てていた。

　眞木と慎司はコーヒーを、私はストレートティーを、朋絵はレモンティーを頼んだ。

　昔から変わらない好みを見て、急に懐かしくなる。

　私も朋絵も、気分によって変えるとかじゃなくて、いつも同じ物を飲んでたっけ。

　おばあちゃんの家に集まった時なんかは、よく親戚の叔父さんやらに飲み物の買い出しを頼まれたりして。私が行った時は、当たり前のように朋絵にはレモンティーを買ってきたし、逆もそうだった。

　飲み物だけじゃなくて、ほかの好みだってよく知っていたはずだ。

　……なのに、どうして正面にいる朋絵が知らない人みたいに見えるんだろう。いつから、こうしてテーブルを挟んで、紅茶を飲まなくなったんだろう。

　眞木が朋絵に今までの大まかな説明をしてくれている間、そんなことを思っていた。

　険しい表情でうつむいている朋絵を見ていると、悲しいような切ないような、なんとも言えない気持ちになる。

　すると、朋絵がふいに視線を私に向ける。そして、薄笑いを浮かべた。

「眞木さんから電話があった時には、私になびいてくれたのかなって思ったのに……そういうことね。私のことを慎司さんに話して、私を悪者扱いしようって魂胆？」

　本当に……この〝朋絵〟は、一体誰なんだろう。

　静かに責めてくるような口調に黙っていると、隣の眞木が口を開く。

「扱いもなにも、悪者以外のなんでもないだろ。被害妄想もいい加減にしろ」

　淡々と言い、さらには「バカじゃねーの」なんて普通に言う眞木の太ふと腿ももを「言い方！」と手で叩いてから、眞木の言葉に驚きを隠せないでいる朋絵を見た。

「今、眞木が言った通り、朋絵のことを三坂さんに話したところ。三坂さんも、ずっと朋絵の様子がおかしかったから、薄々勘づいてたみたいだけど」

　朋絵は、私の言葉に呆れたように笑う。

「ほら。やっぱり私を悪く言って、ハメようとしてるんじゃ……」

「さっきから、魂胆だとかハメるとか言うけど、私は事実と本音しか言うつもりはないから。くだらないごまかしで、話の腰折らないで」

　じっと見ながら言うと、朋絵がわずかに怯んだのが表情でわかった。眉間に少しシワを寄せた朋絵を見て、続ける。

「三坂さんは、朋絵のこと、全部聞いても気持ちは変わらないって」

　朋絵の眉間から、シワが消える。

　そして「え……」と声をこぼしてから、信じられないような表情で、隣に座る慎司を見た。朋絵を、大事そうに見つめて微笑んでいる慎司を。

「正直、騙されたのにバカだとは思ってる。でも……朋絵が俺に近づいたのがどんな理由にしても、俺は朋絵が好きだから」

「なんで……」

「周りが望む姿を必死に演じてるところとか、放っておけないんだ。俺も、似たところがあるから。なにかに追いつめられて、今回みたいなことをしたなら、俺が支えてあげたいとも思ってる」

　そう微笑むのを見て……さっきの慎司の堂々とした様子は、こういうことだったのかと納得がいく。

　朋絵を支えたいって真剣に思ってるんだ。だから、あんなしっかりとした表情を浮かべていたのか。

　そんな慎司に、朋絵は驚いてなのか、なにも言えないようだった。

　当たり前だ。自分勝手な理由で騙したのに、それでも好きだって言われるなんて、朋絵だって予想していなかったに違いない。

　慎司は私を『人がいい』なんて言ったけど、そのまま返したい。

　正直、本当にバカな男だなと思うけど……そこが憎めないって、朋絵もどこかで気づいているのかもしれない。

　朋絵が店内に入ってきた時、一番最初に表情を窺っていたのは、慎司だったから。

　あんなに私にこだわっていたはずなのに、朋絵が気まずそうな視線を向けた相手は、私じゃなくて慎司だった。

　それだけで、朋絵の気持ちに変化があったんじゃ……なんて考えるのは安易すぎるけれど。付き合い始めた頃と今で、朋絵の慎司に対する気持ちが少しは変わったんだろう。ただ利用しただけで、今もその気持ちが変わらないなら、あんな風に慎司の顔色なんて窺わない。

「そういうことだから、あとはふたりで話したら。……でも、私も少しだけ話したいことがあるんだけど、いい？」

　なんだかふたりの会話に割り込むようになってしまって、申し訳ないとは思ったけれど、私のほうの問題を先に片づけさせてもらうことにする。

　朋絵はなにか警戒しているのか、少し考えたあと頷いた。

　私は朋絵を見ながら、ゆっくりと口を開く。

「朋絵、私のことが嫌いだって、この間言ってたけど」

　朋絵の眉が怖がっているように、ぴくりと動いたのがわかった。

「嫌いなら、それでいいよ。親戚の集まりだって、お互い理由つけて行かなくなれば、会うことだってなくなるだろうし。そうすれば、朋絵の気持ちだって落ち着くでしょ」

　問いかけたつもりだったけれど、朋絵は頷くことはしないで、目を逸らしてうつむく。まるで、怒られている子供みたいに、朋絵の姿が小さく見えた。

　私が嫌いなくせに、会わないって言ったら、そんな風に眉を下げるとか……朋絵の本心がわからない。どうしてほしいのだろう。

「そうだよね……。ちーちゃんだってもう、私の顔なんか見たくないだろうし」

　目を伏せたままボソボソと言う、その様子に……なんだか無性にムズムズしてきて、ガタッと立ち上がる。

　嫌いなら嫌いでいいと思った。もう会わなければ済む話だって。

　でも……朋絵がこんな態度でくるなら、そうもいかなくなる。このままじゃスッキリしない。

「朋絵、外出よう。ここじゃ話にならない」

　私の言葉に、朋絵だけじゃなく、眞木と慎司もわけがわからなそうに、キョトンと私を見上げていた。




　移動したのは、ファミレスからそう離れていない公園だ。ファミリー向けで、芝しば生ふが広がるそこは、土曜ってこともあって、たくさんの家族連れで溢れている。

　そんな公園の端っこで立ち止まって、振り返ると、黙って私についてきていた朋絵がビクッと肩を揺らした。

「もう、ここで全部出してチャラにしよう。このままずっとこのことを引きずるのは正直気持ち悪いし、スッキリしない。なにか思ってることがあるんでしょ？」

　呆然としている朋絵に近づき、目の前で立ち止まる。

　そして「私が気に入らないなら、殴っていいよ」と言うと、朋絵と眞木、そして慎司にギョッとした目で見られたけど、朋絵だけを見つめて続けた。

「私が嫌いだって言ってたでしょ」

　私の言葉に、朋絵が表情を強張らせた。

　じっと見つめていると、眉を寄せた朋絵は目を伏せ、「私は、別に……」と声を絞り出す。

　この間は、嫌いだってハッキリと言ったのに……やっぱりどこか違和感を覚えた。言っていることがチグハグすぎる。

　まるで、私を嫌いだって言ったことを、後悔しているようにも見える。

　そんな朋絵を、観察するように見つめながら口を開く。

「私を嫌いだってことのほかにも、ずっとため込んでたものがあるんでしょ？　朋絵は、昔からそういうの発散させるのが下手だったから、たまりすぎてそんな情緒不安定になっちゃったんだよ。だって……正直、私の知ってる朋絵はいい子だったし。今だって、そんなに変わったとは思えない」

　きっぱり伝えると、朋絵は唖あ然ぜんとしたあと、目を伏せる。

　そして、小さな声で話しだす。

「そんなの、ちーちゃんが私を買いかぶってるだけだよ。昔から、みんなちーちゃんのこと褒めてたし……。小学生の時、クラスの男の子だって、みんなちーちゃんと一緒にいるのが楽しい、って言ってたもん」

「それは、私がただ男っぽかった、ってだけでしょ。それに、私の前ではみんな朋絵を褒めてたし」

　冬の空は、水色に透き通るようで、そこに綿をちぎってできたみたいな雲が浮かんでいる。その下では、大きなボールを弾ませて笑う子供や、少し早いお弁当タイムを楽しむ家族がいる。

　そんな中、私たちだけが異物みたいだなぁと思っていると、朋絵が「そんなの嘘っ！」と大きな声を出す。

　突然のことにびっくりする私に、朋絵が続ける。

「私は、ハッキリものを言えないし、引っ込み思案で、悪口を言われたって言い返すこともできないで、ただ笑うことしかできないもん！　でも、ちーちゃんは……誰が相手でも怯んだりしないで、なんでも言えて……周りになにを言われても平気な顔してて……」

　そういうところが嫌いだったんだっけ……と、先に続く言葉を予想する。

　でも、瞳いっぱいに涙をためた朋絵が続けたのは、この間とは違う言葉だった。

「そういうちーちゃんが、ずっと……羨ましかった……」

　想像もしていなかった言葉に、思わずおかしな声が出そうになった。

　ひゅっと喉を通った空気が、変な音をたてる。

　だって……朋絵が私を羨んでいたなんて……信じられない。

　スン……と鼻をすすった朋絵が、涙を拭ぬぐいながら言う。

「羨ましくて、私も、なに言われても平気になりたくて……そうなろうって頑張った。でも、ちーちゃんの真似ばかりで、ちーちゃんと同じ会社に入っても結局変われなくて……そのうちに、ちーちゃんを見るのも嫌になってた。ちーちゃんみたいになれない自分を、思い知るのが嫌で」

　視界の端で、慎司が真剣な顔で聞いているのがわかった。

「私だって頑張ってるのに、いつもいつも『もっと積極的に』とか『自己主張ができない』とか、そんなことばっかり言われて……！　自分がどこに立っているのか、わからなくなった」

　力ない声に、自然と胸が締めつけられる。そういう不満は別に朋絵だけが持っているわけじゃないし、私だって同じだけど……朋絵の声が、あまりに胸を打つから。

「ずっと周りに、どう見られたいっていうことばかり考えてたから……気づいたら、自分自身がわからなくなってた。こういう時、私はいつもどうしてたんだっけって、なにかしようとしても、正解がわからないの」

　目尻にたまった涙が、朋絵の頬を伝って落ちる。

　憑つき物でも落ちたみたいに、毒気が抜けた朋絵が、わずかに笑う。

「こうしたいって思っても、それじゃダメだって誰かに言われてる気がして、なにもできない。もう、疲れちゃって……そんな時、ちーちゃんが慎司さんと付き合ってるって知って……。それで……そこから、どんどんおかしくなっちゃって……」

　そこまで言って黙った朋絵には、もう話す気はないようだった。

　本当に心底疲れてしまっている様子の朋絵を見ながら、ゆっくりと口を開く。

　周りで、ボールを蹴って遊ぶ子供の、楽しそうな声が聞こえていた。

　高い空の真ん中で、太陽が柔らかい光を注ぐ。

「朋絵、小学生の頃、よく私と同じ物を持ちたがってたよね。シャーペンとか、手提げ袋とか、マフラーとか」

　昔話を始めた私に、朋絵は少し黙ってから視線を合わせる。

　まだ濡ぬれている瞳を見つめて続けた。

「あの頃はなにも思わなかったけど、今、朋絵が話したことが本当なら、同じ物を持てば近づけるとか、そういう風に思ってたの？」

　あまり、真似されたとか気にしてなかったけど……今の話で、もしかしたら……と思い聞くと、朋絵はしばらくしてからコクンと小さく頷いた。

　そんな朋絵を見て……大きく息を吸い込む。

「三坂さんも、最初は同じ理由で？　真似しようと思ったの？」

　静かに問いかけた私を見た朋絵の瞳が、動揺から揺れる。大きく目を見開いた朋絵は、唇をギュッと噛みしめるようにし……頷く。

　それを見た途端、出てしまった手にあとから驚く。パシン、という鈍い音と、手のひらに広がるジンジンとした痛みに、自分でもハッとした。

　朋絵に『殴っていい』とは言ったけど、自分が殴るつもりはなかったのに……。

　びっくりした顔で私を見る朋絵に、咄嗟に謝ろうとして……でも、その言葉を呑み込んだ。

　私に引っぱたかれた左頬を手で押さえながら見つめてくる朋絵に、まっすぐに視線を合わせた。

「どんな理由だとしても、悪いことは悪いと思う。眞木や三坂さんを巻き込んでるし、人の気持ちを引っかき回すのはどうかと思う。私も正直、朋絵にされたこと、ずっと根に持つくらいショックを受けたし……許せないとも思った」

　今回、朋絵がしたことはどうやったって理解できない。私だけじゃなく、眞木や慎司の気持ちをなんだと思ってるんだって、頭にもくる。

「でも」と、まだ瞳に涙をためている朋絵に続けた。

「今のでチャラにする。だから、朋絵も私に対して許せないことがあるなら、殴り返して。それで、私と朋絵の話は終わりにしよう。それで……もと通りになろう」

　朋絵の手を取って、私の頬に当てる。

　驚いて目を見開いている朋絵に「ほら、思い切りぶっていいよ。積年の恨みがあるんでしょ？」と笑うと、朋絵の瞳に一気に涙が広がり……溢れだした。

　頬に当てた朋絵の手が、小さく震える。

「ごめ……っ、ごめんなさい……っ」

　がくんと膝から崩れ、両手で顔を覆って泣き始めてしまった朋絵に、慎司が近づき、肩を抱く。

　その様子をしばらくぼんやりと眺めてから、「好きな子を目の前で引っぱたいて、ごめん」と謝ると、慎司は困ったように笑って首を振った。

「女のくせにタイマン張って勝負つけるとか。お前、やっぱり変わってるな」

　眞木が隣に並びながら、私の右手を手に取り、眺める。

　そして、私の手が震えていることに気づくと、呆れたような笑みをこぼす。

「大丈夫。これで問題ない。お前は間違ってない」

　泣きじゃくる朋絵を前に、私がしたことは正しかったのかどうかって激しく自問自答していると、それを察してか、眞木が言う。

　そのまま手を握られ……その温かさに、やっと息をつけた気がした。










愛しい、俺様。




【土曜日はごめんね。今度会ったら、ストレートティー奢るね】

　私が朋絵を引っぱたいてから三日後、そんなメールが届いた。

　〝ストレートティー〟ってわざわざ書いているところを見て、朋絵も覚えていたんだなぁと思った。

　文面はそれだけで、慎司とのことには触れていなかったけど……多分、悪い方向には進んでいないだろうなと思う。朋絵と慎司は、ふたり一緒にあの公園をあとにしたから。

　あのあとも結局、朋絵は私を殴ろうとはしなかった。

『全部、私だけが悪かったから』と、しっかりした声で言っていて……それが印象的だった。

「まったく。朋絵が私を羨ましいとか、嘘みたいだよね。朋絵のほうが女の子らしいし、いいお嫁さんになるって、昔から周りに言われてたのに」

　公園でのことを思い出し、力なく笑う。

「真面目すぎたのかもな。無責任な言葉なんか、気にする必要ねーのに」

　仕事帰りに寄った眞木の部屋のテーブルには、いつも通り眞木お手製の料理が並んでいた。

　並んだお皿の上には、具だくさんのお好み焼きとか野菜スープとか、枝豆とか。ものの三十分で仕上げたとは思えない品が並んでいた。

　もしかしたら、今日寄るって話をしていたから、下ごしらえとかしておいてくれたんだろうか。がさつそうに見えるのに意外とマメだし、わりとこう……尽くしてくれるって言うと、言葉がいきすぎちゃうけれど、手をかけてくれる。

　ちゃんと想われてるんだなって、じんわり感じ取っちゃうくらいに、普段の言動からは想像もつかないような、温かくて優しい気持ちを注いでくれている。まぁ、偉そうだったり強引だったり、俺様だったりな部分は相変わらずだけど。

　小皿に取ったお好み焼きを食べると、柔らかくふっくらとした生地はすぐに崩れ、口の中でソースと絡み合う。

「おいしい」とそのままの感想を言うと、眞木が満足そうに笑った。

「木原のほうがいい嫁とかって、周りが言ってたのか？」

　もう終わった話題だと思っていたから、少し驚きながら答えた。

「ああ、うん。親戚とかがね。ほら、料理とかも朋絵のほうができるし。私、ちゃんとした料理って、ほとんど作れないから」

「お前ができなくても、俺ができるからいいだろ」

　前と同じようにすぐさま言われてしまい……「まぁ……そうだけど」と返した声が、照れ隠しみたいになってしまった。

　こうして、なんでもない顔して甘やかすの、やめてほしい。

「それに、私、気も強いし」

「俺のきつい言葉にいちいちヘコまれても面倒だから、ちょうどいい」

　空気が甘さを含んだ気がしたから、それを変えたくて言うのに……眞木の言葉に、場の糖度が増していく。

「……意地っ張りだし」

「無理やり素直にさせんのが楽しいから、問題ない」

　言ったそばから、すかさず論破してくる眞木に根負けして、思わず呆れ笑いがこぼれてしまった。箸を止めて眞木を見る。

「よくそんなスラスラ出てくるね」

　気恥ずかしいやら、呆れるやら。

　なんだかよくわからない、くすぐったい感情のやり場に困っていると、眞木はため息を落として私を見た。

「お前のほうこそ、どんだけ自分をダメだと思ってんだよ。自分が思ってるより、ずっといい女だって、いい加減、自覚しろ」

　少し怒っているような顔と声で言われ……恥ずかしくなって黙る。

　そういうストレートな言葉に、相当な威力があるってことを、眞木こそ自覚してほしい。

　熱くなった頬を片手で覆っていると。

「お前に欠けてるもんは、俺が補えばいいだけの話だろ。なんか足りないなら、俺がどうにでもしてやる。くだらないこと、ぐだぐだ考えるな」

　そんな、強引なんだか優しいんだかわからない言葉をかけられた。

　まったく……眞木らしい。

　私もいつまでも恥ずかしがっていられないと、「そうだね。自分のことを悪く言うなんて、私を大好きな眞木に申し訳ないもんね」なんて冗談を返し、食事の続きをしようとしたのに。

「そういうことだ」なんて、反応に困る返事をしてくるから、口に入れようとしていたお好み焼きが、お皿の上に落ちてしまった。

　本当にもう……なんていうか、直球すぎて困る。

「ねぇ、眞木にも、コンプレックスみたいなものってあるの？　性格的な部分で」

　ごまかすみたいに話題を変えると、眞木はたいして考えもせずにすぐに答える。

「あー、昔っから自分勝手だとか傲慢だとかって、よく言われてきたな」

「ああ、確かにね」

「お前は、俺をフォローする気はないのか」

　不貞腐れた顔をする眞木に笑ってから、続ける。

「前も言ったじゃない。私は自分勝手だろうが俺様だろうが、そのままの眞木が大好きだからって。だから、問題ないんじゃない？」

　不意打ちだったのか。

　驚いた顔をしていた眞木の耳が赤く染まる。

　それから、どういう顔をしたらいいのかわからないって表情で目を逸らした眞木に、思わず笑ってしまった。

　私は、可愛げがなくて、素直じゃなくて気が強くて。

　眞木は、ワガママで自分勝手で俺様。

　だけど、互いに受け入れて笑い合えれば、短所さえも甘いスパイスになるのかもしれない。

　いらないって言って拒んでも、強引な優しさを押しつけてくるエゴイスト。甘ったるい雰囲気を作って、極めつけはストレートな言葉で無理やり私を素直にさせる俺様。

　私の恋人は、そんなワガママで困った男だけど。

　そんな男が、愛しくてたまらない。

「お前、なんでそういうことを平気な顔して言うんだよ」

「その言葉、そっくりそのまま返す」

　まだ耳の赤い眞木に、おかしくなって笑った。
















特別書き下ろし番外編










いつもとは違うケンカ




「どうか、うちの商品を使ってください！　ほかよりも安く、早く、そして丁寧な仕事をお約束します！」

　守衛さんから内線が入り、訪問客用の玄関まで出向いた途端、二十歳そこそこの新人っぽい営業マンにガバッと頭を下げられる。

　今日の訪問予定にも入っていないし、もう一度社内メールを確認してみても、案内を頼まれていなかった。それでも、外で待っているってことだったから出向いて話を聞けば、どうやらどこのグループにもアポを取っていない飛び込み営業のようで。

「お願いです、どうかお話だけでも！」

　頭を下げるスーツ姿の男性に、笑顔を引きつらせながら口を開く。

　飛び込み営業はたまにある。そのたびに総務グループが対応しているし、こういった情熱型も珍しくはないのだけど……。

　年度末に近づくにつれ、その数が増えるのは、どこも今期中に実績を残したいという思いからだろうか。今週に入って、もう三度目だ。

「せっかく来ていただいて申し訳ないのですが、飛び込み営業の方に仕事を依頼したことは一度もありませんし、お通しするわけにもいきませんので……」

「そこをなんとかお願いします！　アポなし訪問がどれだけ失礼かは承知のうえです。しかも、こんな大企業……正直、守衛さんに声をかけるまで相当時間がかかりました。怖くて、一歩が踏み出せなくて」

　顔を上げた男性が、グッと力のこもった眼差しで見てくるから、その目力にたじろぎそうになった。

　訪問客用の玄関。近くにある守衛室からは、守衛さんが同情するような目を向けていた。『またやってるよ』って声が聞こえてきそうだ。

「怖かったけど、それでもその思いを乗り越えてこうして来ているんです。この気持ちを汲くみ取っていただくことはできないでしょうか……！」

　総務グループは、アポのある訪問者を会議室や現場に案内するのも仕事のうちだ。でも、アポなしの飛び込み営業の相手までさせられるのは正直困る。仕事量的にとかいう問題じゃなくて……良心が痛む。

「前例を作ってしまうと、飛び込み営業した者勝ちになってしまいますし、なによりきちんとアポを取ってくださった方に申し訳が立ちません。そういった理由で、アポなしの方はお通しできないんです。本部が決めたことですので……私にはどうすることもできません」

　ああ……もう。本当に、良心が痛い。

　いっそ、守衛さんが止めてくれればいいとも思うのだけど、守衛さんはうちの社員ではないから、それはできないって話だ。明らかな不審者以外は本人確認をし、記録を取ったうえで総務に内線をかけるまでが仕事らしい。

「申し訳ありません。お引き取りください」

　胸がギリギリ痛む中、ぺこりと頭を下げる。

　すると、諦めた男性が背中を向け……。

「デカい会社だからって偉そうに」

　ボソッと呟き、会社の敷地内から外へと出ていく。

　痛んでいた良心は、一体、誰を思ってだったのか……。まぁ、私がどれだけ申し訳なく思っていても、結果を見れば断っただけの話だから仕方ないのか。

　もやもやなのかイライラなのか。形容しにくい負の感情が胸の中に充満するのを感じ、大きく息を吐いた。




　佐野ちとせ。二十五歳と一ヵ月。眞木と付き合いだして四ヵ月強。これから華やかな春を迎える三月初旬という時期にもかかわらず……正直、疲れぎみだ。




　自分自身、わりと打たれ強いほうではあると思う。物事もハッキリ言えるほうだし、逆になにか言われても〝はいはい〟って聞き流して相手にしないことも多い。

　でも……最近、それができなくなってしまい、どうしてなのかが疑問で仕方ない。周りに言われる言葉が耳にとまってしまうようになったのは、いつからだろう――。

「ねぇ、あそこ。佐野さん、また食堂来てる。確か、一昨日おとといもいなかった？　眞木さんと一緒にランチとってたのにどうしたんだろ」

　お昼休み。小谷先輩と一緒に食堂に入った途端、そんな声が耳に入った。やれやれと思いながら、食券を買い、列に並ぶ。

　私が食堂を使い始めたのは、一ヵ月前。ずっと食堂を使えないのは困るし、朋絵や慎司のことも無事解決した。そしてなにより、眞木の仕事が年度末に向けて忙しくなりそうだと知ったから、仕事が落ち着くまでお弁当はお休みでいいと遠慮した。

　眞木は〝平気だ〟とか言い張っていたけど、負担にはなりたくない。

『まだいろいろ言ってくるヤツがいるんじゃねーの？』と心配する眞木に『さすがにもう大丈夫でしょ』と軽く返した一ヵ月前の自分は、楽観視しすぎていたなぁと今さら思う。

　眞木と私の噂第一弾が流れ始めて、もう半年が経つのもあり、私の予想通り、ほとんどの社員は私なんか気にもとめなかったけれど……一割ほどの目ざとい女性社員は私に気づくなり、眉をひそめた。好奇の眼差しが痛い。

　まぁ、それもそのうちなくなるだろうっていうのは、甘い考えだったらしい。

　食堂を使い始めて一ヵ月が経つっていうのに、百席ほどある食堂のそこかしこからは、いまだに視線が突き刺さるようだった。

　聞こえるようにわざとなのか、わりと近い位置からされる会話を耳が拾う。

「っていうか、あり得なくない？　眞木さんにお弁当作らせてるって話じゃない。男に、しかもあの眞木さんにとか……女としてどうかなって思うよね」

「それが原因で、眞木さんにうんざりされちゃったんじゃない？　だって先月から食堂によく来てるんでしょ？　ケンカとか？」

「そのまま別れちゃったりしてね」

　列の後ろでそんな会話が交わされているせいで、「はい。たぬきうどんねー」とトレーを差し出してくれた食堂のおばさんに、返す笑顔が引きつってしまった。

　十二時二十分の食堂は六割方、席が埋まっていた。

　空いている席に腰を下ろすと、隣に小谷先輩が座る。

　小谷先輩がテーブルに置いたトレーの上には、野菜炒め定食が載っていた。

「いただきます」と小さな声で言った私に、料理に箸をつけるよりも先に小谷先輩が話しかけてくる。

「まだあんなこと言ってくる人いるのね。……大丈夫？」

　オロオロしながらも、瞳を楽しそうにキラキラさせている小谷先輩をチラッと見てから、うどんを箸でつかむ。

「大丈夫です。でも、ジロジロ見られるのって、居心地悪いなとは思いますけど」

「そうよねー。眞木さんが人気があるからっていうのもあるんだろうけど……多分、眞木さんの性格にも理由があるのかも」

　うどんを箸先で挟んだまま、「性格？」と隣を見ると、小谷先輩が頷く。

　小谷先輩の野菜炒め定食も、まだ手つかずだった。

「眞木さんに憧れる人はたくさんいても、あの外見と態度だから近づく人って少ないのよ。それでも近づいたり告白したりする人って、自分に自信があるってことだと思わない？」

「まぁ……そうかもしれないですね」

　一概には言えないとしても。自分なら、あの愛想のない眞木を振り向かせることができるって踏んで近づくんだろうし。

「でしょ？　そんな自信があったのにもかかわらず、冷たい態度でフラれたらプライドもズタズタになる。そこに、眞木さんが佐野さんと付き合いだしたなんて噂が流れたら……」

　一拍置いた小谷先輩が真面目な顔をする。

「『私はダメだったのに！　なんなのよ、あの女！』っていう八つ当たりが佐野さんに集まっても仕方ないと思うの」

　試験の合否でも伝えるような真剣な様子で言われ……。

　パチパチと瞬きを繰り返してから首を傾げた。

「仕方ないんでしょうか……。だって八つ当たりでしょう？　その時点で、私にしたらとばっちりですし」

　呆れて思わず笑ってしまうと、小谷先輩が〝わかってない〟とばかりに首を振る。

「恋愛の恨みにおいて、八つ当たりは正当な理由になっちゃうものなのよ。眞木さんにあっけなくフラれてから今まで誰に向けられるわけでもなく燻くすぶっていた怒りが、佐野さんっていう的を見つけてメラメラ燃え始めてるのね。きっと」

　最後、「困った話ね。まったく」と、ため息を落とした小谷先輩を眺め、眉を寄せる。

　ため息を落としながらも、ニヤけてしまう口角を止められない様子の小谷先輩は、多分、今の状況を楽しんでいるんだろう。色恋沙ざ汰たで社内が賑わっている状況を。

　まぁ、それはいい。小谷先輩はそういう人だし、今さらそこにイライラしたりもしない。

「本当、困った話ですね」

　お預け状態だったうどんにようやく口をつけると、小谷先輩も箸を進め始める。

　社員の出入りが激しい食堂は、そこら中で会話が飛び交ってガヤガヤと賑やかで、休憩室とは大違いだった。刺さる視線の数も、大違いだし。

　少し離れた場所に座った女性社員ふたりが、こちらを見てなにやらコソコソ言っているのが視界の隅でわかる。

　食堂に来るたび、こんな感じだ……と嫌な気分になり、ふと今日の飛び込み営業の一件を思い出す。

「今日の十時に来た飛び込み営業、断ったら『デカい会社だからって偉そうに』って捨てゼリフ吐かれました」

　なかなか後味が悪かったなぁと思い話すと、小谷先輩が「えっ、またそんなこと言われたの……？」と、信じられないとでも言いたそうな顔で聞くから頷いた。

「飛び込み営業の方って、捨てゼリフ吐かないと帰れないんですかね。なんかみんなして、結構な言葉残していきますけど」

「本当よね。私もこないだ『ニコニコしてりゃいいんだから楽な仕事だよな』って言われちゃった」

「うわぁ……。まぁ、あちらにしたら必死の思いで来てるわけですし、文句言いたくなるのもわかるんですけどね」

「でも、それにしたって、なんでいつも私か佐野さんが呼ばれるのかしら。そこが一番納得いかなくない？」

　眉をひそめた小谷先輩も、話を聞く限り嫌な思いをたくさんしている。

　とにかく笑顔を意識して『申し訳ありません』と謝っていたら、『それしか言えないのかよ』みたいなセリフを吐かれたり。『あんたの会社が契約してくれないせいで俺はクビになる』なんてことを言われたり。

　いくら会社の方針という理由があっても、それだけで断るのは本当に難しく、気持ちよく帰ってくれた人なんて多分ひとりもいないと思う。

　会社にはいろんな窓口があって、私たちが担当しているのはそのうちのひとつだけではあるけれど……できたら、せめて課長にやってもらいたいのが本音だ。

　さっきの飛び込み営業の相手をしたあと席に戻った私に、課長は『ただ頭下げて帰ってもらうだけだろう。営業なんかもっと嫌なこと言われて、もっと頭下げてるんだから』と言っていたけど。

　私なんかが頭を下げるよりも、役職がある課長のほうが話もすんなりいくと思うのに、課長は口しか動かさないし、代わる気はないみたいだった。

「頭下げるのはいいんです。でも『女の子がニコニコ対応したほうが相手も気分を損なわないだろうから』なんて理由は、おかしくないですか？　そもそも、うちの会社を背負って対応するのが、私でいいのかなっていう疑問もありますし。断るのって、すごく重要な仕事じゃないんですかね」

　後々のイメージにも繋がるだろうし、と思い本音をこぼすと、小谷先輩が同調する。

「私ね、前、課長に直談判したことがあるの。荷が重いし、できたら守衛さんの時点で通せないルールにしてほしいって。そしたら、今、佐野さんが言ったようなことをそのまま言われたのよ」

「私の言った……？　どういう意味ですか？」

「断るのって大事だから、守衛さんにストップさせるんじゃなくて、会社の人間が相手をしたっていう誠意を見せて、イメージを守るべきだって。私、そうなのかな？ってなんかよくわかんなくなって黙っちゃったんだけど……どう思う？」

　首を傾げた小谷先輩に、思わず黙ってしまう。

『規則だから』と同じ言葉で断るにしても、会社の人間が対応することに意味があると言われたら……うまく丸め込まれた感じはするけど、反論できない。

「そう言われちゃうと、仕方ないですね……」と力なく笑うと、小谷先輩は「でしょー？」と口を尖らせた。

「でもね、『女の子がニコニコして』っていうのはおかしいと思うから、そのうち課長に言うつもり。課長はよく営業を引き合いに出すけど、営業職は男性のほうが多いでしょう？　だったら『女性のほうがいい』っていう理由はおかしいもの」

「……小谷先輩が頼もしい」

「ふふー。まぁね。だって聞いて。私、四月でもう八年目になるのよぉ。そろそろ後輩に頼もしい先輩って思われたいと思って」

　私は四月から四年目の年になるけど、小谷先輩はその倍もいるのか……。すごく可愛らしい人だから、三十歳になるという事実が少し信じられない。

「ところで、来週からの京都研修、うちのグループからは私と佐野さんだって話だったけど、詳細見た？」

　変わった話題に、そういえばと思い出す。来週月曜日から、京都で大きな研修が行われるというメールが来ていたっけと。

　お昼休みに入る少し前に、小谷先輩と一緒に課長に呼び止められて出席してくれって頼まれたところだった。

「はい。そこまで急ぐ必要もなさそうな研修内容でしたけど……予算の関係ですかね」

　一年の研修スケジュールはいつも年度始めにはすでに決まっている。だから、研修に参加予定がある人は、それに合わせて出張なんかも調整したりするんだけど、どういう事情なのか、たまにイレギュラーな研修が入ったりする。それが、今回はずいぶん急だった。

　今週の頭に突然そんなメールが本部から一斉送信されてきたかと思ったら、日程はもう来週なんだから。

「年度初めに研修費として設定した予算が余ってるらしいから、それでよね。使い切らないと来年度の予算が減らされちゃうからって」

「そのためにこの忙しい時期に無理やりって……本当にバカバカしいですよね」

　余ったなら余ったで繰り越せばいいと思うのに、使い切らなくちゃっていう考えがわからない。

「本当、バカバカしいわよね……。こんな急に研修で三日も潰されちゃったら、来週の仕事どうしろっていうのかしらねー。明日からせっかくの土日なのに一気に憂鬱になっちゃった」

　やれやれとでもいった感じの小谷先輩に、同じようなトーンで「ですね」とだけ返した。

　研修中、その間の仕事を誰かがしておいてくれるなら、二泊でも三泊でも喜んで行くけど、そうじゃない。研修明けに仕事に追われるのはもう、今まで参加した過去四回で経験済みだ。

　だから研修なんて、あればあるだけ迷惑なだけなのに……それを、本部はなにもわかっていない。

　うちは大企業だし、組合と会社の立場は平等だけど……それでもそこはずっと改善されないのが現状だ。飛び込み営業のことといい、解決されない問題や不満は、どんなに組合がしっかりしていても結構ある。

「今回の研修は、うちの支部からは総務とか製造管理とか、あと現場担当も招集されてるらしいし、ずいぶん大規模な人数でするみたい。私の同期が大阪支部と島根支部にいるけど、そこからも来るみたいだし」

「へぇ……。京都の研修施設ってそんなに大きいんですね。私、行ったことなくて」

　東京での日帰り研修には何度か行ったことがあるけど、京都は初めてだ。新幹線使っても時間がかかりそうだなぁ……と思っていると、小谷先輩が私のほうを見て笑う。

「大きいしキレイよー。夜は多分、なんだかんだ理由つけて飲み会になるから、そこは覚悟しておいたほうがいいけど。でも、それだけ大きな研修だと普段会えない同期と会えたりして、いい面もあるかもね」

「地方に散らばっちゃった人とは、なかなか会えないですもんね」

　東北地方に配属された同期もいれば、九州に配属されている同期もいる。そういう人たちとは気軽に同期会なんて開けないし、もし会えれば新人研修以来かもしれない。

「それに、今、ここにいたってそこら中でヒソヒソされて落ち着かないでしょ？　京都なら飛び込み営業も陰口もないし、羽伸ばせるかも」

　そう、前向きな意見にまとめた小谷先輩に「そうですね」と答えてから、空になった食器やトレーを持って立ち上がる。

　途中、すれ違った女性社員が「あの子でしょ、眞木さんと……」とヒソヒソ始めたのを背中で聞き、うっかり漏れそうになったため息を呑み込んだ。

　確かに、こういうのは少し疲れたかもしれない。




　その日、午後にもひとり来た飛び込み営業に頭を下げ、『そちらは、うちみたいな小さな会社がどうなろうとどうでもいいんでしょう』と嫌な笑顔で言われたりして。

　どんなに残念であっても、そんな言葉を残しちゃったら、今後の可能性も潰しちゃうんじゃないかなとか。女性社員がニコニコ応対するからナメられてそんなこと言われるんじゃないかなとか。若干、イライラしながらも、仕事を終えるために手を動かした。

　来週からの研修に備えて、できるだけ前倒しで仕事を片づけて会社を出た頃には、もう十九時を回っていた。肩や首が凝っているように感じて、歩きながら首を左右に傾けていると、「佐野」と声をかけられる。

　見れば、会社前の歩道で、車道との柵に軽く腰かけている眞木がいて……待ち合わせしていないのに、と驚く。

　黒いＴシャツの上にグレーのパーカー、ジーンズにスニーカーというラフな格好をした眞木に近づく。うちの会社は私服通勤だし、眞木はいつもこんな格好だけど……ラウンドネックのＴシャツは襟ぐりが横に広く開いていて鎖骨が見えるから、寒くないのかなと心配になってしまう。

　三月初めのこの時期、いくらそろそろ春めいてくるとはいえ、夜はまだ冷える。

　日中はともかく、朝晩の出勤時、私なんてまだコートが手放せないのに。

　目の前まで行くと、眞木が腰かけていた手すりから立ち上がる。

「そんな薄着で寒くないの？　特に首元」

　開口一番、思わず聞いた私に、眞木は自分の服を確認してから私をじっと見て笑った。

「別に寒くねーけど……お前、相変わらず厚着だな。そんなんでよく冬が越せたよな」

「言っておくけど、私が普通だからね」

「すげーもこもこ」と私が首に巻いているキャメル色のネックウォーマーを指先で触る眞木を、そういえばと見上げる。

「今日、約束してなかったよね？」

「ああ。でも、さっき帰ろうとしたら、更衣室入ってく佐野が見えたから。どうせなら一緒に帰ろうと思って待ってた。お前が昼を別にしたいとか言いだしてから、会える時間減ったし」

　少し刺とげ々とげしく言われた気がして、苦笑いを浮かべる。

「お弁当は大丈夫って言っただけでしょ」

「同じようなもんだろ」

「眞木はお昼どうしてるの？」

「俺も食堂行ってる。自分の分だけってなると、弁当作るのも面倒になって。前はこんなこと思わなかったんだけど、誰かさんのせいで」

　チラッと不満そうに見られて、思わず笑ってしまう。

「それが正常なんだよ。普通、自分のためだけに早起きしてお弁当なんて作れないもん。眞木がいちいち、きっちりしすぎなの」

　絶対Ａ型だろうなーと思っていたけど、いつか血液型の話題になったらやっぱり眞木はＡ型で、吹き出してしまったのが懐かしい。

　私もＡ型だって言ったら『お前、Ａ型のきっちり具合、どこに落としてきたんだよ』って呆れた顔で言われたけど。

　正直、自分でもそう思う。キレイ好きだとかそういう部分がこれっぽっちも見当たらない。

　こうして眞木と立ち話をしている間も、ポツポツと人が行き交う。

　中にはうちの社員もいるかも……と少し気になっていると、「更衣室に入っていく時」と言われ、見上げると真面目な顔があった。

「顔しかめながら歩いてたけど、なんかあった？」

　急な問いと、私の顔を窺うようにじっと見てくる眞木に、呆然としてしまう。私の様子がおかしかったから、こうして待っていてくれたんだってわかったから。

　それを遠回しではなく直球で聞いてくるところも、私のことをよく見てくれているところも相変わらずだなぁ……なんて頭で思った途端に、じわじわと温かいものが胸の底から込み上げる。

　うっかりニヤけそうになる口元を隠すように、ネックウォーマーを持ち上げた。

　それにしても、そんなに顔をしかめていたっけ……と考え、ひとつ思い当たり、あれか……と思う。エレベーターで一緒になった女性社員たちに、ヒソヒソされたなぁと。

　年度末の仕事量と飛び込み営業で疲れているせいで、いつもは気にならないような言葉がいちいち胸を刺すんだろう。でも、こんなのは言っても仕方のない話だし。

「別に。ただちょっと肩が凝ってただけ。最近、凝りやすくて」

　首をこきこきしながら答えると、眞木は「ふぅん」と返し、なおも私の顔を見つめたあと「じゃあ、このあとうちに寄れよ」と言う。

　脈絡のない誘いに「なんで？」と聞くと、「マッサージしてやるから」と返された。

「夕飯は、うちの近くにできたパスタ屋でテイクアウトして、うちで食えばいいだろ」

　歩きだした眞木が「ん」と手を差し出すから、少しためらってからそこに手を重ねて握る。そして、並んで歩きながら隣を見上げた。

　眞木の向こうに、星が浮かぶ夜空が見える。

「わざわざテイクアウトしなくても、そこで食べてけば楽じゃない？」

　テイクアウトってことは、その店までは行くわけだし……と思い言うと「お前、疲れてそうだし、外で飯食うより家のほうがいいだろ」と、なんでもないことみたいに返されて……。敵わないな、と思い、『別に疲れてない』と言おうとした口をつぐんだ。無表情な横顔に優しさを感じ、ふっと微笑む。

　強引で傲慢なくせに。誰よりもしっかりと私の状態を察して気遣ってくれるところは、付き合ってから四ヵ月経つ今も変わらなくて。それが嬉しかった。




　パスタ屋さんは、本当に眞木のアパートのすぐ近くにあった。歩いて五分もかからない。

　住宅街にひっそりと建っていて、あまり飲食店だということを主張していない、隠れ家みたいな雰囲気があった。レンガ調の壁に、白い枠組みの窓がはまっていて、中からはオレンジ色の柔らかい灯りが漏れている。

　そんなに広くはない店内には二十席くらいあるけれど、もう満席に近い。こんな住宅街じゃ、お客さんはここを目当てに来たんだろうし、人気があるんだなぁと眺める。

　レジ前の椅子に座って少し待つと、すぐにテイクアウト用のケースに入ったパスタが渡される。

　それを持った眞木と外に出ると、再び冷たい空気が肌を刺した。

「寒い」と呟くと、「寒がり」とからかうような声が降ってくるから、睨むような視線を向けた。

「体質は仕方ないでしょ」

「まぁな。でも、性格は努力次第で変えられるんじゃねーの」

「性格……？　どういう意味？」

「なんか嫌なことがあったなら、ひとりでため込む前に言え」

　チラッと真面目な眼差しを向けられ、バツが悪くなって目を伏せる。

　会社前で眞木と一緒になってからは、顔に出さないように気をつけていたつもりだったのに……洞察力が鋭いのも考えものだ。

　別に隠したいわけじゃない。ただ、こういうことを素直に話すことに抵抗があるだけで。

　だって、仕事にしたって陰口にしたって、話したところでどうしてほしい問題でもないし、慰めてほしいわけでもない。そういう愚痴みたいなことを言うのは、まるで『傷ついてます』『優しくしてください』って言っているようで……どうしても言葉にしにくい。

　愚痴なんて聞かされたって、眞木だって面白くないに決まってるし……。

「別になんでもないよ。ただ、来週の京都研修に急に行くことになって、仕事が回らなくて嫌気が差してただけ」

　なるべく早口にならないように気をつけながら言う。それでも、ごまかしているのがバレバレだったかな……と眞木の様子をこっそり見上げると。

「あ、それ俺も行くやつ」と驚いた顔を返された。

「……え。眞木も行くの？　二泊三日のだよ」

　そういえば、小谷先輩が製造管理グループからも誰かしらが行くようなことを言っていたっけ……と思いながら聞くと、眞木がポケットから部屋の鍵を取り出しながら頷く。

「結構デカい研修だろ？　俺も昨日くらいに課長に言われた。まさか佐野も行くとは思わなかったけど」

　アパートの外階段を上がる眞木に続く。

「総務からは私と小谷先輩が強制的に。眞木、研修なんか行って大丈夫なの？　来週末までかかる工事を担当してるんじゃなかった？」

「俺がいない間は代役頼んでるから大丈夫だろ。工事っていっても俺は進しん捗ちょく具合とか管理してるだけだし。ただ、会議だけはどうにもならないから、その辺は今日全部話つけてきた」

　部屋の前で鍵を開ける眞木に、製造管理はその日じゃなければいけない仕事もたくさんあるから、そういう調整は大変そうだなぁと思う。私の仕事は、期限はあっても研修明けに頑張ればどうにか回せるようなものだから。

「眞木のほうこそ、仕事大変だし身体疲れそう」

　ボソッと言うと、顔半分だけ振り向いた眞木が「お前とは身体の鍛え方が違う」といたずらっぽく笑った。




　パスタ屋さんで買ってきたパスタは、二種類。トマトとベーコンの塩味ベースのパスタ、魚介をたっぷり使ったトマトクリームパスタを眞木と半分こして食べた。

　両方おいしくて、今度は店で食べようなんて話をしながら完食すると、後片づけを済ませた眞木が「佐野、こっち来い」と呼ぶ。

「肩凝ってんだろ」

「あ。揉もんでくれるの？」

　ベッドに腰かけている眞木の前に移動する。眞木の足の間の床に座ると、すぐに肩に手を置かれた。やわやわと全体をほぐすように揉んだあと、親指でグッと肩の後ろを押される。

「こんなに凝るって、姿勢が悪いんじゃねーの？」

　予想以上に凝っていたからか、眞木が言う。

「んー。そうかも」

「あんまり身体によくないだろ。直せよ」

「うん」

　適度な強さで揉む眞木の手が気持ちよくて、うっかり色気のない声が出そうになる。温泉にでも入った時に、つい出ちゃうような声が。

　さすがに眞木相手でもそれは恥ずかしい。だからそれを我慢しながらも身を任せていると、肩を揉んでいた手が次第に下に下りていき、肩甲骨の辺りを指先で押され、ビクッと身体がすくんだ。

「や……背中はいい。くすぐったい。交代しよ、眞木の肩も揉んであげる……」

　そう言い、座ったまま振り返ろうとした私の両脇に、眞木が手を入れグッと持ち上げるものだから、驚いて「や……っ」と声が漏れる。咄嗟に私も足に力を込めたけど、持ち上げられるなんて予想もしていなかっただけに、心臓がドッドッと騒いでいた。

　結果的に、眞木の足の間のベッドに座るかたちになり、とりあえずホッと息をつく。

「いきなり危ない――」

　急になにするんだと怒ろうと、顔だけで振り向いたところに覗き込むようにキスされ、目を見開く。

　触れるだけのキスをした眞木が、目を合わせ口の端を上げる。

　しっとりと重さを含み始めた雰囲気に気づき……戸惑う。

「……なに？」

　するすると首に回ってきた眞木の左腕。後ろから抱きしめられるような体勢になり、じっと見ると、眞木が右手の指先で背中をスッとなぞる。

「ここ、くすぐったいんじゃなくて、気持ちいいんだろ？」

　さっきまでマッサージしてもらっていただけだったのに。いつの間にここまで甘い雰囲気に変わったんだろう。

　色気を漂わす眞木の眼差しや声に、目を泳がせてしまう。でも、背中を這う眞木の指先が、腰の辺りまでゆっくりと下りていくから、身体が勝手に震えた。

「ほら。お前、背中弱いからな」

「違う……」

「違くない」

　言いながら、耳にちゅっと唇を押しつけられる。背中を服の上からなぞっていた指は、服の裾すそから入り込み、直に肌に触れながら移動する。

　脇腹を撫でた手がお腹に回り、そのまま下着の上から胸を包むからおかしな声が出そうになるのを我慢した。

　テレビもなにもついていない、音のない部屋。そこに自分の声が落ちるのが嫌で必死になって耐えていると、それに気づいた眞木がふっと笑い……再び唇を合わせた。

　胸に触れる手はそのままに、口内も舌で撫でられ、くぐもった声が漏れてしまう。

「ん……っ」

　角度を変えて何度もキスを繰り返した眞木が「今日、泊まってけよ」と誘う。頷こうとするのに、眞木の終わらないキスに返事は言葉にならなかった。




　優しく大きな手が頭を撫でる。

　何度かそうしたあと、頬を包むように撫でてきた手に、そっと目を開けた。……けど、すぐにそれを後悔する。部屋の中には、これでもかってほどの朝日が差し込んでいたから。

「……眩しい」

　眉を寄せ、もう一度目を閉じると、隣で横になっていた眞木が「起きたか？」と声をかけてくる。

　その声が少しかすれているせいで、昨日の情事が頭に浮かび、ますます眉間にシワが寄ってしまう。

　こういう朝は、何度経験したって慣れない。

「おはよう」と言いながら上半身を起こすと、眞木も同じように起き上がる。

「おはよ。朝飯軽く作るけど、食べるだろ？」

「ん。お願いします」

「了解」と私の頭をポンと撫でた眞木が、先にベッドから下り、洗面所のほうへと歩いていく。

　短い髪には少しだけ寝グセがついていて、可愛いなぁと思いながら眺め、ひとつ伸びをする。

　時計を確認すると、まだ七時前だった。

　眞木が寝起きがいいおかげで、泊まった日は決まって早起きできるから、時間がたっぷり使えて助かる。これが家だったら、土曜日なんて九時十時までだらだら惰眠をむさぼっているところだ。

　今日は帰ったら京都研修の準備をしなきゃ。二泊三日だと、どれくらいの荷物になるだろう。バッグはどれで行こう。

　そんなことを考えながら、もうひとつ伸びをしてベッドを下りた。




　眞木が朝食に作ってくれたのは、サンドイッチとコーンスープ。

　サンドイッチは、玉子サラダとトマトと、ツナとレタスの二種類で、彩りのよさに朝からお腹が鳴ってしまった。

「眞木は京都研修、どれくらいの大きさのバッグで行くの？」

　並んでの朝食。もうほとんど食べ終わったところで聞くと、すでに食べ終えた眞木はベッドを背もたれ代わりにし、そこに片肘をついた体勢で答える。

「研修中はスーツで、服はそんな嵩かさ張ばんねーから、そんなデカいのでは行かない。資料も向こうで用意するって話だし。……あー、でも土産みやげどれくらい買うかにもよるな」

「あ、お土産買うんだ。せっかくの京都だもんね。家族に？」

「まぁ、そんなとこ」

「私も買っとこうかなぁ。確か、三日目ってお昼でおしまいだったもんね」

　京都研修は、一日目の午後スタートで、三日目の午前中でおしまいだと聞いている。全国から集まるわけだし、移動時間を考えてのことなんだろう。

　三日目が午前中でおしまいなら、現地解散だからお土産を見にぶらぶらしても問題なさそうだ。

　研修だし、課長とかには必要ないだろうけど……一応、あとで小谷先輩と相談しよう。そんなことを考えて、昨日の小谷先輩の言葉がポンと頭に浮かぶ。

『それに、今、ここにいたってそこら中でヒソヒソされて落ち着かないでしょ？　京都なら飛び込み営業も陰口もないし、羽伸ばせるかも』

　小谷先輩の声で再生された言葉に、ハッとした。同時に、会社にいるとそこら中で向けられる視線やヒソヒソ声が思い出され……一気に胸の奥が曇りだす。

　羽なんか伸ばせるはずがない。だって、研修には眞木も行くんだから……。

　ということは、研修先でもあんな感じになるのか……と考え、眞木にギギッとゆっくりと顔を向けた。

　昨日、ほぐしてもらったはずの肩が、もう凝りを取り戻している気がした。

「……眞木。お願いがあるんだけど」

　私に視線を移して「なに？」と、返事をした眞木が、真面目な表情で私の言葉を待っていてくれて……少し心苦しくなりながらも口を開く。

「研修先では、私と付き合ってること言わないでほしくて……。ほら、夜は飲み会になるらしいし、そういう場だと彼女がいるかとかの話題にもなりやすいでしょ？　だから」

　眞木は、私をじっと見てから答える。

「最初から、自分から言うつもりはない。でも、佐野が言ってるのは、誰かに聞かれても答えるなってことだよな？」

　〝うん〟と言えなかったのは、眞木を傷つけるような気がしたからかもしれない。

　眞木は、私と付き合っているとか、事実ならなんでも包み隠さずに言える人だ。逆に言えば、事実しか言わない。

　そんな眞木に嘘をついてほしいと頼んでいる自分に、自己嫌悪に陥りそうにもなったけど……。

　最近の会社でのことを考えると、引き下がれなかった。あんな感じになるのは、会社だけで充分だ。

「その、たった三日だし、変に騒がれたりするのは面倒だなって」

　目を逸らして言うと、眞木は私を見たあとため息を落とす。

「周りだってそんな暇じゃねーだろ。それに、騒がれたとしても飲んでる時だけだろうし、問題ない。嘘つくなんてバカバカしいだろ」

「それは……眞木はそうかもしれないけど……」

「お前は違うみたいな言い方だな」

　まっすぐな目で言われ、グッと押し黙る。

　いつもだったら『当たり前でしょ。自分勝手な眞木とは違うの』なんて軽口を返しているところなのに……声にならなかった。

　嘘つくのがバカバカしいなんて、私だって思う。なに言われたって放っておけばいいって……気にする必要なんかないって。

　それでも、なにか棘とげのある言葉を向けられることに、もう疲れちゃって……。だから、せめて研修先でくらい周りからなにも言われたくない、っていうのは悪いことだろうか。

「三日だけなんだから、『いいよ』って言ってくれたっていいじゃん。眞木、心が狭い」

　気がついたら、言葉にしてしまっていた。

　ついボソッと出てしまった声にハッとして隣を見ると、眞木はおっかない顔をしていて……背負っている恐怖のオーラにひっと肩が跳ねる。

「『心が狭い』って、なに？」

「……違う。今、うっかり気持ちと声が直結しちゃっただけで、口にしようとは思ってなかった」

「つまり、思ってたってことだな」

　そのうち、握った拳をボキボキと鳴らしそうな眞木に、座ったまま後ずさりしたくなる。じわじわと恐怖感が湧いてきて、耐え切れなくなり「だって！」と口を開いた。

「眞木にはわからない事情とかもあるんだよ。そういうのに少し疲れたし、三日くらい、ただの同僚としてでも……」

「へぇ。ただの同僚……。お前は俺と〝ただの同僚〟になりたいんだな」

　確認するように繰り返され、答えに困る。

　意地の悪い聞き方だとは思ったけど、そうさせたのは私だ。……私が勝手に、いっぱいいっぱいになって、つい、八つ当たりしたから。

　そこまでわかっていながらも、謝れないでいる私に、眞木が呆れたような顔で言う。もうそこに怒りのオーラはなかった。

「だから、なんかあったなら言え、って言ってんだろ。昨日からずっと俺が気にしてんの知りながら、なんでそんな泣きそうになるまでため込むんだよ。素直に弱音吐けば、俺だって考えるのに」

　さっきみたいな、メラメラと燃えるような怒りのオーラは確かにない。でも……それとは違う冷静な、注意にも似た指摘に、さっきは滲みもしなかった涙がじわりと浮かんだ。

　だって、私が受けた言葉はどれも眞木のせいじゃないのに。なんで眞木に八つ当たりしてるんだろう。

　情緒不安定な自分に気づき、情けなさしか浮かばない。眞木の言う通りだ。『会社で嫌な思いしているから、研修先では穏やかに過ごしたい』って素直に言えばいいだけなのに、甘えられずごまかして、結局こんなケンカみたいになって……。

　もう……やだ。

　せめて涙が落ちないようにと必死に我慢しながら、ぷいっと顔を背ける。このまま一緒にいても、眞木を不快にさせるだけだ。

「私、研修の準備もあるし、そろそろ帰る。……朝ご飯、ありがとう」

　それだけ言い、バタバタと帰り支度をする。

　眞木は不貞腐れた様子だったけれど、それでも、眞木のアパートから電車で四駅ある私の家まで送ってくれて……「じゃあな」と言い、スタスタと帰っていった。

　いつもとは少し違うケンカ。頭の中がゴチャゴチャだった。










不安と、理由




　ひとつ歯車が狂ってしまうと、ほかも狂ってしまう……みたいな話を耳にしたことがあるけど。本当にその通りだなと、自分を客観的に見て思う。

　突きつけられる刺々しい言葉とか疲れのせいで、うまく動かなくなってしまった歯車。そこから眞木とケンカみたいなことになってしまった。

　私が、ストレスのうまい解消法を知っていれば、京都行きの新幹線待ちをしている今だって、こんなに気が重いことなかったのになぁ……と、今さらしても仕方のない後悔をしていると、列の前に立っていた小谷先輩が声をあげる。

「あ、眞木さん来た！　やだ、スーツ着てるっ」

　肩をバシバシと叩かれ、逃げ出したくなる。

　あと数分で新幹線が到着するホームには、そこかしこに支部の社員が見て取れて、その中に眞木の姿がないってことは気づいていた。だからそのうち来るだろうと覚悟はしていたけど……土曜のことがあるだけに、振り向きにくい。

　ラスボスみたいなオーラをまとって、怒っていたらどうしよう。

　心臓が不穏な音をたて、緊張を浮き立たせる。不安に思いながらもゆっくりと視線を移すと、チャコールグレーのスーツ姿の眞木が見え……気まずさも忘れ、うっかり見とれてしまった。

　いつもは白いツナギだったから、きちんとスーツを着ている眞木なんて初めてで、目を奪われる。紺に水色のストライプが入ったネクタイは少し緩めているけど……決まっているし、カッコいいと素直に思う。

　スーツ店のポスターを飾っているモデルよりもカッコいいんじゃないか……なんて思っていると「ポスターみたい！」と小谷先輩が口にするから、同じ感想に苦笑いがこぼれた。

　黒いボストンバッグを持った眞木が、私たちに気づくとこちらに歩いてくる。

　うちの支部から研修に行くのは私たちだけじゃないし、十人近くいる。

　中には製造管理の人だっていると思うのに……迷うことなく私の隣に立った眞木に、バッグを持つ手にギュッと力がこもる。

　緊張しながらホームのコンクリートを見ていると、眞木が言う。

「……はよ。〝ただの同僚〟の佐野さん」

「……おはようございます。〝ただの同僚〟の眞木さん」

　皮肉を言われたからお返しすると、眞木が「っく」と喉の奥で笑う。

　別にケンカをしていたわけじゃないけど、意見が食い違ったのは確かだし、私が八つ当たりをしたのも事実だ。当然、気まずい。

　でも、今の会話で空気が軽くなった気がして……気を遣ってくれたんだろうなと思い、うつむいたまま奥歯をギリッと噛みしめた。

　眞木のせいじゃないのに、眞木に気を遣わせてしまうのは嫌なのに。結局、眞木に救われている自分に気づいて、ググッと眉間にシワを寄せていた時。

「お前とのこと、バラしたりしないから安心しろ。たった三日のことなのに俺も意固地になりすぎた」

　急に、そんなことを言われて隣を見上げると、わずかに微笑んだ眞木と目が合った。

「板挟みにするつもりはなかったのに、結果的にそうなったかもしれない。悪かった」

「……私のほうこそ、ごめん。自分のことだけ――」

『自分のことだけ考えて嫌なお願いした』

　そう、前にいる小谷先輩の存在も忘れて素直になろうとしたのに。

　謝り終わる前に、新幹線がホームに入ってくる。

　目の前を走る新幹線が作る風を受け、仕方なく一度黙ると、小谷先輩が「あ、佐野さん、私たちの指定席もう少し後ろの車両だったみたい」と話しかけてきた。

「え？」

「ごめん。ちょっと移動しないと。眞木さんはこの車両ですか？」

　小谷先輩に聞かれた眞木が「製造管理はこの車両です」と答え、私に視線をチラッと向けたあと、開いたドアから新幹線に乗り込んでいく。

　その後ろ姿に、きちんと謝れなかったことが引っかかり、手を伸ばしたくなったけれど……。

「佐野さん。こっちこっち」

　腕を引っ張る小谷先輩に、仕方なく諦める。

「はい……」

　指定席は部署ごとにまとめて取ったから、離れてしまうのも仕方ない。それにしても、タイミング……と思いながら小谷先輩と一緒に新幹線に乗り込んだ。




　会社が数年前に建てたという京都の研修施設は、小谷先輩に聞いた通り、とてもキレイだった。まるでホテルと変わらない造りの部屋に荷物を置き、五階にある研修会場に向かう。

　そこで行われた授業のような研修は、金属や空気の膨張、収縮が飲料水を作る過程でどれだけ大事かということや、実際にそのせいで過去に起きたトラブルなどを扱った内容だった。

　普段の仕事の中で、私が関わるものではない。それでも、もしも現場に配属された時には知識として役に立つ。

　過去にあったトラブルをひとつ挙げ、その解決法を各々が自分なりに考えてくるという課題が出され、一日目の研修が終了した。




「こんなガッツリな研修だと思わなかった……」

　この研修で新人研修以来の再会を果たした島根支部の男性社員である岡おか崎ざきが、隣でジョッキ片手にガックリと肩を落とす。

　何人かとは会えるかなと思っていたけど、今回の研修に参加していた同期は岡崎だけだった。

「ね。こんなに身になる研修だとは思わなかった」

「講師も社内の人間だって言うからナメてたわー。どうせ無理やり押しつけられて、嫌々研修来てんだろって思ってたら全然だし。講師してんの、本部の現場担当らしいけどノリノリじゃん。なに？　〝課題〟って。学生か」

　研修後、強制的に集められ、行われている飲み会。

　三十人以上の人数で予約されていたのは、研修施設からほど近い居酒屋の大部屋だった。研修施設は宿泊と研修ができるだけで食事関係はないからと、島根支部の飲み会好きな誰かが予約してくれたらしい。

　座敷に並んだ六台のローテーブルは六人用で、それぞれテーブルごとに盛り上がっているようだった。

　席は幹事が適当に割り振ったのだけど、たまたま両隣とも知っている顔になった。ちなみに、逆隣は眞木だ。席につこうとして鉢合わせた時、眞木は、「すげー」って笑ってたから、眞木の中ではもう土曜のケンカはどうでもいいみたいだった。

　……正直、私の中ではまだきちんと謝れていない気がして、気持ちが悪いのだけど。

「岡崎はずっと営業なの？　だとしたら今回の研修、製造過程のことばかりだからついていくの大変じゃなかった？　私、ずっと総務だからひとつひとつの単語がわからなくて、結構引っかかったりしたんだけど」

　岡崎はガバッと顔を上げると「そう！」と大きく頷く。

　岡崎とは四年ぶりくらいだけど、相変わらず明るくて話しやすいなぁと思う。童顔で愛嬌のある顔をしているから、同期にはよく犬みたいな感じで可愛がられていた覚えがある。

　その頃に比べると、だいぶ凛り々りしい顔立ちになっていて、営業で揉まれたんだろうなぁと思った。最近、飛び込み営業の相手が多いからか、営業職がどれだけ大変かということを知り、頭が下がる思いだ。

「俺も単語、わかんなかった。なんだっけ……はぐれメタルみたいなやつ」

　首を傾げる岡崎と一緒に、頭を悩ませていると。

「バイメタルな」

　眞木が教えてくれる。

「あー、そう。そんな名前だった。眞木、よく覚えてたね」

　感心して言うと、眞木はジョッキに手を伸ばしながら「仕事で使うし」と答えた。

「ああ、そっか。製造管理だと、結構身近な話だもんね」

「身近っていうより、もう毎日のことだからな。今日、講師が言ってた過去のトラブルも全部知ってるし、解決法も知ってる」

「えっ、じゃあ課題……」

「あの場ですぐ答えろって言われてたら、答えられたな」

　なんでもないことみたいに話し、ビールを飲む姿に……不覚にも胸がときめいてしまった。単純だけど、自分が知らないことを知っている眞木を魅力的に感じ、カッコいいと思ってしまう。しかも眞木がスーツ姿だからいけない。免疫がまだできていないから。

「でも……だったら眞木、研修なんか来る必要なかったのにね」

　知っている内容の研修を受けるために忙しい中、三日も席を外すなんて、眞木からしたら無駄でしかない。

　すると、眞木が「いや」とわずかに眉を寄せた。

「内容の理解じゃなくて、講師がどう研修を進めるかを見てこいって言われてるから。講師も持ち回りで、うちの支部にも要請が来る予定だから、講師をできるようになってこいってことだろうな」

　顔を歪め「めんどくせー」とぼやく眞木がすごい人に見えて、黙ってしまう。だって、講師に選ばれるって、その研修内容を熟知していなければできない。

　普段、どんな仕事をしているかはあまりよく知らないけど……私が思っていたよりも専門的だし、仕事能力が高そうで、思わず呆けてしまう。

　ぼーっとしながら「すごいね、眞木……」と呟くと、それまで黙っていた隣の岡崎も大きく頷いた。

「いや、本当にすごいね、眞木くんって。俺、営業しかやったことないから現場をそれだけ知ってるって尊敬するわー。製造管理って、いっつも面倒な仕事任されてて大変そうだし、それ回してるだけでもすごいのに」

「まぁ、相手が機械だから、しっかり仕組みさえ覚えれば問題なく動かせる。逆に、毎日人間相手にしてる営業のほうが、俺にはよっぽど大変に見えるけど」

　眞木に言われ、岡崎は「そうなんだよー」と情けない声を出した。

「小売店に直接営業かけに行くんだけどさ、こっちの希望額を全く通してもらえないんだよ。すげー値切られちゃって。特にハロウィンとかそういうイベントのパッケージがついた商品だと、こっちが早く売り切りたくて焦ってるのもバレバレで、強気の数字出してくるしさー」

　岡崎は、酔うと結構グチグチ言うタイプだな……と思いながら、料理に手をつける。

「あ、おいしい」と小さく漏らすと、眞木が「どれ？　ああ、レンコンの挟み焼きか。中身なに？」と身を寄せて聞いてくるから、半分になったそれを見せる。

「多分、鶏肉と……あの、一見ニラみたいなネギだと思う」

「小口ネギな。今度作ってみるか」

　その間も岡崎は、ジョッキ片手に愚痴をこぼし続けていた。

「で、それでも頑張ってたのにさー、なんと！　付き合って半年の彼女を同僚に奪われるっていうさー……あり得なくない？　普通、同僚の彼女に手を出すかね？　気まずいじゃん。……ねぇ、聞いてる？　なんか佐野も眞木くんも、俺よりレンコンに夢中だけど」

「え？　うん。それよりひとつ言っておくけど、眞木、一年先輩だよ」

　私がタメ口だから、同い年の中途採用か後輩だと思っていそうだな……と思い伝えると、岡崎は「えっ」と大げさなほど驚き、慌てた様子で眞木に謝る。

「すみませんっ！　佐野の態度から勝手に判断して……ああ～、彼女の愚痴とかも気軽に話しちゃってすみませんっ」

　ガバッと頭を下げてから「つーかなんで佐野タメ口なんだよー。親しすぎだろぉ」と弱々しい声を漏らす岡崎に、眞木が笑う。

「いや、気にしてない。まぁ、彼女の件は気の毒だと思う。あまり気を落とすなよ」

　他人なんかどうでもよさそうな眞木がここまで言うのは、きっと、私や眞木にも同じ経験があるからだろうなと苦笑いを漏らす。もうとっくに吹っ切れてはいるけれど、私が朋絵とのことで散々悩んだり泣いたりしているのを見ていたわけだし……優しい言葉のひとつもかけたくなったんだろう。

　ふぅ、とひと息ついてほかの社員の様子を見てみると、それぞれ小さなグループができ、楽しんでいるようだった。

　小谷先輩も、同期らしい人と笑って話しているし……と思っていると、テーブルの端からこちらを見てキャッキャしている同年代の女性ふたりに気づく。

　多分、眞木を見ているんだろう。眞木に好意を持っているのが離れた場所からでもわかった。もしも関係を隠さずにいたら、少なくともあの人たちから厳しい眼差しを向けられ、なにかしら刺々しい言葉をかけられていたんだろう。

　そう考えただけで、荒れそうになる気持ちをグッと抑え込んで落ち着かせる。

　あんなの、なんとも思わなかったはずなのに……なんで最近はそれができないんだろう。なんで、いちいち耳にとまってしまうんだろう。

　つっかえたものが、なかなか取れない。そんな不快感がずっと胸に残っていた。




　――今まではできていたことが、なんで今、できないんだろう。

「――野！　佐野？　あの、佐野さん？　俺を無視してるのってわざと？」

「……え？」

　研修室の机をぼんやり眺めていた時、呼ばれた気がして顔を上げると、椅子に座ったままの私を覗き込むようにして、岡崎が立っていた。

「あれ？」と周りを見渡すと、ほかの人は席を立ち、研修室を出ていくところで……ホワイトボードには午前中の研修内容が確かに記され、時計は十二時を指していた。

　……研修の内容が全く頭に入っていないことに驚く。

「なんだよ、寝てたのか？」

　明るく聞く岡崎に「ううん。起きてたんだけど……ぼーっとしてたみたい」と返し、広げっぱなしだったノートを閉じ、ペンをしまう。

　隣に眞木なり小谷先輩なりが座っていれば、声をかけてくれたんだろうけど、あいにく、他支部メンバーとの親睦を深めるためなのか、席はバラバラに指定されている。

「佐野もどっか食べに行くだろ？　同じ支部の人と行く感じ？」

「ううん。昨日話したら、小谷先輩も眞木も同期と行くって言ってたから、別行動」

「じゃあ、一緒に行こうぜ」と明るく誘ってくれる岡崎に頷きながら、席を立つ。

「うん。……いいけど、ガッツリとかやめてね。岡崎、営業だし体力勝負とか理由にバカみたいに食べそう」

「……お前は本当に歯に衣着せないヤツだよな」

「あれ、そんな難しい言葉知ってるんだ」

「俺はなんでこんなにいじめられてるのか……」

　捨てられた犬みたいな顔をする岡崎に「冗談」と笑みをこぼし、施設の外に出た。

　駅からそう離れていないし、オフィス街だからか、そこら中に飲食店が確認できる。ハンバーガーやラーメンや、パスタ、定食屋さん。京都といっても、オフィス街の雰囲気はどこも同じだなと思いながら、岡崎と話して和食系の定食屋さんに入ることにする。

　昨日、飲み会だったから、あっさりした和食が食べたくて決めたんだけど……それはどうやらほかの社員も同じだったようで。

　入った途端、すでに入店していた眞木と目が合い……でもすぐに逸らした。眞木とテーブルを囲んでいたのが、昨日眞木をチラチラ見ていた女性社員だったから。

　テーブルにはほかにも男性社員が数人いるし、眞木たち男性社員がお昼に出たところに、女性社員が割り込んだのかもしれない。同期と食べるって話だったし。

「佐野、席こっちでもいい？」

「うん。どこでも」

　岡崎が決めた席は、眞木たちが座る場所からはテーブルひとつ挟んだところだった。

　内装は定食屋というよりはカフェの雰囲気で、中央付近には、四人掛けのテーブルが一列に五台置いてあり、窓際にはソファ席まである。高い位置にある窓からは太陽の光が入り、とても明るい。

　注文を済ませ、メニュー表を立てかけていると、会話が聞こえてきた。

「えー、眞木さん、料理とかするんですか？　食べてみたいです」

「エプロン姿とかカッコよさそうですよね」

　……できたら、もう少し離れたテーブルがよかったなぁ、と聞こえてくる黄色い声に思う。

　眞木は、さすがに邪険にするわけにもいかないのか、とても短く返しているようだった。それでも、料理関係の話題を中心にポンポンと会話は進んでいて、それなりに盛り上がっているみたいだった。

　その会話が聞こえたのか、岡崎が「佐野は料理とかしなそうだよなぁ」と言うから、苦笑いを浮かべる。

「ちょっと情けなくなるくらいしない。だから、私と結婚する相手はかわいそうだって両親によく言われる。やっぱり、料理って彼女とか奥さんに作ってもらいたいものだよね？」

　運ばれてきた水を飲みながら聞くと、腕組みをした岡崎が「そうだなぁ」と難しい顔で答える。

「結婚相手に望む条件として、上位には食い込む項目だろうなぁ」

「だよね」

　やっぱり、それを眞木任せにしておくのもダメだよなぁと考え、いつか言われた言葉がポンと頭に浮かぶ。

『っていうか、あり得なくない？　眞木さんにお弁当作らせてるって話じゃない。男に、しかもあの眞木さんにとか……女としてどうかなって思うよね』

　やっぱり……そう思うのが普通なのかもしれない。苦手だからって、眞木の厚意に甘えっぱなしじゃなくて、ちゃんと頑張らなきゃいけないかもなぁ、と考えていると、岡崎が「でもさ」と明るい表情を向ける。

「別に料理なんか男が作ったっていいわけだし、何事においても、世間体に合わせるより、お互いが納得できてるかどうかのほうが大事だろ」

　私も、今まではずっとそう思っていたはずなんだけど……。今は岡崎の言葉に頷けず、目を伏せる。

　簡単にそう考えていた時と今、なにが違う？と考えてみても、答えが見つからないでいると。

「まぁ、その相手に実際どう思われてるかって考えると、不安になったりはするかもだけどなぁ」

　岡崎にそんな風に言われ、あ……と思った。岡崎が笑顔で言った言葉に、ガツンと頭を叩かれた気分だ。

　今までできていた『周りの目なんて気にしない』っていう考え方が、なんでできなくなったんだろうってずっと引っかかっていたけど。『不安』という言葉に、ようやく胸がもやもやしていた理由を知り、驚いた。

　今までみたいになんでも口にできなくなったのは……周りの声が気になってしまったのは――。

　つっかえていたものがスッと落ち、ふぅと息をつく。気づけば簡単で……今まで通りになんかできるわけがなかったんだと納得する。

「岡崎っていいヤツだよね。なんで浮気されちゃったんだろうね。そういえば、新人研修中にも彼女にフラれてたよね」

「それ、俺が一番知りたい。あと古傷えぐるのやめて」

　岡崎が顔を両手で覆ったところで、「天ぷらうどんと、ざる蕎そ麦ばです」と料理が運ばれてくる。

　その時点でお昼休みが残り三十分を切っていることに気づき、慌てて食べるハメになって……走って戻った研修施設のエレベーターに駆け込んでから、岡崎と顔を見合わせて笑った。










変わっていくもの




　二泊三日なんて聞いた時には、どれだけ研修させるんだ……って思ったけれど、過ぎてみればあっという間で。明日のお昼にはもう終わりかーと思うと、時の流れの速さにびっくりする。

　今日も同じ居酒屋で飲み会が開かれているけれど、昨日と違うのは席が自由ってところだ。おかげで、隣のテーブルに座る眞木の横は、例の女性社員たちが固めていた。

　そして、私はといえば。

「俺、もう島根戻りたくない。永遠にここで暮らす」

　速いピッチでビールを飲み続けたせいで、すっかり酔いが回ってしまった岡崎の背中をさすっていた。

　居酒屋を出た場所にある、自販機横のベンチ。

　居酒屋自体が大通りからは少し入り組んだところにあるから、人通りは少ない。暗く細い道を、自販機の白い灯りが照らしていた。

　〝考える人〟のポーズのまま固まってしまった岡崎の口からこぼれるのは、弱音や元カノへの未練だった。これが本当にお昼、カラッとした笑顔で私を励ました男なのか、疑問になるほどの変貌ぶりだ。

　酔わなきゃ弱音が吐けないタイプなのかな……と思うと、なんとなく放っておけなくなってしまう。

「なんかさ、二股かけてたのが本当か聞いたら、もっとグイグイ引っ張ってほしかったとか言ってたけど……俺がダメだったのかなぁ。ちゃんと引っ張ってやれてたら、心変わりなんかしないで俺だけを見ててくれたのかな」

「でも、そんなの結果論だし。たとえ、岡崎がどんなに情けなかったとしても、二股かけていい理由にはならないと思う」

「だけど、同僚がみんなして俺のせいだって言うから。会社でもさ、二股かけられてフラれたわけだから結構噂の的にされて、『あれなら捨てられても仕方ない』みたいに笑われて……」

　しまいには涙まで浮かべてしまった岡崎の顔を、覗き込むようにして見る。そして驚いた顔をした岡崎に、目を吊り上げた。

「岡崎は、二股かけられて捨てられて仕方ないような男じゃない。そもそも、そんな男だったら、最初から彼女だって付き合ってないでしょ」

「それは……そうだけど……」と小さな声で言う岡崎に続けた。

「岡崎が言ったんでしょ。お互いが納得していれば、周りの意見なんか関係ないって。周りは、無責任になんでも言うんだよ。それに振り回される必要なんかないって、私は岡崎に言われてそれを再確認できたのに、その岡崎がそんな顔しないで」

　岡崎は目を見開いたあと、ゆっくりと目を伏せる。

「……ごめん」

「私は岡崎を、平気で裏切られていいような男だとは思わない」

　じっと見つめていると、岡崎はふっと表情を緩め、もう一度「ごめん」と呟いたあと、私を見る。

　……と同時に、ベンチに置いていた手を握られ、ビクッと肩がすくんだ。

「ありがと、佐野」

「……うん。手、離して」

　ここは、店の出口からは自販機が邪魔して見えない場所だ。人通りも少ない。

　そして、岡崎は同期とはいえ、酔った男で……。

　今まではこれっぽっちもなかった不安が、力強く握られた手から生まれる。

　同期相手に失礼だと思いながらも、不安を拭い切れずにいる私に岡崎が続ける。

「俺はさ、料理とかできなくてもいいと思う。ふたりで協力すればいいことだし、どうしても無理なら外食したっていいんだし」

「え……ああ、昼間の話？　もういいよ、それは。とりあえず、手を……」

　そう言い、岡崎の手をはがそうとすると、それまで以上の力でグッと握られた。

　さっきまで情けない顔をしていた岡崎が、強い眼差しを私に向けていて困惑する。

「佐野もさ、ずっと浮かない顔してんじゃん。なんかあったんだろ？」

　気づかれていたなんて思わなかっただけに、なにも言えずにいると、岡崎が微笑む。

「始まり方は傷の舐なめ合いだったとしても、そこからなんかいい関係に発展することもあるよ」

「え……ちょっと待って。もしかしてだけど、これ、口説かれてる……？」

　間違えていたら恥ずかしいと思いながらも、もう岡崎の眼差しを無視できずに聞くと、「まぁ……うん」と照れたような顔で頷かれて戸惑う。

　こんな風に言い寄られたことはほとんどないから、対応に困る。

　それに相手は酔っているんだし、とグルグル考えながらも立ち上がるけど、握られた手は離れなかった。

　同期の中では犬みたいに可愛がられていたけど、男だ。

　当たり前だけど、男の人の力には敵わない。立ったまま岡崎を見下ろし、なんとか雰囲気を変えようと笑顔を作る。

「酔ってるんだよ。同期相手にそんなこと言いだすとか、後悔するパターンだし、早く休んだほうが……」

「俺は佐野のこと、入社式ん時から可愛いと思ってたけど」

「え……」

　予想外のセリフに驚くと「性格もハッキリしてて好きだ」と言われ……申し訳ないとか考える前に、咄嗟に首を振っていた。そんなこと言われても困る。

「ごめん。無理」

「俺のこと、嫌い？」

「同期としてなら、好きだけど……ごめん」

　ハッキリ断っているのに、なおも「俺、佐野のこと、本当に可愛いと思ってる。俺を男としても好きになって」とか言ってくる岡崎に「それは無理」と口にした途端。

　後ろからぐいっと抱き寄せられ、一歩後ろによろける。同時に、背中が硬い物に当たって……。

「悪いけど。こいつのことを一番可愛いと思ってるのは俺だし、お前に渡す気もない」

　直後、耳元で聞こえた声に胸がいっぱいになってしまった。いつもより少しだけ低い、真剣な声色だった。

　片手で私を後ろから抱きしめるようにしている眞木が、「それ、いい加減離せ」と言うと、ポカンとしていた岡崎が「え……あ……すみません」と私の手を離す。

「あれ……？　えっと……」

　頭をかきながら今までのことを整理しようとしている様子の岡崎に、眞木が言う。

「酔いも醒さめたろ。もうひとりでも平気だよな？」

「あ……はい」

「俺は、飲みすぎて気分の悪くなった佐野を介抱するためにこのまま抜けるから、幹事に言っとけ」

「……はい」

　眞木の態度に圧倒されてなのか、ただ返事をすることしかできない岡崎に、眞木がふっと笑う。見れば、少し申し訳なさそうな笑みを浮かべていた。

「急に割り込んで悪かった。同期っていう関係から出ないんだったら文句言うつもりもねーし、仲良くしてやって」

　眞木の言葉に……岡崎はやっぱり「あ、はい……」と力なく答えるだけだった。

　岡崎が店内に戻っても、後ろから回された腕はそのままだった。

　細い路地に自販機の灯りが煌こう々こうと光る。

「私、酔ってないよ」

　飲み会を抜ける口実だろうってことはわかりながらも言うと、眞木はしばらく黙ってから私を離す。

　振り返ると、眞木の片手には私のバッグがあった。本当にこのまま抜ける気らしい。

「悪かった。あいつとの関係がおかしくなったりしたら、俺がもう一度謝る」

「岡崎は根に持つタイプじゃないから大丈夫。それに、会うこともそうないし」

　異動するとしても、支部内での部署異動がほとんどだから、同じ支部になる可能性は低い。

　一本表に出れば片側二車線の大きな道路があるけど、ここは静かだった。エンジン音も遠くにしか聞こえない。まだ春とは言えない、少し冷たい風が頬を撫でていく。

「岡崎との話、聞いてたの？」

「お前があいつを介抱しに出たのは気づいてたし、戻ってくるのが遅かったから。どうせタイミング見て抜けようと思ってたし、ちょうどいいと思ってお前の荷物持って外出たら、なんか込み入った話してたから」

　バッグを受け取ろうと手を差し出すと、眞木が手渡してくれる。受け取ったのに、なかなか手を離そうとしないから見上げると、じっと見つめてくる瞳があった。

「あんな励まし方されたら、男は勘違いする。気をつけろ」

　真面目な声に、「……ごめん」と謝ると「ん」と短く返事をされ、ようやくバッグを持つ手が離れる。

　目の前に立つ眞木をじっと見上げると、まっすぐな眼差しが返された。

　眞木が怒るのも無理はない。少し全力で励ましすぎたっていう自覚はあった。周りからの言葉に心が折れている岡崎が、自分と重なってしまって……それに。

「岡崎、普段はあんなに明るいのに、酔うとグチグチ言うでしょ。だから、こういう時しか弱音を吐けないのかなって思ったら、放っておけなくて。ごめん」

　ただの同期としてしか見ていないとしても、眞木からしたら面白くないだろう。

　そう思い、もう一度謝ってから「私も、なかなか弱音とか言えないから」とゆっくりと口を開く。

「最近、仕事で嫌なことが続いてたり、あと、眞木とのことをいろんな場所で噂されたりして、疲れてたの。この研修で付き合ってるって内緒にしたいって言ったのも、それが理由だった。私の自分勝手な事情で八つ当たりしてごめんね」

　新幹線を待つホームではきちんと言い切れなかったことを告げ「でも、もう落ち着いたから」と笑顔を向けると……なぜか眞木は気に入らなそうに眉を寄せた。

　怒って見える瞳がじっと私を捕らえ、「なんで事後報告なんだよ」と問う。

「え？」

「〝八つ当たり〟とか〝自分勝手〟とか。なに俺に気遣ってんの？」

　意味がわからなくてキョトンとしてしまっていると、眞木が続ける。

「付き合ってることを内緒にしたいって言ってきた時だって、俺のせいで会社で陰口ばっか叩かれてて、京都でまでそんな思いをするのは嫌だからって言えばいいだろ。そんなん、八つ当たりでもなんでもない。そもそも関係をバラしたのは俺だし、俺の責任だ」

　眞木は、声を荒らげたりはしていない。

　それでも、真剣に怒っているのが声色や表情からわかり、声が詰まる。怖いくらい落ち着いた声に、胸の奥からじわっと熱が広がるみたいだった。

「俺のせいだって責めればいいのに、なんでひとりで我慢するんだよ」

「だって……」

「仕事で嫌なことがあった、っていうのだってそうだ。弱音でもなんでも吐けばいいだろ。お前の話なら、なんでも聞くって言ってんのに……なんでお前はいつも、俺になにも話さないんだよ。付き合う前は、もっと平気でさらけ出してきたのに……」

　真面目な瞳とグッと潜めた声で「なんで、そうしないんだよ」と言われ、胸が思い切りつかまれたみたいに苦しくなった。悲鳴でもあげているみたいにギュウッと鳴く胸に、唇を噛みしめる。

　確かにそうだ。付き合う前のほうが、いろいろさらけ出せていたかもしれない。泣いたことだって何度もある。でも……そんなの、当たり前だ。

「私だって、気くらい遣うよ。眞木の気持ちなんか考えないで、なんでも言えてた時とは違うもん」

　そう。違う。あの時とは、全然違う。だって――。

「なにも変わらねーだろ。気なんか遣わないで前みたいに――」

「だって……好きなんだから。眞木が好きだから、眞木を傷つけたくないって考えるし、気だって遣うよ」

　眞木が好きだから。いろんな言葉がいちいち気になる。自分が言う言葉も、周りから言われる言葉も。

　じわじわと浮かんでしまった涙をそのままに、まっすぐに見つめて言うと、眞木は目を丸くし、停止した。大きな衝撃でも受けたみたいだった。まるで、心臓でも撃ち抜かれたみたいな。

　だから心配になって「……眞木？」と恐る恐る声をかけると、ハッとした眞木がバツの悪そうな顔をし……手の甲で口元を隠す。それから目を逸らし「……ん。悪い」と小さな声で言った。

　その声のあまりの小ささと赤く染まった耳に、眞木が照れているんだとわかり、こっちが恥ずかしくなる。

　眞木こそ恥ずかしいことを平気で言うくせに……と思い、眉を寄せた。

「……ちょっと、照れるのやめてよ。こっちまで恥ずかしくなる」

「そんな顔で、好きだとか言いだすお前が悪い」

　目を逸らしたまま言い訳みたいに呟かれ、すぐに言い返そうとしたのに。

「そういうのを責任転嫁って――」

　いつもの口ゲンカになる前に、ぐいっと抱き寄せられる。

　急に腕を引かれ、飛び込むようにして眞木の肩に顔をぶつけた私を、眞木がギュッと抱きしめる。

　その状態で、「ごめん」と謝られ……浮かんでいた涙がひとつこぼれた。

「なんで謝るの。眞木は悪くないのに」

「お前がそんなに俺のこと想ってるとか、思ってなかったから」

　なんとも答えにくいセリフだったから、これはもう無視しようと決める。……それに、想っているのは事実だ。周りの言葉がついうっかり気になっちゃうくらいには。

　料理がどうのとか、ほかのことも、もしかしたら眞木も同じように考えるかな……なんていちいち脳裏に浮かぶから、聞き流せない。眞木に……嫌われたくないって思うから。

　なんで聞き流せないんだろうってずっと不思議で、それが引っかかっていたけど、考えてみれば答えは簡単だった。眞木が好きだからだ。

　それさえ気づいてしまえばもう、『ああ、だったら仕方ないんだな』って割り切れて、気持ちが軽くなった。

「私も……『なんでも言え』って言われてたのに黙っててごめん」

　いつか、休憩室で眞木に言われた言葉を思い出す。

『そうやって俺の知らないもんが、お前の中にどんどん増えていくのは面白くないと思っただけだ』

　あの時は慎司とのことを指しているんだと思ったけど……多分、それだけじゃない。今回みたいな愚痴とか弱音とか、そういうもの全部を含めていたんだと思う。私が素直に言えない性格だってわかっていたから、気にしてくれていたんだ。

　なのに……意地を張って、眞木に余計な心配をかけてしまったことを反省する。

「飛び込み営業をね、断るたびに言われる捨てゼリフが地味につらくて」

　眞木の背中に手を回しながら話すと「……うん」と柔らかい声で相槌を打たれ……肩に入っていた力が抜ける。

「でも、営業はもっと大変なんだから、って課長が言うし」

「うん」

「食堂でもエレベーターでも、眞木にお弁当作らせてる、料理もできない女だってヒソヒソされるし」

「……うん。悪い」

　私を抱きしめる腕にキュッと力を込めた眞木に……「あと、眞木のスーツ姿がカッコよくてドキドキしてた」と思い切って白状すると、眞木の肩がビクッと小さく揺れたのがわかった。

「……ん」

　きっとまた照れているんだろうと思うとおかしくて、でも笑ったら怒られると思ったからなんとか我慢した。

　不思議だった。ただの愚痴や弱音なのに、あんなに言っても仕方ないって思っていたのに、眞木がすごく優しい相槌を打つから、全然毒々しいものには感じなくて……。

　それどころか、眞木の相槌に〝好きだ〟とでも聞こえてきそうなほど情がこもっているから、気持ちが満たされる。ここ最近、ギスギスしていた気持ちが溶けていくみたいだった。

　弱音を吐くのも、悪いことじゃないのかもしれない。

「今度は、眞木に促される前にちゃんと話す」

「そうしろ。じゃないと俺が不安で潰される」

　即答されて、ふっと笑う。

「そんな可愛い性格してないくせに。……ねぇ、眞木。そろそろ離し――」

　〝離して〟とお願いしようとした声ごと、眞木に唇を奪われる。

　うっかり流されて目を閉じそうになってから、こんなところで……！と思い直し、眞木の背中をバンバン叩いたけれど、ビクともしなかった。

「ん……っ」

　唇をこじ開けられ、口内に舌が入り込む。奥に引っ込んでいた舌を見つけられ、撫でられた途端、背中をぞくりとした感覚が走った。

　はぁ……と漏れた吐息をも逃がさないようなキスをした眞木が、わずかに距離を作り、私を見る。

　暗い路地。眞木の瞳だけが光る。

「次、また黙ってたら許さねーからな」

　ギンとした厳しい眼差しを受け、そろっと目を逸らす。

「性格だから、そんな急には……」

「まぁ、直らないうちは無理やりこじ開けるけど」

「物騒――」

　また言い終わらないうちにキスで封じられ、困りながらも目を閉じる。

　誰かが通りかかったところで、酔ったカップルがいちゃついているだけにしか思われないだろうし、ここは京都。恥はかき捨てだ。どうか、かき捨てを許してくれないような知り合いには見られませんようにと願い、眞木の背中に回した手に力を込めた。




　三日目の研修が無事に終わり、解散となったのが十二時十分。京都観光していくと言う小谷先輩と別れ、眞木とお土産屋さんを回ったあと、帰りの新幹線に乗り込んだ。

　ふたり用の座席。窓際に座り、雑誌を眺める。帰りも長旅だし、暇潰しにと京都駅で買った物だ。京都の食べ物や名所なんかの特集が組まれていて、さっきまでいただけに見ていて面白い。

「この中でどれが好き？」

　黒ゴマ、栗、青りんごと珍しい味が並んでいる八やつ橋はしのページを見せながら聞くと、隣に座った眞木が雑誌を覗く。

「あー、これか、これ」

「あ、私も同じ。もう少し探せばあったかもしれないのに……よかったの？」

　お土産屋さんを巡り始めて早々に、「佐野の気が済んだら帰るから」と言ったのは眞木だ。

　私も、何軒も見たいというわけでもなかったから、二軒目で「もういいかな。じゃあ帰る？」と言ってしまったけど……せっかくなら、眞木が好きだっていう味を探してみてもよかったのに。

　本当によかったのかな、と思い見ていると「俺はそこまで好きじゃねーし」と返され、驚く。

「え、だって八橋買ってたよね？　しかも結構大きめのやつ」

「ああ、京都土産にな」

「あ……そっか。自分にじゃなくてね」

　だからあんなに丁寧に扱っていたのか、と納得する。

　お土産屋さんを出てからも、新幹線に乗り込んで棚に置くまでも、神経質なくらいに水平を保っていたから。『ちょっと形が崩れたって味は一緒だよ』って呆れたら、『お前がＡ型って間違いなんじゃねーの』って眉間にシワを寄せられたけれど。

　あんな丁寧に扱っていたってことは、家族とか、もしかしたら製造管理のほかのメンバーにも買ったのかもしれないと思いながら、雑誌に視線を戻す。

　八橋の次のページをめくると、京都発進の家具が紹介されていた。

　どれも手作りで一点ものだという説明を読んでいると、眞木が覗いてくる。

「家具とか興味あるのか？」

「んー、正直あまりない。こういう手作り感があるのは可愛いなぁとは思うけど……第一、自分の部屋には置けないし」

　載っているのはダイニングに使うようなテーブルや椅子だ。実家暮らしの私が自分の部屋に置くのは無理。だから、「眞木はインテリア見たりするの好きなの？」と聞き返すと、「そこそこ」という答えが返ってくる。

「今の部屋じゃ無理だけど、広めの部屋を借りれば、これくらいのテーブル置けるかもな」

　眞木が指差したのは、四人で使えるようなダイニングテーブルだ。

　天板はグレーとブルーの間くらいの、とても深みのある色をしている。説明を見れば、何度も塗料を重ねて塗ぬってあると書かれていた。

「あ、いいかもね。カッコいい」

「飯はここで食べればローテーブルはいらねーし、あとは最低限ベッドだけデカいのに買い換えれば住めるな。家電は俺が使ってるの、そのまま持ってけばいいし」

「……うん？」

「あー、でもうちドライヤー置いてないから買わないとな。お前、うちに泊まるたびに髪がどうのってぶーぶー言うし」

「『ぶーぶー』は言ってない……」と返しながらも、首を傾げる。なんとなく、話がかみ合っていない気がして。

　だから「……ねぇ。今、なんの話してる？」と聞くと、眞木は不思議そうに私を見て「同どう棲せいの話だろ」と言ってのけた。

「え……どこからそうだった？」

「最初から。この家具のページ開いてから、ずっとだろ」

「私、そこからずっと今の今まで、眞木のひとり暮らしの部屋の話をしてるつもりだったんだけど……」

「は？」と顔をしかめた眞木に、こっちが眉をひそめたくなる。

　大体、同棲って……突然すぎるし。それに――。

「同棲とか……親に説明するのが、まず無理だよ」

　説得は簡単だと思う。もう手放しに喜ぶと思うけど……おそらくされるであろう質問攻めに耐えられない。

　そう思い苦笑いを浮かべていると、眞木が「ああ、そうだ」となにかを思い出したように私を見た。

「今日お前の家、寄るから。京都土産買ってきたし、それ手土産に」

「……は？」

　また突とっ拍ぴょう子しもないことを言われて呆然としていると、眞木が続ける。

「佐野のこと何度もうちに泊めてるし、そろそろ挨拶くらいしておきたいから。『彼氏連れてくから』ってメール打て」

　なんでもない顔ですごい発言をした眞木をぼんやり見つめたあと……ふるふると首を振る。無理だ。できるわけがない。

「え。やだ……。挨拶に来るのもそんなメール打つのも、どっちもやだ……」

「事前に連絡しないで挨拶行くのは、非常識だろ。早くしろ。それに八橋ってあんま日持ちしねーし」

　眞木の言葉にハッとする。

「八橋……！　だからあんな貴重品みたいに持ってたの……？」

「まぁ、今日やり過ごしたところで、いずれ通らなきゃいけない道だろ。だったら今、諦めろ」

　口の端を上げる眞木はもう、予定変更するつもりはないらしかった。

「ちゃんと〝彼氏〟だって紹介しろよ」




　時速二百キロで、恐怖の時間が近づいてくる。逃げ道はない。

　こんなにも家に帰りたくないと思ったのは初めてだった。
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あとがき




　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。たくさんの本の中からこの作品を手に取っていただき、ありがとうございます。

　あまり可愛いとは言えない性格のちとせと、俺様ながらちとせを甘やかす眞木のお話は、書いていてとても楽しかったです。

　ちとせは、いろいろと悩んではいても、最後は「まぁ、そういうもんか」と流せてしまうような、あっさりとした性格をイメージしていたんですが……。眞木や慎司と絡ませると、やっぱり全部を「まぁいいか」と片づけるわけにもいかず、何度も泣かせてしまいました。でも、正直、そのシーンを書くのはすごく楽しかったです（笑）。

　ヒロインがヒーローの前で、ほかの男性を想って涙を流す……というシーンが本当に好きで、そういった場面を今までも何度か書いているのですが、今回もワクワクしながら書かせていただきました。ヒロインの涙を見て『あれ、もしかしてこいつのこと……』と恋心を自覚するヒーローが大好きです。

　悪役になってしまった朋絵ですが……彼女はただ自分を見失い、〝悪女〟を演じていただけなので、最後まで貫けず。周りがいろいろと言ってきてがんじがらめになってしまった時、私は、スルーできてしまうちとせより朋絵寄りの考えになって、少しの間は腐ってしまう気がします。

　朋絵の場合は明らかに度が過ぎていますが……最後に「ごめんなさい」と素直になれたので、これからは今までに背負ってしまった重たいメッキを一枚ずつ捨てて、身軽になれるのかなと。ちとせに引っぱたかれて目が覚めたと思うので、今までとは違う甘え方を周りにできたらと思います。あと、読者様に、少しでも憎まれていなければいいなぁと（汗）。

　今回、こちらの作品と再度向き合う機会をいただけたこと、とても幸せに思います。文庫化にあたりご協力いただいたスターツ出版様、担当編集の額田様。勝気なちとせと俺様な眞木を素敵に描いてくださったカスカベアキラ様。

　そして、この作品を読んでくださった読者様。この作品に携わっていただいたすべての方に感謝しております。本当にありがとうございました。
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